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　こんなにもすがすがしい気分になったのは、久しぶりのことだった。

　俺おれは椅い子すの背もたれに体重をかけて、ぐっと伸びをする。五十分もの間、解答用紙にかじりついていたせいで硬くなっていた身体からだがほぐれていく。

　教室が次第にざわざわと騒がしくなってくる。

　たった今、一学期の期末試験がすべて終わったところだ。試験官の先生が教室を出て行くと、女の子たちはテストの愚ぐ痴ちをつぶやいたり、答え合わせを始めた。テストが終わった後の、ごく当たり前の光景だ。

「ねえ神しん堂どう君、この問題なんだけど」

「えーと、どれ？」

　前の席の女の子が振り返り、問題用紙を差し出してきた。俺も自分の問題用紙を見ながら、女の子がわからなかったという問題に目を向ける。周りの席の女の子たちも集まってきて、ここでも答え合わせが始まった。

　この桃とう花か泉せん女子学院――桃もも女じよは幼稚園から大学までの一貫教育を行っている。育ちのいいお嬢様ばかりが通っている名門校だ。

　しかし、ほぼ全員がエスカレーター式で進学していくためか、熱心に勉強している生徒は少ない。高等部の授業もテストも基礎を重視していると言えば聞こえはいいが、実にのんびりしたものだ。

　今やっている答え合わせも単なるコミュニケーションの一つで、本気で答えの正誤を気にしている生徒は少なそうだ。

　まあ、俺おれも試験の結果は割とどうでもいい。男の身で女子校に通っている時点で、学校とか進路のことを心配しても無意味だろう。

　いやでも本当に、俺の――神しん堂どう祐ゆう貴きの将来ってどうなるんだろうね？　どう考えても、履歴書に「女子高卒」なんて書いてある男を採用してくれる企業があるとは思えない。

　まあ、まだ二年生の夏になったばかり。先のことはもう少し後で考えよう。

　ふと、教室の前のほうに大勢の女子生徒が集まっていることに気づいた。そこから聞こえる声はひときわ騒がしく、女の子たちの顔も楽しげだ。

　女の子たちの中心にいるのは――鳴なる神かみかなみ。

　彼女はこのクラスの委員長にして、高等部の生徒会長でもある。

　成績優秀、スポーツ万能、容姿端麗、と絵に描いたような才色兼備の女の子であり、校内での人気は極きわめて高い。最近は独裁者に付き従したがう親衛隊みたいな危ない取り巻きまでいるくらいだ。

「神堂君、ここはなんて書いた？」

「うん？　あー、これはわかんなかった。ちょっと難しいし、そうだな……」

　俺は、前の席の子に答えながら、ちらりとかなみのほうに目を向ける。

「生徒会長に聞いてみようか。あの人ならわかるだろ」

　周りの女の子たちも同意してくれる。案外、この子たちもかなみのところの輪に入るタイミングを狙ねらっていたのかもしれない。

　俺は席を立ち、かなみのところへ近づいていく。

「あのさ、かなみ。ちょっとここの――」

「兄にい様さま！」

　ばん、と唐突に教室のドアが開いた。

　長い髪を頭の両側で結んだ、小柄な女の子が俺たちの教室に入ってくる。

　というか、我が妹だった。

　神堂貴き理りは俺の双子の妹だ。二卵性なのでほとんど似ていない。

　妹は童顔ではあるが、可愛かわいいことはたいていの人が認めるだろう。だが、いくら可愛くても、俺は自分がシスコンでないことは断言できる。ただし、妹のほうがブラコンでないことはいまいち否定しきれない。

　いや、それは今はどうでもいい。

　貴き理りは同学年だが、クラスは別だ。その妹が俺おれの教室に来るのは珍しい。どうせ帰る家は同じなのだから、用があるなら帰宅後でもいいだろうに。

　教室のみんなが注目する中を、貴理はツインテールの髪を揺らしながら、俺のところまで歩いてきた。

「なんだ、貴理？」

「お話は後です、兄にい様さま」

　貴理は真面目まじめくさった顔で言って、俺の手を取った。

　そして、周りを見渡してから、ぺこりと頭を下げる。

「ごめんなさい、皆様。ちょっと、兄をお借りしていきます。それでは失礼を」

　可愛かわいらしい笑顔でそう言って、貴理は俺の手を引いて歩き出した。

　なにがなにやらわからない。

「…………」

　かなみが、こちらをきょとんとした顔で見つめている。「なにか用があったんじゃないの？」と俺に訴えかけている顔だ。

　だが、妹の手を振り払って事情を説明することはできない。そんな余裕はない。

　貴理は可愛い顔に似合わず、けっこう腹黒くて、下へ手たに逆らったらなにをされるかわからない。

　そしてなにより――とてつもなく強引なのだ。





　教室を出てしばらく廊下を歩き、不意に貴理は立ち止まった。

　それから妹は俺の手を離して、廊下の窓を開け、窓枠に両りよう肘ひじをついた。

「……なんだよ、貴理。なにかあったのか？」

「兄様……もうすっかり夏ですね」

「は？」

　妹の目は遠くを見ていた。

　なにが言いたいのかわからんが、季節は確かに夏になった。

　唯一の男子生徒として特注で作られた俺の制服も、やたらと目立つ赤ブレザーから白いワイシャツに替わった。

　女子の真っ白な制服は長なが袖そでから半はん袖そでに替わっただけに見えるが、布地が薄くなったらしく、背中側から女の子たちのブラが透すけるようになった。周りに女の子しかいないこの環境でいちいちブラ透けなんて気にしていられないけど。

「試験も終わりましたし、貴理たち学生にとってはまさにこれからが夏ですよね」

「まあ……そうかな」

　おかしい、なにかがおかしい。

　なぜ貴き理りがこんなどうでもいいことをべらべら喋しやべってるんだ。

　ちなみに、俺おれが言うのもなんだけれど、神しん堂どう家は世界経済にすら少なからぬ影響を及ぼす神堂グループのトップであり、貴理はその当主の座に就ついている。

　まだ学生とはいえ、当主としての仕事もあるのだから妹は決して暇ではない。毎日、放課後になれば仕事でどこかへ出かけているようだし。

「おまえ、今日は仕事はいいのか？　忙しいんだろ？」

「仕事はあります。でも貴理だって、まだ十七歳の女の子ですから。たまには、仕事なんて放ほうり出して遊びたくなることもあるんですよ」

「……俺にその遊びに付き合えと？」

「だいたいそんな感じです。わかっていただけたようなので、行きましょう」

「待て！」

　再び俺の手を握ろうとした妹の手から、慌あわてて逃のがれる。

「どうしたんですか、兄にい様さま？」

「行くってどこへだ？　行き先を聞くまで俺は動かないぞ」

「まるで駄だ々だっ子ですね」

　苦笑されても困る。

　こっちは駄々っ子にもなりたくなるというものだ。

　十年ぶりに神堂家に戻ってから、三ヶ月ほどが経たつ。

　その間に、俺は神堂家にヘリで連れ戻されたときのことを含めると、三回も拉ら致ちされている。狭い更衣室に閉じこめられて数人の女の子に半裸で強引に迫られたり、地下に監禁された上にアバラを一本折られ、右足を亀き裂れつ骨折してしまったりとえらい目に遭あった。

　これで拉致に対して敏感にならなかったら、俺はアホすぎるだろう。

「仕方ありませんね。別に兄様をどうこうしようというわけじゃありませんよ」

　貴理はにっこりと笑った。

「桃う女ちでは試験の後も授業がありますが、軽い補習のようなものですから出席しなくても問題はありません。貴理が言うのですから、間違いないですよ」

　確かに、貴理が言うならそのとおりなんだろう。妹は桃もも女じよのオーナーでもあるのだ。

「そういえば……クラスの子が何人か、試験が終わったらすぐに実家に帰るとか言ってた気がする」

　ここは――桃女の中等部・高等部のキャンパスは周囲を山に囲まれた僻へき地ちにある。学校の屋上から周りを見渡しても、人家の一軒すらなく、山以外になにも見えない。

　完全な陸の孤島で、通学が不便すぎるため、桃女は全寮制になっている。試験が終われば一刻も早く実家に帰りたいと考える子もいるんだろう。

「そういうことですよ。ですから、行きましょう」

「いやでも、俺おれらの家はすぐそこじゃないか」

　神しん堂どう家の屋敷は桃もも女じよのキャンパスと同じ場所にあり、校舎から歩いて数分の距離なのだ。

「別に貴き理りたちも帰省すると言ってるんじゃありません。どこへ行くか隠すつもりもありません。ただ、夏ですから」

「夏だから？」

「太平洋のとある無人島に、神堂家の別荘があります。無人島といっても、電気ガス水道メイドは完備してありますからご安心を」

「メイドは俺らのライフラインなのか？」

　貴理にとってはそうかもしれないけど、俺は自分で身の回りのことは全部できるぞ。

「では決まりですね。さっそく行きましょう。もちろん、飛行機は既すでにスタンバイさせてあります」

「相変わらず、手て際ぎわのいいことで……」

「さあ、兄にい様さま。無人島でアダムとイブになりましょう」

「だから、実の兄妹きようだいだってことをナチュラルにスルーすんな」

「島では子育ても可能ですよ？」

「不可能にしとけ！」

　子育てはともかく、すべての準備を済ませているのはたぶん事実だろう。

　十七歳の小娘の身で神堂家のトップに立っているのは伊だ達てじゃない。この妹は、おとなしそうに見えて、なんでもテキパキこなしてしまう。俺にはその手際のよさが迷惑になることが多いが。

「って、ちょい待ってくれ。ヒメ神ガミたちはどうするんだ？　あの子たちは――」

　そう言ったところで、不意に甲高い声が校内に響いた。それも、複数の声だ。

　悲鳴――いや、歓声に近いような気がした。

　貴理もきょとんとして、辺りを見渡している。

「なんでしょうか、今の……？」

「さあ？　試験が終わって感かん極きわまってる生徒がいるんじゃないか？」

「うちにそんな慎つつしみのない生徒はいないはずですが」

　そうだろうか……。

　正直、普通の学校よりはるかにクセの強い生徒が多いと思うけど。

「下のほうで聞こえましたね。一階でしょうか」

　ここは二年生のクラスがあるフロアで、三階だ。一階には職員室や学院長室、それに玄関ホールなどがある。

「仕方ありません、行ってみましょう。貴理は自分が関知してない騒ぎが嫌いですから」

「だよなー」

　とりあえず、無人島行きは後回しにしてもらえたようだ。

　貴き理りの特技は「暗躍」であり、しょっちゅう揉もめ事の原因をつくっているが、他人がトラブルを起こすことについては厳しい。

　俺おれたちは並んで廊下を歩き、階段を降りていく。

　声が聞こえてくるのは玄関ホールのようだった。さっそく、そちらへ向かうと――

「なんですか、これは……」

　貴理が呆ぼう然ぜんとした顔でつぶやいた。

　俺も呆あつ気けにとられて、立ちすくんでしまう。

　二階まで吹き抜けになっている、だだっ広い玄関ホールには生徒たちの下駄箱が置かれていて、もちろん俺も今け朝さはここを通って教室へ行った。

　だけど、朝とはまるで様子が違ってしまっている。

　ホールの壁一面にびっしりと貼はられているのは――絵だ。

　何十枚――どころじゃない。絵の枚数は、百を軽く超えている。

　女子生徒たちがあちこちで絵の前に群むらがっている。下校しようと下駄箱まで来て、この絵に気づいて騒ぎ出したようだ。

　貼られた絵は、そのどれもが風景を描いたものだった。それも、どう見ても日本の光景じゃない。

　ヨーロッパやアラブっぽい街並み、森林や海、砂漠に雪原と、ありとあらゆる場所の風景が描かれている。

　生徒たちが騒ぐのも無理はないと思った。

　ほとんどの絵は水彩絵の具でさっと塗っただけのようだが、圧倒的な迫力を感じるのだ。いや、絵の中に吸い込まれそうというか……。

　まるで、自分が絵に描かれた風景の中に立っているような――

「見ーっけっ！　本当にここにいたんだ！」

「!?」

　突然、キーンと響く声がしたかと思うと、一人の女の子がこっちに向かってまっすぐ駆け寄ってきた。

　なんだか変わった格好をしている。どことなくアラブっぽい雰ふん囲い気きの服装で、ずいぶんとボロボロだ。顔や手足もなんだか汚れている上に、前髪がずいぶん伸びていて、目を隠してしまっている。

　はっきり言って不審者にしか見えない。いったい、何者――？

「こらこら、なにをきょとんとしてるんだよ。あたしのこと忘れちゃったの？」

「……は？」

　女の子は俺おれの前で立ち止まると、笑いながらそう言った。

　貴き理りと同じくらいの小柄な身体からだ。ばさばさの髪をポニーテールにしている。

　忘れたかと言われても、こんな変わった格好の女の子に見覚えはない。

「ったく、面倒くさいなあ。しょうがない、もったいぶらずにちゃっちゃと教えてあげる。あたしだよ、千ち華かだよ」

　女の子はそう言って、目を隠していた前髪をさらりと払った。

「…………！」

　現れた二つの大きな瞳ひとみに、心臓が跳ねた。

　ま、まさか……。

「ち、千華って……千ち華か姉ねえ!?」

「そのとおり！　やっとわかってくれたんだね、ユウちゃん」

　彼女は――千華姉はにっこりと微笑ほほえんだ。

　そうだ、俺はこの笑顔を知っている。確かに、覚えている。

「十年会ってなかったくらいで忘れられちゃたまんないしね。この麗うるわしのお姉様を」

「お、お姉様って……」

　千華姉は正確には俺の姉ではなく、父方の従姉いとこだ。

　さらに言えば叔父の娘で、住んでいるところは別だったが、子供の頃ころはよくうちの屋敷にも遊びに来ていた。ほとんど常駐していたといってもいいくらいだった。

　年齢は俺より一つ上というだけなのに、偉そうに年上ぶっていたっけ……。

「……待てよ。ここにいるってことは、まさか千華姉も桃もも女じよの生徒だったの？」

「そういうこと。ちょこっとお出かけしてたけど、このたび帰って参りました。よろしくね、ユウちゃん」

「……ちっ」

　そういえば存在を忘れそうになってたけど、貴理もいるんだった。その貴理が、舌打ちをしたように聞こえたような。

「空港からまっすぐ学院に来るなんて。有無を言わさず兄にい様さまを連れて行くべきでした……」

　珍しく、貴理にも計算違いがあったようだ……。

　千華姉が帰ってくるのを知って、顔を合わせる前に俺を連れて逃亡しようとしていたってところか。

　妹は千華姉が苦手なんだったっけ？　最後に三人で会ったのが昔のことすぎて思い出せない。

　それにしても、俺もこの学校で千華姉と再会するなんて予想すらしていなかった……。

「そうそう、ユウちゃん、この絵どう思う!?　みんなに見てもらいたくてバンバン貼はってみたんだけど、どんな感じどんな感じ!?」

「これ、あんたが貼はったのか！　いいのか、こんなことして！」

「あたしはいつだってフリーダム！」

　ヤバイ、十年前も変な人だったのに、さらにパワーアップしてるようだぞ。

　ここに貼られている絵を見れば、千ち華か姉ねえの画力がとんでもないってことはわかる。でもそれ以上に、性格のほうがかなりぶっ飛んでいるようだ。

　ただでさえ、このところトラブルだらけの人生が続いてるのに……。

　千華姉まで登場して、これからいったいどうなっちゃうんだろう……。



    

  
    
      
１章　芸術はフリーダム



「ただいま戻りました～って、うわお！　旦だん那なの目が死んでる！　旦那が生きる屍しかばねのようになってる！」

　部屋に入ってきたマツリが裏返った声で言って、持っていたカバンをわざとらしく取り落とした。

　俺おれはベッドに座ったまま、桃もも女じよの制服姿のマツリを見て、すぐに目を伏せた。視線を上げてるだけでおっくうだ。

「い、いったいどうしたんですか、屍しかばね様！」

「即座に呼び方を変えるな」

　面倒だが、一応ツッコミを入れておく。こいつ、俺の呼び方をちょろちょろ変えてたけど、「旦那」で落ち着いたんじゃなかったのか。

「おっと、あまりに屍っぽかったので、つい。ていうか、旦那に体調を崩されると、ウチの管理不行き届きで減給で野望の道が崩れかねないんですけど！」

　俺を心配しているようで、自分のことしか考えていないっぽいのが、このマツリというメイドなのだ。

　マツリは俺おれの専属メイドであり、桃もも女じよではクラスメイトでもある。もっとも長く一緒の時間を過ごしているのは、こいつなのかもしれない。ちなみに彼女の野望とは、一軒家を建てて素敵な夫と暮らすことで、そのための資金を貯めているらしい。貯金ができるような性格とも思えないが。

「はっ、そうか！　そこまで試験の結果が悪かったんですか！　大丈夫です、ウチも頭悪いです！　二人で一緒に『頭悪い同盟』を作りましょう！」

「なんでそんなストレートな名称で、しかも無意味な同盟を作らなきゃいけないんだ……」

「おんや、律儀に細かく突っ込んできますね。意外とお元気？」

　マツリがベッドのそばまで来て、俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　この子はとにかく騒がしいので、今みたいに自分が弱っているときは相手をするのが大変だ。

「……大丈夫だ。ちょっと休んだら立ち直るから」

「あ、でも旦だん那ながずっと寝込んでたら、お医者さんの出番っすよね。ウチがなにも世話しなくていいから楽かも」

「おまえな……」

　別に使用人がほしいと思ったことはないが、マツリの忠誠心の無さはいかがなもんかと思う。

「なにがあったか知りませんけど、旦那も大変っすねえ。腕だの足だのアバラだの、どかどかケガして、やっと治ったところなのに。次は首とかもげそうですね」

「死ぬだろ、それは。まあ、首じゃないけど今日は心臓が止まりそうになったな……」

「あれあれ、どうしたの、ユウちゃん。って、マツリんもいたの」

　心臓を止めそうになった張本人がいきなり登場。

　千ち華か姉ねえはずかずかと部屋に入ってきて、俺たちに笑いかけてきた。

「……お久しぶりでございます、千華様。このマツリ、あなた様のお帰りを心からお待ちしておりました」

「マ、マツリがまるで使用人みたいな口く調ちようを！」

　しかも、深々と頭を下げている。

　俺、マツリの頭頂部をこんなにはっきり見たのは初めてかもしれない……。

「旦那はウチをなんだと思ってるんです！　このケナゲで忠実なメイドに向かってなんてツッコミを！」

「嘘うそをつくなとは言わないけど、あり得ない単語を二つも入れるなよ！」

「千華様は神しん堂どう家の偉い人なんです！　この人の前ではうわっつらだけでも丁てい重ちようにしておかないと、後が怖いんです！」

「ぶっちゃけすぎだ！」

「まあまあ、ユウちゃん、落ち着いて」

　今度は、千ち華か姉ねえが俺おれのベッドのそばへ近づいてくる。

　さっきとは格好が変わっている。謎なぞの民族衣装から桃もも女じよの夏服に着替え、シャワーを浴びたのか、薄汚れていた顔や手もさっぱりとしている。それに……。

「千華姉。髪切ったのか？」

「うん、見てのとおり。メイドに切ってもらったんだよ」

　前髪が目に軽くかかるくらいになって、きちんと瞳ひとみが見えるようになっている。

　しかし、千華姉、綺き麗れいになったなあ……。

　昔から可愛かわいい人だったけど、こんな美人に成長していたとは。小柄だけど胸はそれなりにあるし、スタイルもなかなかのものだ。

「ん？　ユウちゃん、そんなにじっと見つめちゃって。相変わらず、お姉ちゃんのこと大好きなんだねえ」

「べ、別に見つめてるわけじゃ。そ、そうだ。ついでだから、後ろも切ってもらったほうがよかったんじゃないか？」

　貴き理りと同じ薄茶色の髪をポニーテールにしているのはさっきと同じだが、よく見るとしっぽの部分がずいぶんと長い。背中の半なかばまで届くくらいだ。男の俺から見れば、日常生活に支障が出そうに思えてしまう。

「後ろはいいんだよ。ていうか、女の子に髪を切れとか、あたしはともかく他ほかの女の子に言っちゃダメだよ？」

「千華姉相手だから言ったんだよ」

　確かに、「髪を切れ」はちょっと軽率だったかもしれないが。

「そうか、あたしは特別扱いか。うんうん、ユウちゃんには今でもちゃんと、あたしはお姉ちゃんなんだね」

「あー、まあ……」

　十年ぶりとはいえ、実の従姉いとこなのだし、あまり遠慮する気はしない。

　なんて思っていると、千華姉も俺と並んでベッドに腰掛け、肩を寄せてきた。

「しっかし、おっきくなったね、ユウちゃん。うしゃしゃしゃしゃ」

「わっ」

　千華姉が嬉うれしそうに笑って、俺の髪をぐしゃぐしゃにしてくる。まるで犬でも可愛がってるみたいな、大ざっぱな手つきだった。

「可愛い、可愛い。よかったー、ユウちゃんが根暗とかタフなマッチョになってたりしてなくて」

「マッチョはともかく、可愛いはないだろ。高二の男に向かって」

「肌はすべすべだし、髪もさらさらだし、顔は……まあ普通だけど、声もそんなに変わってないね。いい声だ、うんうん。本当によかった、あたしのユウちゃんのままで。んー、ちゅーさせろ、ちゅー」

「ち、千ち華か姉ねえ！」

　千華姉は、今度は俺おれの頭を掴つかんで無造作に頬ほおに何度もキスしてくる。

　く、唇の柔らかい感触が……。

「軍ぐん曹そう、突入！」

「…………！」

　いきなり凛りんとした声が響いたかと思うと、軍曹と女兵士が二人、部屋に飛び込んできた。そして、その三人が一斉に拳けん銃じゆうの銃口を俺と千華姉に向けてくる。

「……ちぇ、無粋だなあ。せっかく感動の再会をやり直してるところなのに」

　千華姉が不満そうに言って、俺の頭を掴んでいた手を離した。

「よかったですよ。感動の再会を邪魔できて」

　不満そうなのは、部屋に入ってきた貴き理りも同じだった。いつもにこやかに悪事を企たくらんでいる妹だが、千華姉の前では笑みを浮かべる余裕もないらしい。

「軍曹、銃をしまって」

　貴理の命令で軍曹は拳銃をホルスターに収め、二人の女兵士もそれにならう。



    

  
    
      



    

  
    
      　彼女たちは貴理の護衛部隊であるＧガールズの隊員だ。軍曹はリーダーでもあり、貴理のそばにはりついていることが多い。Ｇガールズは百五十人ほどの隊員で構成されていて、銃刀法違反など知ったことかと言わんばかりに実銃で武装しており、戦闘ヘリまで所有している。できれば敵に回したくない人たちだ。

「もー、軍ぐん曹そうはいつも貴き理りっちに言われるままだね。たまには逆らったっていいんだよ」

　千ち華か姉ねえも神しん堂どう家の人間なのだからＧガールズの恐ろしさは知っているだろうに、まるで動じた様子もない。

「お嬢様の命令はすべてに優先します。私がお嬢様に逆らうとしたら、それは神堂祐ゆう貴きを撃つときでしょう」

「…………」

　軍曹、そんなことをあえて付け足す必要があるのか……。

　今の台詞せりふでもわかるように、いろいろあって俺おれは軍曹には嫌われている。いつか仲直りしたいものだ。このままだと、割とマジで身の危険を感じるから。

「軍曹、悪いけどあなたたちは外して。マツリ、あなたも」

「了解です、お嬢様」

「あいあいーっ」

　貴理の言葉に、軍曹が静かに頷うなずき、マツリは嬉き々きとして部屋を出て行った。ややこしいことが起こりそうなので、マツリは逃げ出すタイミングを狙ねらっていたんだろう。

　Ｇガールズたちとメイドが出て行き、ドアがゆっくりと閉じた。

「さて……これで、ここには神堂家の人間だけになりましたね」

　貴理が俺と千華姉を見ながら言った。

「いいね、親しい身内同士でお話っていうのは。というか、日本語で会話できるだけで嬉うれしいなー」

「そういや、千華姉はどこへ行ってたんだ？」

　最初に現れたときに着ていた衣装から、だいたい想像がつくけど。

「まあ、どこということはないかな。ユウちゃんも玄関ホールの絵は見たでしょ。あたしね、世界中をぐるぐる～っと回ってきたんだよ」

「凄すごいことするなあ」

　少なくとも、普通の女子高生がやることではない。

「ホールに貼はったのは、あたしの絵を見せつけたいのと、あとは桃もも女じよの子たちは海外旅行っていったらリゾート地しか行かないからね。世界にはこういう景色があるんだってことを、教えてあげたかったわけだよ、うんうん」

　千華姉は満足げに頷いている。

　そういえば、ホールに貼られた絵はどれも外国の下町や、人の手が入っていない自然の風景ばかりだった。お金持ちのお嬢様はまず近づかないところだろう。

「よく無事に帰ってこられたなあ。千ち華か姉ねえ、そんなに頑丈だっけ？」

「頑丈なのは間違いないですけどね。千華姉様にも、護衛くらいついてますよ。こんなのでも貴き理りに次つぐ第二位の後継者候補でしたからね」

「そう……貴理っちとの後継者争いに敗れたあたしは、傷心のあまりに失意のスケッチ旅行に旅立ったわけだよ……」

　よよよ、と千華姉がベッドにどさりと横になって泣き始める。どうでもいいけど、そろそろ俺おれのベッドから下りてもらえないだろうか。明らかに嘘うそ泣なきだし。

「千華姉様の放浪癖は昔からでしょう。そもそも、貴理は千華姉様と争った記憶すらありません。というか、一度でも貴理の敵に回っていたら、姉様は大きな顔で桃もも女じよに戻ってこられないようになってましたよ」

　ああ、なるほど……。

　貴理の場合、敵は完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶしそうだもんな……。

「あのー、ちょろっといいっすか？」

「ん？」

　出て行ったはずのマツリが戻ってきて、部屋のドアのところでこちらをうかがっている。

　しかも、なぜか両手でバカでかいおひつを抱えている。

「これ、そこでキッチンメイドから預かったんすけど。千華様に渡してほしいって」

「お、来た来た。待ってました」

　千華姉が嬉うれしそうに言って、おひつを受け取った。マツリは揉もめ事は勘弁と言わんばかりに、すぐさま部屋から離脱してしまう。

「千華姉、なにそれ？」

「なにって、見てのとおり、あたしの食事だよ」

　千華姉は床にどかっと座り込み、おひつを膝ひざに載せた。

　そのでかいおひつには、湯気を立てている白いご飯が山盛りにされていて、端っこにはナスときゅうりの漬け物が添えられている。

「んじゃ、いただきまーす」

　千華姉はにっこり笑って、箸はしではなくしゃもじでがつがつとご飯をかきこみ始めた。

「…………」

　制服姿の綺き麗れいな女の子が、おひつを抱えてひたすら白飯を食いまくってる……なんてシュールな光景だろう……。

「んん～、美う味まい美味い。やっぱり日本人には白米が一番だね。もうずっと、これが食べたくて食べたくて」

「あの、千華姉様。あなたに多くは望みませんけど、もう少し上品に食事できないものですか？」

「つーか、外国でも米の飯くらい食えるだろ？」

「ちっちっ、わかってないね。日本のお米を日本で食べるのがいいんじゃんか。夢に見るくらい食べたかったんだから、のんきにお箸はしなんかで食べてらんないよ」

　千ち華か姉ねえは時々漬け物をかじり、ほかほかのご飯を口の中にどんどん放ほうり込んでいく。この小柄な身体からだに、どうやってこれだけの米が入るんだ。

「まったく千華姉様は……だいたい、試験が終わったタイミングを見計らって帰ってくるとは、ちょっと学校をナメていませんか？」

　授業がまだあるのに無人島に誘ってきた奴やつの台詞せりふとも思えん。

「貴き理りっちこそ、ユウちゃんが戻ってることをあたしに知らせなかったね。こっちで独自に情報をキャッチしたからいいものを。何ヶ月も無駄にしちゃったよ」

「え、俺おれが戻ったから千華姉も帰ってきたのか？」

「当たり前じゃん。まだ行きたいところはいっぱいあったけど、我慢してユウちゃんのために帰国したんだよ」

「…………」

　千華姉には、子供の頃ころから好かれていたとは思うが……。

　世界を放浪しつつのスケッチ旅行を中断してまで、俺に会いに来たなんて。

「それに、あたしにはユウちゃんに会わなきゃいけない理由があったしね」

「…………？」

　千華姉の思わせぶりな言葉に、俺はきょとんとしてしまう。

「ああ、そうですね……。あのことを、兄にい様さまはまだご存じなかったんでした」

「なにを……っていうか、おまえが教えてくれないから俺は知らないことばかりだっつーの」

「あはは、貴理っちは秘密主義だからねえ。さすが神しん堂どう家当主、悪質だなあ」

「善良では当主は務まりませんよ。それより姉様、きちんと着けるようにいつも言っているでしょう。お忘れなきように」

「あー、そうだった。このところずっと着けてなかったから忘れてた」

　いったいなんの話をしているんだろう。

　俺が首を傾かしげていると、千華姉はしゃもじを放り出し、スカートのポケットに手を突っ込んだ。

　ポケットから出てきたものを見て、俺は絶句してしまう。

「これ、着けるのめんどいからなあ。慧けいたんみたいなネックレスとかが楽なのに」

　そう言って千華姉は、胸元に小さなブローチを着けた。

　ブローチの真ん中で輝いている緑色の石は――エメラルド。

「まさか、千華姉……」

「はい、んじゃ自己紹介しちゃおうかな」

　千ち華か姉ねえは立ち上がり、無意味にくるりと一回転した。短いスカートがひらりと揺れる。

「ヒメ神ガミの一人、美を司つかさどる神しん堂どう千華。ユウちゃん、あなたの楽園ハーレムに入るために戻ってきたよ」

「ヒメ神……」

　またもや絶句してしまう俺おれに千華姉が近づいてきた。

　俺はベッドから離れ、じりじりと後ろに下がっていく。

「そんなバカな……」

「ホントだよ。ほら、これが証拠」

「ぐっ!?」

　突然、俺は床に膝ひざをついてしまう。

　まるで、地面に吸い込まれそうな感覚。

　内臓と全身の血が一気に足あし下もとへ落ちていくような不快感に襲われて――

　さらに俺は両手を床について、必死に身体からだを支える。

　これは、まさか――

「と、こんなもんかな」

「…………っ」

　千華姉がぱんと手を打ち合わせると、全身にかかっていたひどい重みが瞬時に消滅した。俺は、はぁっと大きく息を吐き出す。

「ち、千華姉、今のは……」

「これが一番わかりやすいでしょ？　今のがあたしの『天罰』の能力」

　天罰――ヒメ神が持っている攻撃能力。現実にはあり得ない、物理法則を超えた現象すら起こしてしまう力。

「重力操作。つっても、人間を地面にへばりつかせるのが精一杯だね。殺傷能力はないよ」

「…………」

　確かに、これ以上ないほど理解できてしまった。

　こんなことができるのは、ヒメ神以外にいない……。

「ごめんごめん、びっくりさせちゃったね」

　千華姉は膝をついたままの俺のそばに屈かがみ込んで。

　そして、さっきのように頬ほおに軽くキスしてくる。

「あらためて、これからよろしくね、ユウちゃん。あたしはあなたのお姉ちゃんで――楽園の恋人だよ」





「最悪だ……」

　俺おれは、ごつんとテーブルの上に額ひたいをつける。

「祐ゆう貴き君の人生が最悪なのは、今に始まったことじゃないでしょう。なにを落ち込んでいるの？」

「いや、祐貴の人生は最高じゃない？　優雅に女の子を二人もはべらせてるんだから」

「あたしがはべってるとしたら、祐貴君の寝首をかくためね」

「…………」

　鳴なる神かみかなみと竜りゆう崎ざき澪みおがどうでもよさそうにしている話もあまり頭に入ってこない。

　試験終了の翌日。

　放課後、俺は桃もも女じよの屋内プールの一つ、第二プールに来ていた。

　南国のビーチをイメージした波のプールには、他ほかに誰だれもいない。ここは基本的に生徒たちに開放されているのだが、この時間は生徒会の貸し切りになっているのだ。

　プールサイドに置かれたテーブルには、かなみと俺が並んで座っている。

「ほら、祐貴君。なにが最悪なのか知らないけど、どうにもならないことで苦悩してないで、さっさと仕事して。あなた、自分の立場を忘れないようにね」

「はいはい……」

　どうにもならない、と断言されるのは嫌だけど、仕事が山積みなのも事実だ。

　先日、このプールで繰り広げられた生徒会と体育会連合の衝突――桃とう花か杯はいと呼ばれる死闘があった。生徒会長であるかなみと体育会連合リーダーである澪が、驚いたことに俺を巡って水上決戦を繰り広げたのだ。壮絶だったりくだらなかったりした対決は、かなみの勝利に終わった。

　その後、俺が澪に地下に拉ら致ちられて足や肋ろつ骨こつを折られたり、いろいろ物騒なことが起きたのだが、なんとか澪をなだめることに成功して、一応の決着はついた。

　澪はこの事件のケジメをつけるために連合のリーダーを辞任し、なぜか俺がその後あと釜がまに座ることになってしまった。俺は生徒会副会長も務めているので、重職を兼任することになってしまったわけだ。

　俺の仕事は一気に増え、放課後は作業に追われることが多い。

　今日は気分を変えて作業するためにと、澪がプールを貸し切ってくれた。プールサイドのテーブルに生徒会と連合の書類を持ち込んで、仕事中というわけだ。

「この書類、書き方を間違えてるわよ。この前教えたばかりなのになにをやってるの。ケガも全快したことだし、これからは遠慮なく脳を活性化させてあげられるのよ？」

「が、頑張ります！」

　かなみの手からばちっ、と小さな火花が散ったのを見て、俺は姿勢を正す。

　鳴神かなみは、ヒメ神ガミと呼ばれる神であり人でもある特別な女の子だ。その証あかしとして、右手の薬指にトパーズの指輪をはめている。

　ヒメ神ガミにはそれぞれ個別の特性があり、かなみは高いカリスマ性を持っている。ただそこにいるだけで人を惹ひきつけてしまう能力である。

　おまけに、机を木こっ端ぱみじんにしてしまうほどの強力で凶悪な電撃も使う。俺おれは何度もこの電撃をくらっていて、今や火花を見るだけで背筋が伸びるように調教されている。

「あはは、祐ゆう貴きも大変だね。どう、気分転換に一泳ぎしない？　ご要望とあらば、プールを嵐あらしの海のように荒れ狂わせてあげるけど」

「残念ながら、今日は水着は持ってきてないんだよ……」

　そして、自殺願望も持ち合わせてないのでわざわざ荒れるプールで泳ぎたくない。

　澪みおもまたヒメ神であり、左耳にアクアマリンのピアスを着けている。彼女は人間離れした高い運動能力を持ち、さらに水を自在に操る能力を持つ。本人の言うとおり、波のプールを荒れ狂うベーリング海のように変えてしまうことも可能なのだ。

「つーか、なんかここで仕事するの、拷ごう問もんに思えてきた」

　気分は変わるけれど、遊ぶこともできないんじゃ、かえって精神的にキツイような気もする。

　今日は、ただでさえ落ち込んでるというのに……。

「はぁ……まさか、千ち華か姉ねえが出てくるとはなあ……」

　テンションは今も落ちたままだ。

　いや、仮にも従姉いとこなんだから、千華姉と再会する可能性は低くはなかったけれど。

　昨日はすぐに俺の部屋から引き上げてくれて、幸いなことに今日はまだ顔を見ていない。学年が違ってよかった。

「そうそう、千華先輩が帰ってきたのよね。ホールの絵はびっくりしたけど、生徒たちも喜んで見てるみたいだから、しばらくそのままにしておくことにしたわ」

　厳しい生徒会長様のお許しが出たらしい。

「まあ、絵のことはいいんだけどね……」

　千華姉の性格はともかく、絵の実力は確かだと思う。子供の頃ころから絵は上う手まかったけど、ずいぶんと上達したものだ。あの絵を生徒たちに見せるのは悪いことではないだろう。

「わたしも全然気づかなかったけど、貴き理りさんの従姉なんだから祐貴の従姉でもあるんだよね、千華先輩は。神しん堂どう家って、女はみんな美形なのかな」

「悪かったな、男は美形じゃなくて」

　澪の含みのある言葉にも、その程度のことしか言い返せない。

　画力はもちろん、千華姉の美び貌ぼうも認めざるをえないし、自分がお世辞にも美形と言えないことも事実だ。

「大丈夫、大丈夫。わたしたちは祐貴の顔に惹かれたんじゃないから。男にはもっと大事なことがあるよね」

　また澪みおは意味ありげに言って、にっこりと微笑ほほえんだ。

「どうでもいいけど、“〝たち”〟っていうのが聞き捨てならないわね……」

　かなみは嫌そうな顔をして、なぜか俺おれを睨にらんでくる。言ったのは俺じゃないだろ。

「でも、そうか。かなみも澪も千ち華か姉ねえのことは前から知ってるんだな」

「あたしはよく知らないわよ。神しん堂どうの人だからもちろん存在は知ってたけど、ほとんど話したこともなかったわね。学年が違うし、千華先輩ってハルカさんと一緒で全然学校に来ないし、春休みに姿を消したと思ったら……」

「ずっと外国にいたみたいだな」

　ていうか、春休みからいなかったのか、千華姉。一学期はほとんど学校に出てないことになるじゃないか。

「わたしは千華先輩とは幼稚園から一緒だから、そこそこ知ってるけど……授業に出ずに何日もずっと絵を描き続けてたりとか、昔から好きにやってたなあ」

「千華姉、フリーダムに生きすぎだ……」

　ちなみに、澪は本人が言ったとおり、幼稚園から高等部二年の今日までずっと桃もも女じよに通っていて、かなみのほうは高等部からの編入組だ。さらについでに付け加えておくと、俺は二年の春から編入させられた。

「でも、凄すごい話だよね。祐ゆう貴きの従姉いとこがヒメ神ガミだったなんて」

　澪はまたもや嬉うれしそうだった。前から明るい性格だったけど、桃とう花か杯はいの事件以降、さらに陽気になった気がする。

「つまり、祐貴君は千華先輩も攻略しちゃうわけか。また一人、毒どく牙がにかけるつもりね」

「毒牙って言わないでくれよ……」

　かなみに睨まれて、俺は首をすくめる。

　ヒメ神は、異性からの愛情を糧かてとして生きる。それも、どんな異性でもいいというわけではなく、俺が持つ能力を使って愛を注そそがなければならないという、大変に面倒な存在だ。

　俺は桃女に編入し、ヒメ神たちと出会い、いくつかの事件と遭遇し、彼女たちのことを知り、深く関かかわることになった。

　もう既すでに腹はくくっている。

　ヒメ神たちとこれからも関わっていき、彼女たちに愛情を向けていこうと。

　でも――

「この不意討ちは反則だよなあ。まさか、身内が出てくるなんて」

「祐貴ほどのケダモノなら、血の繋つながりなんて気にしないんじゃない？」

「人をなんだと思ってるんだ……」

　澪は、俺にケダモノになってほしがっているような感じなのが怖い。

「でも、従姉いとこ同士なら結婚もできるんだしね。なにも問題ないでしょ」

　かなみの冷静な口く調ちようがとても怖い。

　自分で言うのもなんだけど、ヒメ神ガミには俺おれが――俺からの愛情が不可欠だ。言い方を変えるなら、『俺でなければいけない』のだ。

　俺は七人のヒメ神を同時に愛さなければならない。要するに、最大で七なな股またを掛けなければいけないわけだが、ヒメ神は嫉しつ妬とはしないものらしい。

　ヒメ神は人とは価値観や基準が違うらしいけど、嫉妬しないという説は信じていない。少なくとも、かなみは俺がヒメ神や桃もも女じよの女の子と仲良くしていると、人殺しのような目で睨にらんでくる。

「これでヒメ神は全部で五人か……」

　鳴なる神かみかなみ、竜りゆう崎ざき澪みお、神しん堂どう千ち華か。それに風かざ間まハルカと氷ひ室むろ慧けい。俺が桃女に来て出会ったヒメ神たち。全員、可愛かわいい女の子だけど、揃そろいも揃ってクセのある子ばかりだ。

「残りの二人はいつ登場するんだろうな……」

「一人は外で仕事かなにかしてるらしいわよ。たまに学校に来て、一人で特別カリキュラムの授業を受けてるとか聞いたことがあるわ。一応、あたしたちと同じ寮に部屋があるけど、顔を見たこともないわね」

「……あからさまに怪しい人っぽいな。学校にもろくに来てないのかよ」

　かなみの説明を聞いて、俺はがっくりと肩を落とす。どうやらその女の子もあまりまともではなさそうだ。

「もう一人はまったくの謎なぞだよね。誰だれなのかどんな人なのか聞いたこともないな」

　澪はどうでもよさそうに言った。かなみも頷うなずいているところを見ると、七人目のヒメ神は、完全に謎の存在らしい。

　個人的には謎のままでもいいっていうか……。

「千ち華か姉ねえで打ち止めでもよかったのになあ……むしろ、千華姉がヒメ神っていうのがなにかの間違いだったらよかったのに」

「現実を認めなさい」

　かなみがぴしゃりと言い切った。優しさが足りないよ、かなみさん。

「ま、別にいいんじゃない。祐ゆう貴きの苦悩のネタが一つ増えただけだし。さーて、わたしは一泳ぎしてこよう」

　澪は、着ていた制服をためらいもなくぽいぽいと脱ぎ捨てる。俺は、慌あわてて彼女から目を逸そらした。

「ちょっ、澪さん！　いくらなんでも祐貴君の目の前で！」

「大丈夫、大丈夫。祐貴もこっち見てもＯＫだよ」

　澪の声に、俺は恐る恐る視線を戻した。

　プールサイドに立っている澪みおの足あし下もとに脱いだ制服が散らばっている。しかし、そこに下着は見当たらない。ていうか、ベタなオチが待っていた。

「ちゃんと水着を着てるって。というかプールなんだから水着を着てるのが普通だよね」

「確かにそうかな……」

　澪は水泳部所属だが、今着ているのは競泳用ではなくて、ビキニの水着だ。以前の水上決戦のときにも着ていたボーダーの水着で、布地が少ないために澪の豊満すぎる胸が強調されていて大変にエロい。

「祐ゆう貴きに全裸のサービスくらいしてもいいけど、その場合、わたしじゃなくて祐貴が会長に殺されそうだからね」

「……息の根までは止めないわよ。あたしをなんだと思ってるの」

　その台詞せりふだけで充分、凶暴な人だと思えます。

　なんて言ったら、息の根を止められること間違いなしなので、黙っておく。

「というわけで、わたしはちょっと泳いでくるよ。んじゃ、お仕事頑張ってね」

　澪は軽かろやかに走り出して、波のプールに入っていく。さすが水泳部だけあって、正面から来る波にも流されることなく、人魚みたいに軽やかに泳いでいる。

「つーか、澪は部活はいいのかな？　水泳部って夏に大会とかないのか？」

「あるに決まってるでしょ。でも澪さんは出ないらしいわよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　書類に目を向けて、ボールペンでなにか書き込みながら、かなみが言った。

「出ないって……澪みおも有名な選手なんだろ？」

「今の澪さんが本気出したら、世界記録を塗り替えかねないでしょ」

「あ」

　俺おれは、プールのほうに視線を向ける。

　そこでは、波を突き破り、魚雷のような勢いで泳いでいる澪の姿があった。

　澪は運動能力に優れたタイプのヒメ神ガミであり、数十キロの大岩を持ち上げてぶん投げたこともある。

　しかも、最近はパワーアップしてるし……今の澪が全力で泳いだら、普通の人間では勝負にすらならないだろう。

「……澪はどう思ってんだろ。大会にも出られないなんて」

「全然気にしてないみたいよ。元々、泳ぐのが好きってだけで、タイムとか勝ち負けとかには大して興味なかったみたいだしね。最近は選手というよりコーチって感じで部活に出てるみたいよ」

「澪が気にしてないならいいけど……というか、かなみは澪と仲良くやってるんだな」

　澪からそんな話を聞かされてるというのは、少し意外だ。

「無意味に対立しなくなっただけよ。あたしのエネルギーは勉強と生徒会の仕事と、あなたへのお仕置きに使うことにしたの」

「割り当てを最初の二つに集中させてほしいな……」

　まあ、かなみが澪と対立しなくなったというのはいいことだ。元から不仲だったわけではないけど、友達という感じでもなかったからな。

　かなみと澪の距離は少しずつ確実に縮まっていると思う。

「祐ゆう貴き君、あなたこそ仲良くやったらどうなの？」

「へ？　誰だれと？」

「クラスの子たちと、よ。あなたも転入してきてもう三ヶ月くらい経たつでしょう。まともな話し相手がヒメ神と妹さんとメイドだけっていうのはどうなの？」

「そんなことないだろ」

　俺は持っていた書類をテーブルの上に置いて、かなみの顔を見つめる。

「昨日だって、周りの席の子たちと答え合わせとかしてたし」

「そんなの、うわべだけの会話でしょ。適当に話を合わせて愛想笑いしているだけでしょう。教室で、あなたのお得意のツッコミを聞いた覚えがないわ」

「別に得意としてるわけじゃないけどね……」

　突っ込み甲が斐いのある人材が身近にうろうろしているというだけで。

「ある程度はしょうがないだろ。俺にはアレがあるんだから」

　王の声オーバーロード――

　あなたの言葉は、人の魂を震わせ、神にすら届く。

　かつて誰だれかがそう呼んだ俺おれの能力。その力で発せられた言葉を聞いた人間は、それがどんなデタラメであっても真実だと思い込み、命令であれば無条件に従したがう。

　発動の条件は、相手の名前、あるいは通称などを呼ぶだけ。本人が自分への呼びかけだと認識すればそれでＯＫだ。

　一度発動すれば、ただ言葉を発するだけで、人間を奴ど隷れいにすることすら可能になる。そして相手との関係が深くなるほど、俺も心からの言葉で――『王の声』で相手に語りかけてしまう。

　こんな能力を使って、人と話してはいけないのだ。人間の意志を強引にねじ曲げてしまうなんて、許されることじゃない。だから俺は、昔から他人とは距離を置き、友達すらつくらずにきた。

「能力を使わないように気をつければいいと思うけどね。それじゃダメなの？」

「弾はずみでってこともあるからさ。距離を置いておくのが安全なんだよ」

　俺はかなみに微笑ほほえみかける。

　桃もも女じよの生徒たちは変わった子も多いけど、みんな優しくて可愛かわいい。だからこそ、『王の声』なんかで操ってはいけないと思う。

　と言いつつ、もう何度か使ってしまったけれど……。

「ふうん……能力でうちの女の子たちを好き放題にしたりはしてないのね」

「するわけないだろ。変にお近づきにならないようにめっちゃ気をつけてるくらいだよ。もちろん夏休みに遊ぶ相手もいないしな」

　桃女に来る前までと同じ、ひとりぼっちの夏休みになるわけだ。ああ、自分で言っててむなしくなってくる。

「……ねえ」

「ん？」

　かなみはボールペンをテーブルの上に置き、こちらに向き直った。

　栗くり色いろのちょっとクセがある長い髪がふわりと揺れ、いい香りがこちらに漂ただよってくる。

「なにも予定がないなら、その……」

「なんだよ？」

「ええいっ、この流れであたしの言いたいことがわからないとは言わせないわ！　予定がないなら少しはあたしが付き合ってあげるわよ！」

「えっ、かなみが？　なにが目的で？」

　思わずきょとんとしてしまう。

「祐ゆう貴き君、人をなんだと思ってるの……。目的なんかないわよ。ていうか、ここまで言いたくないけど、夏休みに遊びに誘うのをためらうような関係でもないでしょ」

「ホント、そこまで言うとは思わなかった……」

　確かに、俺おれとかなみはもう浅い関係とはとても言えない。

　誓約エンゲイジという、王とヒメ神ガミの間で交わされる婚約のようなもの――を既すでに済ませている。誓約が具体的になんなのか、自分たちでもよくわかっていないのだが。

「ああ、もう……鈍にぶい男の相手は本当に面倒だわ」

　かなみの顔は、うっすらと赤く染まっている。

　一応、かなみに憎からず思われていることくらいは理解している。

　桃とう花か杯はいのドタバタの後、負傷した俺がベッドから起き上がれるようになるまで、かなみは一日も欠かさず見舞いに来てくれた。「足が動かなくても仕事はできるでしょ」と、書類をたっぷり押しつけてはきたけれど。

　彼女の気持ちがどの程度のものなのかは、まだわからない。自分の気持ちすら全部わかっているわけではないけど、それでも確かなことだってある。

《かなみ》

「わっ」

　俺は、かなみの頭を優しく掴つかんで引き寄せる。

　お互いのおでこが軽くぶつかり、かなみの柔らかな髪の感触がした。

「ちょっと、なにしてるのよ……」

《たまには、こうしてかなみに触れたくなるんだよ》

「だから、そういうことをストレートに……！」

　かなみが顔を真っ赤にしながら、睨にらみつけてくる。

　間近で睨まれても、怖くはない。かなみは本当に怒っているわけじゃないだろうから。

　ヒメ神は愛情を必要とする。

　そのために、こうして『王の声オーバーロード』で語りかけなければいけないのだ。

　いや、違う。

　俺が素直な気持ちを『王の声』で語っているというだけだ。彼女に触れたい、彼女を見ていたいという気持ちは確かなものだから。別に義務感でやっているわけじゃない。

「……しょうがないわね。祐ゆう貴き君がなにも気にせずに話せるのはあたしたちだけなんだから」

「そういうこと」

　ヒメ神は、その名のとおり、神でもある。

　王だろうとなんだろうと人の命令に従したがったりはしない。だから、俺がどれだけ『王の声』を使っても、彼女たちが奴ど隷れいになってしまうことはないのだ。

　ヒメ神たちは、俺が対等に付き合える唯一の存在なんだ――

「そうだよねえ。祐ゆう貴きが気兼ねなくいかがわしいことができるのは、わたしたちだけだもんね」

「うおっ!?」

　かなみと額ひたいをくっつけ合ったまま、後頭部に柔らかいものが押しつけられる。

　こ、これは割とお馴な染じみになってきたあの感触……！

「なにやってんだ、澪みお！」

「いつもどおり、祐貴へのサービスだよ。はいはい、大人おとなしくしてて」

　澪は優しく言い、さらにぐっと胸を押しつけてくる。濡ぬれた水着のままなのがちょっと気になるけど、ほとんど剥むき出しになっている胸の感触がたまらない……！

「やっぱり、祐貴は抱き心地ごこちがいいなあ。ケガも治って、遠慮なくぎゅってできるし」

「…………」

　俺おれがケガしていたときに、毎日見舞いに来てくれたのは澪も同じだ。

　澪は体育会連合の仕事を押しつけてきたりはしなかった。その代わりに「癒いやし」という名目で、頬ほおずりしてきたり胸を押しつけてきたりと、過剰なスキンシップをはかってくるのが嬉うれしいような困るような、なんとも言えないところだった。

　ケガも完治して、これからのスキンシップはさらに過激になっていくんだろうか。理性が保てるか不安でもあり、ぶっちゃけ、健全な男子としては期待もあったりする。

　澪が俺の頭を抱きかかえ、頬をそっと撫なでてくる。

「せっかくのラブシーンだからね。わたしもまぜてもらわないと」

「ラブシーンにまざろうっていう発想がおかしいでしょ。ラ、ラブシーンじゃないけど！」

　かなみが俺から離れながら、慌あわてて言った。

　まあ、ラブシーンの邪魔をするでもなく気を遣うでもないっていうのは珍しいかも。

　やはり、楽園ハーレムなんて常識を外れたものをつくろうとすると、おかしなことが多々起きてしまうらしい……。

「ふうん……王と神なる姫たちの楽園か……」

「…………っ!?」

　突然声が聞こえて、俺は素早く澪から離れようとする。女の子とくっついてるところを人に見られるのはさすがに恥ずかしい――って、澪はがっちり俺の頭を掴つかんだままだ。

「澪、くっついてないで離れ――って、千ち華か姉ねえ！」

「やっほー、お姉さんですよ」

　千華姉は笑顔で俺たちを見つめながら言った。制服姿でカバンを持っているところを見ると、今日はきちんと登校したらしい。

「いいなあ、ユウちゃん。プール貸し切りで優雅な放課後だね」

「い、いや、俺らは遊んでるわけじゃなくて仕事を……」

「そうですよ、連合と生徒会はやることがいくらでもあるんだから。大変なんですよ」

　澪みおは俺おれの頭を抱きながら、きっぱりと言い切った。

　そんな状態で言っても、なんの説得力もないぞ。

「そうかあ……澪ちんはリーダー辞やめたって聞いたけど、まだ連合の仕事やってたんだね」

　だが、千ち華か姉ねえは納得したようだ。生徒会と連合の仕事が大変なのは事実ではあるけれど。

「つーか、千華姉はなんでここに？」

　俺はなんとか澪を引き離しながら質問する。

「んー、まあなんていうか……」

　千華姉は、頬ほおを指でかきながら視線をさ迷わせたかと思うと、かなみに目を留とめた。

「？　なんですか、千華先輩？」

「かなみん、おっぱいおっきくなったね」

「いきなりなんですか！」

「あ、千華姉もそう思うよな！」

「そこの変態も同意を求めない！」

　怒られてしまった。

　かなみは顔を真っ赤にして、胸元を両手で隠している。彼女は自分がエロい身体からだをしていることをあまり認めたくないのだ。

「けど、ホントに大きくなったでしょ？　あたし、桃もも女じよの子たちの身体はなにも見なくても正確に描けるくらいきっちり記憶してるから。むろん、おっぱいの大きさもミリ単位で覚えてるってわけさー」

「恐ろしいほど無駄な特技だなあ……」

　誇らしげな千華姉に、俺は呆あきれた顔をしてみせる。

　かなみは千華姉とは親しくないと言っていたが、千華姉のほうはかなみのことを必要以上に覚えているようだ。

「いいよねえ、成長期の女の子は。ほんの短い間にどんどん変わっていっちゃう。ちょっぴり寂さびしくもあり、嬉うれしくもあり。澪ちんはあまり変わってないけど、相変わらずド迫力のおっぱいだね」

「それはどうも……」

　自分のボディに自信がある澪も、若干引いているようだ。

「ふうー、澪ちんはそのボーイッシュな外見に不似合いな大きさがまたたまんないなあ」

「なんか、葉は月づきちゃんみたいな台詞せりふだ……」

　河かわ合い葉月。高等部一年の水泳部員で、中等部のときには全国大会で優勝したこともある天才なのだが、残念なことに変態だ。彼女の趣味にとやかく言うつもりはないけど、ガチで澪の身体を狙ねらっているのが恐ろしい。

「ああ、そうそう。おっぱいのことはまた後回しで」

「後でまたなにかあるんかい」

「実はちょっと、ユウちゃんと話がしたくて捜してたんだよ。昨日はあんまり話せなかったからね。でも、もう話なんてどうでもよくなってきちゃった」

「え……？」

　俺おれが戸惑っていると、千ち華か姉ねえはすっと一歩下がり、にっこりと笑った。

　そして、カバンからおもむろにスケッチブックと鉛筆を取り出した。

「ふむふむ、誓約エンゲイジを交わした王とヒメ神ガミ、か……湧くね」

「確かに、千華姉の頭は若干沸いてる気がする」

「ふはは、なんとでも言うがいいさ、ユウちゃん！」

　千華姉は高らかに笑うと、びしっと鉛筆の先を向けてきた。

「インスピレーション！　インスピレーションが湧わいて湧いて、溢あふれ出しそうなんだよ！　ずう～っと、風景画ばっかし描いてきて、そろそろ人物画が描きたくなってきてたところだしちょうどよかった！」

「ちょうどいいって……なにがですか？」

　かなみが、恐る恐る尋ねる。

「もちろん、人物画のモデルにちょうどいい逸材を見つけたってことさ！　互いに愛し合う、王とヒメ神。三人だけど三角関係じゃない、愛に溢れた少年少女。絵のモデルとしてこんなに面白い素材があるだろうか。いや、ない。少年が美形じゃないのがちょっと残念だけど」

「ほっといてくれ」

　また俺の顔の話かよ。いくら平凡な顔だという自覚があるからって、あまり言われると泣くぞ。

「ユウちゃん、かなみん、澪みおちん」

「どうでもいいけど、すげーあだ名だな」

「別にあたしたちに限らないわよ……この人、親しくない相手にも変な呼び方するのがデフォルトなの」

「なるほど……」

　かなみの言葉に深く納得する。

　貴き理りやマツリのことも変な呼び方をしていたし、俺なんかは子供の頃ころからのあだ名そのままだけど、まだマシな呼称じゃないだろうか。

「呼び方なんてどうでもいいのさ！　それより、みんなにはモデルになってもらうことになりました！」

「もう決まったのか！」

　俺おれたち、まだ返事もしてないぞ。

「まあ、わたしは絵のモデルくらいはいいけど。今すぐですか？」

　澪みおもやや戸惑っているようだ。モデルになれなんて、澪にとっても予想外の申し出だろうからなあ。

「できれば、今すぐが望ましいね。人物メインだから、背景はどこでもいいし」

　千ち華か姉ねえは周りを見渡して、満足そうに頷うなずいた。他ほかに人もいないから、場所としては悪くはないだろう。

「じゃあ、始めようか。それじゃ、三人とも脱いで」

「え？」

　俺とかなみが、同時に声を発した。

　今、このお姉様はなんとおっしゃった……？

「脱いでって言ったの」

「ま、まさかとは思うけど、全裸ってこと……？」

「当然じゃん」

　俺の質問に、千華姉は力強く頷いた。

「脱ぎかけはエロスではあるけど、あたしは芸術はやっぱり全裸と思うんだよね。熟する寸前の少年少女の肢体をあますことなく描いてやりたい」

　どことなく変態じみてるぞ、その発言は。

「そうだなあ、ユウちゃんを真ん中に、かなみんと澪ちんが左右からぴったりくっついてる感じがいいかな。その豊満なおっぱいをユウちゃんに押しつけたりとか！」

「…………」

　澪はなにも言わないが、絶句しているようだ。

　もちろん、俺とかなみもあまりのことになにも言えなくなってしまう。

「ふふふ、燃えてきたぜ。大丈夫、心配しないで。この美を司つかさどるヒメ神ガミ、神しん堂どう千華が三人をこの上ない美に仕上げてあげるから。そしたら、その絵も学院の玄関ホールに飾っちゃおう！」

　やべえ、この人は本気だ。

「さあ、みんな脱ぎ脱ぎしましょうね。なんなら、あたしが脱がしてあげるから……」

　目をきらきらさせて、千華姉が近づいてくる。

　俺は手を伸ばして、かなみと澪の手を握った。彼女たちもしっかりと手を握り返してくる。

　桃もも女じよに編入してから、何度か命の危機を覚えたことはあったけど――

　ある意味、今が一番恐ろしいような気がするのは、錯覚ではないんじゃなかろうか。

　つーか、どうしよう……。





　あらためて言うが、桃もも女じよはお嬢様学校である。

　その辺を歩いている生徒を適当に捕まえたら、億単位の身代金が取れてしまうだろう。たとえがやや不穏当ではあるが、それくらいのお嬢様ぞろいなのだ。

　当然ながら、彼女たちが通う桃女は校内の設備が充実していて、金もたっぷりとかかっている。二つの温水プールに広いグラウンドに体育館、イベント専用のホール、さらに乗馬コースなんてものまであるのだ。どれもメンテナンスが行き届き、各専門分野の一流コーチが招かれている。

　文化系の部活の施設も充実しているのは言うまでもない。音楽室と美術室は三つずつあるし、「百人一首室」なんていう珍しい部屋まであったりする。

　もちろん、茶室も立派なものが造られている。学校の片隅に木々に囲まれた庭があり、その中に小さな草そう庵あんが建っている。茶室内は俺おれみたいな風流からはほど遠い人間でもわかるくらい、地味ではあっても贅ぜいをこらした造りになっている。

「落ち着くなあ……」

　俺はゆっくりと抹茶をすすった。

　茶道は子供の頃ころに軽く習った程度なので作法もなにもあったものではないが、抹茶の味は嫌いではない。

「お茶にお誘いしてよかったようですね。たまには祐ゆう貴きさんも気を抜かなければいけませんわ。腕を斬きられたり骨を折られたり、バイオレンスばかりの青春では面白すぎるというものです」

「面白いんだ……」

　ええ、と風かざ間まハルカが頷うなずく。

　ハルカは俺と同じ、高校二年生の女の子である。長い黒髪がよく似合う日本的な美人だ。

　彼女も間違いなくお嬢様ではあるのだが、実家は全国に勢力を広げている暴力団のトップだったりする。

　そして、ハルカも一応ヒメ神ガミである。着物を着ている今も、ヒメ神の証あかしであるサファイヤが埋められた髪かみ留どめを着けている。

　一応、というのはハルカは普通のヒメ神ではないからだ。愛を糧かてにするヒメ神が充分な愛情を得られないと、その性質が変わってしまい、憎しみを求めるようになってしまう。憎ぞう悪おを糧とするヒメ神――それは影カゲヒメと呼ばれている。

　影ヒメであるハルカは俺に憎しみを求められることを望んで、大騒ぎを起こしたりしたこともある。そのときに俺の腕を斬ったのは他ほかでもないハルカだ。

　騒ぎが収まった後は、俺のそばにいるためと称して神しん堂どう家のメイドとして働いている。

　憎しみを求めることもやめたが、その代わりにどういうわけかいじめられたり罵ののしられたりして喜ぶマゾヒストになってしまった。これはこれで困ったことだけど、憎ぞう悪おを求めるよりはマシだろうと思っている。

　それにしても、ハルカは着物がよく似合っている。お茶をたてられるとは知らなかったが、ずいぶんと様になっていて、見とれてしまいそうだ。

　アレと比べて差が凄すごすぎる……。

「くー……すー……」

　狭い茶室の隅に寝転がって完全に熟睡しているのはマツリだ。放課後、ハルカからお茶に誘われた俺おれについてきたのだ。

　マツリは、ハルカが俺の専属メイドの座を狙ねらっていると信じ切っている。どうやら俺とハルカが二人きりになって距離を縮めるのを警戒しているらしい。マツリにとって、専属メイドに支払われる特別手当はなによりも大事なものなのだ。

　その割に、「苦にがい」「足が痺しびれる」「狭くて息苦しい」などと騒いだ挙げ句に寝入ってしまったのだから詰めが甘い。マツリのような騒がしい子には、お茶はちょっと無理があったようだ。

「ところで、祐ゆう貴きさん。またトラブルが起きているようですね」

「よくご存じだなあ」

　桃もも女じよは敷地は恐ろしく広大だが、社会的には閉じている。噂うわさ話ばなしは、あっという間に校内中に伝わってしまうのだ。

　ハルカのような、まともに登校しているのかも怪しい女の子でも桃女で起きた騒ぎは知っているようだ。

「五人目のヒメ神ガミの帰還。神しん堂どう家の令嬢で祐貴さんの従姉いとこ。おまけにあの性格ですものね。なにも起きないはずがありませんわ」

「ハルカさん、わくわくしてないか？」

　俺の質問に、ハルカは微笑ほほえみを浮かべた。

「それで、私は誰だれを殺せばいいんですの？」

「凄いところに話が飛んだ！」

　ハルカはヤクザの親玉の娘というだけあって、危険に備える必要があったため、訓練でかなりの戦闘能力を身に着けている。特に刀やナイフを用いた接近戦の達人であり、プロの軍人を数人叩たたきのめしたこともある。

「今回は戦闘とか、そういう方向に行くトラブルじゃないから」

「私の記憶では、お気楽な水上対決だったはずが、地下に拉ら致ち監禁されて骨をへし折られた方がいらっしゃいましたわね」

「……いたね、そんなのが」

　ええ、確かに桃もも女じよでは油断してはいけないんでしたね。

「まあ、殺すというのは冗談です。ですが、祐ゆう貴きさんは私たちヒメ神ガミの王ですからね。『王の声オーバーロード』が効かなくてもあなたのご命令とあらば、誰だれとでも戦いますし、夜よ伽とぎもＯＫですよ」

「なんでこの流れで夜伽が出てくるんだ……」

「私が夜伽をするチャンスを狙ねらってるからですわ」

「…………」

　衝撃の事実だ。俺おれがハルカに身体からだを狙われていたとは……。

「ここかぁーっ！」

「…………っ!?」

　いきなり叫び声が聞こえたかと思うと、茶室の小さな入り口から女の子が飛び込んできた。カチューシャを着け、制服のスカートの下にスパッツをはいている。

「んー？　ハルカ先輩に、メイドのマツリ……それにゴミか。ちぇっ、ここでもなかったか」

「ゴミってどこの俺のことだろうなあ……」

　俺はなぜか笑ってしまう。

　この子は、河かわ合い葉は月づき。桃女の一年生で、体育会連合のサブリーダーでもある。

　澪みおを本気で愛していて、その愛情が肉欲へと変化しているのが怖いところだ。百ゆ合りなんていう可愛かわいらしいシロモノではない。もちろん、澪と親しくなった俺のことを敵視している。

「どうかされたのですか、葉月さん。誰かお捜しですか？」

「澪様を捜してるんですよ。授業が終わったら、風のようにどこかに姿を消しちゃったらしくて。六姉妹ヘキサツドと連合のメンバー総出で捜索中なんです」

　葉月がいらだった様子でハルカに答える。

　六姉妹とは澪の親衛隊のことで、葉月がそのトップだ。澪への欲望で動いている、とても危険な女の子たちだ。

「むう、意外なところにいるかと思ったのにな。早く澪先輩とかなみ会長を引っ捕らえないと、千ち華か先輩もしびれを切らしてるみたいだし……」

「待て、ちょっと待て」

　今、聞き捨てならないことを言ったぞ。

「千ち華か姉ねえ？　なんで葉月ちゃんの口から千華姉の名前が出てくるんだ？」

「うっさいわね、気安く話し掛けないで。あんたがわたしに口を利いていいのは、命いのち乞ごいをするときだけよ。もしくは遺ゆい言ごんくらいなら聞いてあげる」

　相変わらず、先輩であり連合のリーダーである俺に一片の敬意も払っていない。いい度胸じゃないか、この後輩は。

「葉は月づきさん、あなた千ち華か先輩のご命令で動かれているのですか？」

「そうです。ただ、千華先輩の部下になったんじゃなくて、利害が一致したので協力することにしたんですよ」

「…………」

　この後輩、ハルカの質問なら答えるのかよ。

「なんと驚いたことに、千華先輩は澪みお様をモデルに真っ裸マツパを描こうとしてるっていうじゃありませんか！　あと、ついでにかなみ会長とそいつも」

　そいつ、というのはもちろん俺おれのことだ。

「残念なことに、澪様ヌード写真盗撮作戦は失敗続きです。澪様はカンが鋭くて、望遠レンズでもなかなか狙ねらえないんです」

「残念なのは君の性格だよ」

「だがしかし、芸術という建たて前まえがあればおおっぴらに澪様のヌードを描いてもらえる上に、絵が完成した暁あかつきにはどれだけガン見しても芸術を愛めでているということであれば、世間様への顔向けもできる！　いいことずくめじゃないですか！」

「その絵、高く売れるかも……最近は印刷も綺き麗れいだし、量産して売りさばけば……」

　マツリが半分寝ながら、ぶつぶつ言っている。

　寝ていても金の話に食いついてくるのは、本能のなせる業わざか。

「そのためには、なんとしても千華先輩に描いてもらわないと。でも、澪様もかなみ会長も完全に姿をくらましてるんですよね。かなみ教団も動いてるみたいだけど、発見には至ってないみたいですし」

「かなみ教団ってなんですの？」

　葉月の言葉に、ハルカがきょとんとする。俺の質問は受け付けてもらえないようだから、ここはハルカに任せるのがいいだろう。

「あー、桃とう花か杯はいの騎馬戦のときにもいたでしょう。かなみ会長のチームに参加してた人たち。あの人たちも、かなみ会長の全裸が目当てで千華先輩に協力してるんです」

　あー、かなみの信奉者みたいな子たちも本格的に徒党を組んだのか……。

　つーか、そこまでして女の子が女の子の裸を見たいのか？　それも、生じゃなくて千ち華か姉ねえが描いた絵を……。

　いや、千華姉の絵だから見たいとか？　玄関ホールの絵は風景ばかりだったけど、あれだけ描けるなら人物が下へ手たということもなさそうだ。

「ここにもいないなら、どこだ……いいや、どこだろうと捜し出してみせる！　これはまさに聖戦！　澪先輩の乳を懸かけた桃もも女じよ最大の戦いとなるだろう！」

「どんな女子校だよ！」

　葉月は俺のツッコミは無視して、勢いよく茶室から出て行った。あの子もお嬢様のはずなのに、恐ろしいほど作法がなっていないな。

　違う、そんなことよりも――

「なんか大おお事ごとになってるような気もするなあ」

「祐ゆう貴きさん、目を逸そらしてはいけませんわ。気もする、ではなくて間違いなく大事になってます。場合によっては血の雨が降ります。降らせます」

「ハルカさんも一枚噛かむつもりか！」

　もしそうなったら、どうやっても収拾がつかない。

　新入生歓迎パーティや地下監禁事件のときの決意など忘れてすべてをうっちゃり、逃げ出してしまいたくなるかもしれない。

「しょうがない……命に関かかわることでもないし、なるようになれと思ってたけど」

　葉は月づきたちの異常な情熱が不安材料ではあるが、かなみと澪みおの二人ならどうにでもして逃げ切るだろう。かなみたちのことはひとまず置いといて、今のうちに手を打つか。

　俺おれはハルカに苦笑いを向けた。

「ちょっと、千ち華か姉ねえと話してくるよ」





　千華姉は神しん堂どう家の屋敷ではなく、ヒメ神ガミたちが住む第三女子寮に住んでいる。

　だが、以前からあまり寮には近寄らず、個人のアトリエとして使っている第二美術室で寝泊まりしているらしい。

　ということは、第三女子寮はかなみと澪、それに同じくヒメ神である氷ひ室むろ慧けいしか住んでいないのか。ハルカの部屋もあるらしいが今は神堂家の屋敷に住み込んでいるし、残る二人のヒメ神も寮にはいないらしいし。

　つーか、千華姉もアトリエなんかに住まずにちゃんと部屋に帰ればいいのに。けっこう面倒くさがりだからなあ。なにかひらめいたらすぐに創作にとりかかれるようにアトリエに住んでいるらしいけど、寝泊まりくらい普通の部屋ですればいいだろう。丁寧な絵を描く割に、性格は大ざっぱだよな、あの姉さん。

　第二美術室は、特別教室が集まっている校舎の二階の端っこだった。桃もも女じよでは芸術系の授業は選択式で、俺は美術をとっていないので美術室に行くのは初めてだ。

「あそこだな」

　第二美術室というプレートが目に入った。

　個人のアトリエといっても学校の施設だ。わざわざノックをする必要はないだろう。

　美術室のドアに手を掛け、ゆっくりと引いた。鍵かぎはかかっていない。

「千華姉、いるかな？」

「おーっ、ユウちゃん。いらっしゃい」

　千ち華か姉ねえが振り向いて、にっこりと笑いかけてきた。

　その手には出刃包丁が握られている。

　…………出刃包丁？

「ちょいと待っててね。今、下ろしてるところだから」

　千華姉の前には長机があり、その上にはでかい魚――カツオが置かれている。

　第二美術室は普通の教室と同じくらいの広さで、妙にがらんとしている。長机がある他ほかには、イーゼルが一つと椅い子すが三脚、スチール棚、冷蔵庫、あとはスケッチブックや粘土らしきものが散乱しているだけだ。

　そんな部屋の真ん中でカツオと向き合っている女の子。どんな画えだ、いったい。

　俺おれが扉のところで立ちつくしていると、千華姉は迷いなく包丁を振り下ろした。頭をざっくりと切り落とし、身をひっくり返したり、ペットボトルの水で洗ったりしながら、サクサクとさばいてく。なんだ、その流れるような作業。

　あっという間にカツオをさばき終え、千華姉は棚から皿を取り出し、その上に身を置いた。冷蔵庫から醤しよう油ゆを持ってきて皿に垂らし、割わり箸ばしで厚めに切った身を取って口に運んだ。

「んー、うんまいっ。こんな山の中でも新鮮なお魚が手に入るんだから現代の技術って素晴らしいよね。やっぱ、日本で食べる刺身は最高だー。あ、ユウちゃんも食べる？」

「いや、夕飯の前だし……」

　いかにも新鮮そうなカツオはちょっと食べてみたくはあるけど、別に飯を食いに来たわけではない。しかし、この人の食事はなぜこんなに豪快なんだろう。

「美お味いしいのになあ。おシズ、あんた食べる？」

「え？」

　千華姉が行儀悪く刺身を摘つまんだ箸を向けた先に、小柄な人物が立っていた。

　メイド服をまとい、髪をお下げにしている少女だった。歳としは俺とそう変わらないだろう。彼女は無感情な目で千華姉を見つめ、小さく首を振った。

　今の今までまったく存在に気づかなかった。美術室の隅っこに、彼女はまるで人形のように気配もなく立っている。

「えーと、その人は？」

　とりあえず、質問してみることにする。

「あー、あたしの専属メイドだよ。はい、自己紹介して」

「千華様の専属メイドのシズカと申します。千華様にご同行して世界を回っておりまして、つい先ほど帰国したところでございます」

「先ほど？」

「はい、千華様があちらでやらかされたことの後始末をしておりましたので、一足遅れての帰国となったのです」

「な、なるほど……」

　外国でなにをやってたんだ、千ち華か姉ねえ。怖いから追及しないけど、このメイドさんもさらりとそんなことを話さないでほしい。

「祐ゆう貴き様のお話はうかがっております。今後ともよろしくお願いいたします」

　シズカはそう言うと、小さく頭を下げた。どことなく、ロボットのような動きに見えた。

「あたしは自分でなんでもできるからメイドは必要ないんだけどね。貴き理りっちが使用人の一人くらい付けておけってうるさいから。まあ、おシズ――シズカは名前のとおり無口だから絵の邪魔にもならないし、いいんだけどさ」

「シズカ、か……」

　神しん堂どう家の使用人はみんな、本名ではなく通称を使っているのだ。シズカというのも通称だろう。

「ウチは別に無口ではありません。千華様がメイドに寡か黙もくさを要求しておられるのです」

「あっはっは。そりゃそうだ。あたし、無口キャラ萌もえだから」

「…………ん？」

　萌えがどうとかは、置いとくとして。

　はて、なにやら変な違和感が……。

「ちなみにおシズは、マツリんの妹だよ」

「えええええぇっ！」

　あ、あのけたたましいマツリの妹！　この物静かな女の子が！　そういえば、マツリと一人称が同じだ！

「祐貴様は千華様のお好みから大きく外れそうな騒がしい方ですね。あ、失礼しました。用もないのに余計な口を挟みました」

「いやいや、ユウちゃんに関しては好みとか関係ないから。おシズ、ついでだからマツリんのことでなにか言っておきたいことがあったら言っておけば？」

「そうですね……」

　シズカさんは無表情のまま、なにやら考え込む。

「姉がどうしても言うことをきかないときは、札さつ束たばで頬ほおを叩たたけばおとなしくなります」

「なに、その忠告は!?　そもそも、手段としては最悪じゃないか!?」

「最悪のメイドには最悪の手で応こたえても問題ないかと」

「さすがに、マツリが最悪とまでは言わないよ……」

「そのお言葉、姉にしかと伝えておきます」

「伝えなくていい！」

　絶対、あいつ調子に乗るから！　ただでさえ、メイドなのか俺おれの友達なのかわかんなくなってきてるし。

　それにしても、千ち華か姉ねえの前でやたらとマツリが神妙だった理由がわかった気がする。千華姉への苦手意識もあるのだろうが、それ以上にこの怖そうな妹に余計な情報が伝わるのを避けたんじゃなかろうか。

「挨あい拶さつはそんなもんでいいかな。ところでユウちゃん、どうしたん？　あたしになにか用？」

「そうだった、つい忘れるところだった」

　マツリの妹なんてものが現れるとは想像もしてなかったもんだから。

「俺おれたちの絵を描きたいって話だよ。今、大騒ぎになってるの、わかってるか？」

「騒いでるのはあたしじゃないよ？」

「騒ぎの原因はあんただって！」

　千華姉が俺たちの裸の絵を描きたいなんて言い出したから、六姉妹ヘキサツドやかなみ教団が動き出してるんじゃないか。

「絵描きが裸を描くのはわかるけどさ、別に俺らじゃなくていいだろ」

「違う違う、あたしは裸を描きたいんじゃない！　あたしが描きたいと思ったものが、たまたまユウちゃんたちの裸だったってだけなんだよ！」

　そんなことを力説されても、反応に困る。

「ぶっちゃけ、かなみんはよく知らないし、澪みおちんともそんなに話したことはない。ユウちゃんなんて十年ぶりだもんね。まさか、生きてるとは思わなかったけど、それでも君らを見たときに描きたい！　全裸をキャンバスの中に描き出したいと思ったんだよ！」

「は？」

　今、さらりと聞き捨てならないことを言われたような……。

「生きてると思わなかったって、俺のこと？」

「あったりきしゃりきだよ」

　この人、お嬢の割に妙な言葉遣いをするなあ。他ほかの桃もも女じよの生徒たちと違って、外にちょろちょろ出ているからか？

「神しん堂どう家直系の長男ってだけでどこから狙ねらわれてもおかしくない上に、しかも『王の声オーバーロード』なんてものまで持ってる。そんな特殊すぎる人間が神堂の庇ひ護ごから外れて十年も生きてたなんて、ちょっと信じられないよ」

「え……？　俺ってそこまで危険な環境にいたの？」

　神堂の家を出てから十年間、ずっと母親と暮らしてきた。

　母親は率直に言ってどうかしている人間で、まだ俺が子供だった頃ころから、砂漠やジャングル、雪原などなど世界中の過酷な土地に連れて行き、悪夢のようなサバイバル訓練を施ほどこした。

　充分に危険はあったけれど、マジで死ぬとまでは思わなかった。いや、死ぬかと思ったことはあったけど、今思えば命に関かかわるほどのヤバイ訓練はなかったと思う。そこまでいくと、単なる虐ぎやく待たいだし。

「まあ、さすがはあの女――ってところだね。神しん堂どう家も神堂家の敵も相手にしながら、ユウちゃんを守ってたんだからね」

「なんか、ツッコミどころが多すぎる……」

　あの女、というのはうちの母親、神堂里り菜なのことだろう。貴き理りも実の母親をそんな風に呼んでいた。貴理は神堂家から俺おれを連れ出した母を嫌っているらしいが、千ち華か姉ねえも好ましく思っていないようだ。嫌われたもんだな、母よ。

「ああ、でもそんなことはどうでもいいや。貴理っちはユウちゃんを確保したんだしね」

「確保ねえ……」

　平和に暮らしていたところを軍用ヘリで拉ら致ちされたんだから、確保されたという言い方は適当なのかもしれない。

「えーと、あたしの絵のことだったね。いいじゃん、どうしても描きたいんだもん。そりゃ、ユウちゃんはかなみんたちの裸なんて見慣れてるだろうけど、あたしはまだお目にかかってないしね」

「俺もお目にかかってねぇよ！」

「は？　それはなに、高度な焦じらしプレイかなにか？」

「違ーう！」

　かなみの裸は見てないとは言えないけど、まだ全裸は……拝見していない。

「そっか、まだなのか。それはそれでいいことだなあ。やっぱり、お姉ちゃんとしては健全なお付き合いをしていてもらいたいもんね。ユウちゃんは昔の可愛かわいいユウちゃんのままでいてくれたら嬉うれしいなあ」

「そ、それは無理じゃないか？」

　昔の俺が可愛かったかはともかく、子供のままではいられない。これでも一応男だし、もう高二だし……。女の子との健全なお付き合いを本気で望んでいたらどうかしている。

「エッチなのはダメだぞ、ユウちゃん」

「かなみたちの裸を描こうとしてるあんたが言う台詞せりふか？」

「芸術はエロスだ！」

「エッチなのはダメなんだろ!?」

　言ってることの筋が通ってないぞ。メチャクチャだ、この人。

「わかったよ。ひとまず、あたしが脱ごう。お姉ちゃんの裸を見るだけならエッチじゃないよね」

「なにもかもおかしい！」

「昔はよく一緒にお風ふ呂ろに入ったよね」

「記憶にねぇよ！　入ったとしても、赤ん坊の頃ころじゃないのか！」

「お互いにオムツも交換し合ったよね」

「どんな赤ん坊だ！」

　人のオムツを替えられるなら、自分のも替えられるだろ。ていうか、そんなことができるならトイレに行け。

「ユウちゃんがあたしとの思い出をなかったことにしようとしてる……」

　千ち華か姉ねえがじっとりした目で睨にらんでくる。

「あんたこそ記憶の捏ねつ造ぞうはやめてくれ！」

「あたしのほうが一個上なんだから、記憶は確かだよ。記憶の信頼性はこっちのほうが高いね」

「年齢より性格の問題で、俺おれの信頼のほうが上じゃないかなあ」

「おシズ、あんたはあたしとユウちゃん、どっちを信用する？」

「お答えいたしかねます」

　千華姉の唐突な質問に、メイドさんはきっぱりと答えた。この手の無む茶ちやぶりに慣れているようだ。その返答もどうかと思うが。

「ふーむ、じゃあまずはオムツを買ってきてみて、あの頃の記憶がよみがえるか試してみようか……」

「もうオムツの話はいいって！　つーか、なにをどう試すつもりだ！」

　答えはわかっているけど、つっこまずにはいられない！

「もしかしてユウちゃんは、あたしに絵を描かれたくないの？」

「やっと話が戻ったな。いや、描かれたくないわけじゃないよ。でもさ、裸はないだろ、裸は。かなみと澪みおはもちろん、俺だって人前で裸になるのは嫌だよ」

「あたし、絵が好きなんだよね」

「それはわかってるよ」

　玄関ホールに貼はられていたおびただしい数の絵を見れば、充分に理解できる。

　世界中を巡って絵を描こうなんて、好きでもなければやるはずがない。

「とにかく、あたしは描きたいと思ったら気持ちを止められない。世界を描きたいと思ったら、すぐに飛び出していっちゃうくらい。着替えもパスポートも持たずに」

「パスポートは持とうよ。密入国じゃん」

　俺も母親に外国に連れて行かれたときは、密入国だったが。

「周りが見えないこの気持ちは、まるで恋だね。ユウちゃんがかなみんと澪ちんに、かなみんと澪ちんがユウちゃんに向ける気持ちみたいな」

「そう、そのとおりだよ、千華姉」

　俺おれは頷うなずいて、千ち華か姉ねえに一歩近づく。めちゃくちゃ照れくさくはあるけど、ここはきっぱり言わなければ。

「かなみと澪みおは俺に周りを見えなくさせる。今、桃もも女じよで起きてるのは冗談みたいな騒ぎだけど、もし千華姉がかなみたちが本気で嫌がるようなことをするなら――俺が止める」

「ふうん」

　千華姉は、無表情で首を傾かしげた。

「…………っ」

「うおっ!?」

　と思ったら、唐突に千華姉が動いた。長机の上に置かれていた出刃包丁を掴つかみ、なんのためらいもなく俺に向けて投げつけてきたのだ。

「あっ、危ねぇっ！」

　まるで奇跡のように、俺は飛んできた出刃包丁を真しん剣けん白しら刃は取どりしていた。とっさに身体からだが動いたわけだが、我ながらよくこんなことが――

「おシズ！」

　まだ続きがあった！

　美術室の端っこで人形のように立っていたメイドさんが、千華姉の声と同時にまっすぐ駆け寄ってきていた。残念なことに危険に慣れてしまった俺の目が、メイドの右手に握られているナイフを確認してしまう。

「くっ……！」

　容赦なくのど元を狙ねらってきたナイフを俺はかろうじてかわし、包丁を放ほうり捨てて、シズカの右手首を掴む。

　しかし、メイドはひるみもせずに左手でロングスカートの裾すそをめくり上げ、太ももに着けられているホルスターから小型拳けん銃じゆうを引き抜いた。

　真っ黒な銃口が眼前に迫る。このままじゃ、防御も反撃も間に合わない――

《シズカ！　武器を捨てて、床に膝ひざをつけ！》

「…………！」

　シズカは弾はじかれたように後ろに跳び、持っていたナイフと銃を投げ捨て、床に膝をついた。

　冷たい汗がつうっと背中に流れる。一瞬の攻防は、命の危険を感じさせるのに充分すぎた。

「……どういうことだよ、千華姉？」

　俺は、じろりと千華姉を睨にらみつける。

　千華姉は長机に腰掛け、にこにこ笑って俺を見ていた。

「ためらいなく『王の声オーバーロード』を使ったね。もうだいぶ能力にも慣れたみたい。子供の頃ころ、楽しそうに使ってたかと思ったら、全然使わなくなっちゃったのに、今はまたためらいがなくなったかな」

「俺おれを試したのかよ」

「ごめんね。おシズはあたしの命令に従したがっただけだから許してあげて。おシズ、あんたはケガはない？」

「もったいないお言葉です」

　シズカは冷静に答えて、頭を下げた。

　完全に不意を突かれた上に、ただ者じゃない動きだったな。この人は、メイド兼護衛だったのか。ヤバかったけど、無傷で押さえ込めてよかった……。

「ふむふむ、必要があれば、いつでも『王の声オーバーロード』を使えるようになった。三ヶ月でヒメ神ガミ二人と誓約エンゲイジを交わした、か……」

「一ヶ月ちょいは治療とリハビリだったけどな……」

「それに、ヒメ神への想おもいも王の義務ってだけじゃない。本気でかなみんたちを想ってるようだね。なるほど、なるほど」

　千ち華か姉ねえは満足げに大きく頷うなずいた。

　なんだったんだ、今の唐突なテストは。

「あたしが絵を描きたいのは本気。ユウちゃんがヒメ神たちを想う気持ちも本物。こりゃしゃーないね」

　千華姉は、ぴしゃりと自分の額ひたいを叩たたいた。

「かなみんと澪みおちんならどうにでも説得できるつもりだったけど、ユウちゃんがあの子たちの味方に回るっていうならしょうがない。あたしが知らないところで、ユウちゃんはすっかりかなみんたちに本気になってるみたいだからね」

「本気じゃなきゃ、『誓約』は結べないだろ」

　俺はしっかりと千華姉の目を見み据すえながら言った。

「ごもっとも。『王の声』をためらいなく使えるようになっちゃったユウちゃんが立ちはだかるなら、今回はあきらめるしかないね」

「……それは、かなみと澪の裸の絵をってこと？」

「そういうこと。本当はここで、かなみんたちの全裸を描かせるのがあたしを攻略するのに必要なイベントだったんだよ」

　千華姉はいたずらっぽく言って、ウィンクなんぞしてきた。生でウィンクする人なんて初めて見た。

　イベントとか攻略とかはともかく、千華姉はちゃんとわかっているのかどうも怪しい。ここは、はっきり言っておいたほうがよさそうだ。

「なんだろうと、かなみたちを守るのも俺の役目だよ。ヒメ神たちと付き合っていくなら、それくらいはしないとな」

「……ふむ。貴き理りっちはあたしの攻略を一番最後に回すつもりだったみたいだし、今のところはその計画に従したがってあげるか。まずは釣った魚にエサをやるのも重要だしねえ」

「釣った魚って……貴理と同じ表現をするんだな」

　既すでに誓約エンゲイジを交わしたヒメ神ガミにも愛情を注そそがなければいけない。

　それは必要なことであるし、俺おれの望みでもある。

「ユウちゃんが不健全なお付き合いをするのは反対だけど、それもしゃーないか。ヒメ神は嫉しつ妬としないもの、だしね」

「その説は、俺はあんまり信じてないよ」

　そうでなければ、何度もかなみに殺されそうになってない。

　なんにしても、千ち華か姉ねえはひとまず俺の決意も、俺とかなみたちの関係もわかってくれたようだ。

「ねえ、ユウちゃん。伝言を頼めるかな？」

「伝言？」

「そう、かなみんと澪みおちんに。全裸はあきらめたけど、別のお願いをしたいな～って」

　千華姉はにっこりと笑って、机から降りた。ポニーテールの長いしっぽが、ぴょこんと揺れた。

　突然――あまりにも突然に。

　俺は、千華姉が――とても可愛かわいいと思ってしまった。

　彼女のお願いとやらが、少々無む茶ちやなものでも受け入れてしまいそうなくらいに。

　ああ、そうだ。変なことを思い出してしまった。

　千華姉は昔から強引でわがままで、いつも振り回されていたから、苦手だったけれど。

　それでも俺は、明るく笑ってくれるお姉さんのことが大好きだったのだ。





　三日が経たった。

　一応、桃もも女じよではまだ授業があるが、どれも大したものではなく、午前中で終わりだ。

　今日も何事もなく授業が終わり、俺はカバンを手に教室を出た。生徒会と連合の仕事が無い日なので、まっすぐ屋敷に帰れる。帰っても、特にやることはないが。

「あ」

　玄関ホールまで降りてくると、また人だかりができていた。

　ホールから外へ出る二枚の扉の間の壁に、新たに一枚、額がく縁ぶちに入れられた絵が飾られている

　絵の下に貼はりつけられているプレートに書かれているタイトルは――

　王と神なる姫たち。

「……これはこれで、恥ずかしいことに変わりはないわね」

「あはは、あそこで葉は月づきが鼻血垂らしてるよ。あの子、服の有無のことなんてどうでもよさそうだよね」

　いつの間にか、かなみと澪みおが俺おれの両隣に立っていた。絵に描かれている三人が揃そろったことになる。

　絵の中で、俺は自室のベッドに腰掛け、その左右にかなみと澪が座っている。

　かなみはそっぽを向いて唇を不機嫌そうに結び、澪は嬉うれしそうに笑って豊満な胸を俺の腕に押しつけている。

　三人とも服は着たまま――制服姿だ。

　千ち華か姉ねえが譲歩して、服を着たままでもいいとかなみたちに伝え、彼女たちもそれならと了承したのだ。

　俺とかなみは絵のモデルになるなんて気恥ずかしかったが、言い争いを続けていると、「やっぱり裸で」と千華姉がころりと意見を変える可能性も高かったので、こちらも譲歩したというわけだ。

　でも、あるいは描いてもらってよかったのかもしれない。

　自分を客観的に見られたというか……。

「女二人をはべらせて、何様だって感じだよね」

　澪が笑って言った。

「というか、祐ゆう貴き君が悪役に見えるわ」

　かなみの意見もごもっともだった。

　俺に貫かん禄ろくがあったら、王というより魔王に見えそうだ。

「しっかし、千華先輩も三日やそこらでこんだけ描いちゃえるのは凄すごいよね。さすがは美のヒメ神ガミだ」

「まあ……恥ずかしいけど、意外と悪い気はしないわね」

　かなみと澪が頷うなずき合っている。

　やはり、千華姉の絵の才能は認めざるをえない。もし、彼女が本当に描きたかった裸の絵ならもっと凄いことになっていたのだろうか。

　芸術家は描きたいものを描いてこそ、だろうし……。

「…………」

「ん？　どうしたの、祐貴？」

　かなみが無意味にくっついてきて、尋ねてくる。

「ああ、いや。この絵、いつまで飾っておくのかなと思って」

　俺は曖あい昧まいに笑ってごまかした。

　どうも今回の一件、ふに落ちないところがある。

　千ち華か姉ねえが俺おれたちの裸の絵を描こうとしたところまではいいとして、なんでまたあっさりと引き下がったんだろう。

　俺が知る限り、千華姉はわがままでフリーダムな人であり、あんなに簡単に意見を翻ひるがえすタイプじゃない。

　絵への情熱やこだわりも半はん端ぱなものではないだろう。

　俺の『王の声オーバーロード』のことや、かなみと澪みおへの気持ちを知ってもらえたとはいえ、あれだけで千華姉が引き下がったのは、落ち着いて考えればやや不自然な気もしてきた。

　まるで、最初からそうするつもりだったかのような――

「……いや、考えすぎか」

　俺は小声で言って、あらためて絵に目を向けた。

　経緯はともかく、いい絵を見せてもらったんだから、よしとしておこう。

　面倒なキャラが一人増えたことだし、わかりもしないことを考えている暇はない。

　外からは、夏の熱い風が吹き込んでくる。

　俺とヒメ神ガミたちの新しい季節は、まだ始まったばかりなのだ。



    

  
    
      
２章　地下迷宮にご用心



　桃もも女じよは山の中にあり、比較的高い場所に造られている。

　夏になっても気温はあまり上がらず、過ごしやすい。

　だがもちろん、まったく暑くないというわけではない。

　七月に入って数日が過ぎ、日なたにいればなにもしてなくても少しずつ汗が滲にじんでくるようになった。

　走り回ったりすれば、あっという間に汗だくになってしまう。

　俺は今まさに、走り回って汗だくになっているところだった。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……」

　流れ出る汗をそのままに、必死に呼吸を整える。

　よく晴れたさわやかな日曜の朝――

　俺は桃女の敷地内を二時間以上ひたすら走り、神しん堂どう家の庭へ戻ってきたところだ。まったく、死ぬかと思った……。

　二時間走っただけで死ぬことはない、と言われそうだが、完全武装でのランニングとなれば話は別だろう。

　抗弾ベストやヘルメット、拳けん銃じゆうやナイフなどのサイドアームに弾薬、食糧や救急キットまで、すべてを合わせると三十キロ近い重量になってしまう。

　そしてとどめに、ミニミ軽機関銃だ。サブマシンガンやライフルよりはるかにごついこの銃は七キロもの重さがあり、二百発のボックス型弾倉をはめると、なんと十キロにもなるのだ。

「お、重すぎる……こんな装備つけて走ってられるかよ……」

「弱音を吐くな。兵士がこの程度のことでへばっていてどうする」

　腕組みして偉そうに言ったのは軍ぐん曹そうだ。

「俺おれは兵士じゃなくて高校生だっつーの……」

　我ながら、反論も弱々しい。なんだか前にもこんな会話をしたような気がするが。

「仕方ない、では五分休憩させてやろう」

「…………」

　俺とほぼ同じ装備で同じ距離を走ってきたというのに、軍曹はまだまだ余裕がありそうだ。彼女は警備部隊の隊長であるとともに、俺の訓練教官でもある。

　神しん堂どう家にもヒメ神ガミたちにも敵が多い。だから、鍛えておいて損はない――というのが貴き理りのご意見だ。軍曹はいろいろあって俺を嫌っているので、嬉き々きとして地獄のような訓練メニューを作ってくれる。こっちはまだ、リハビリを終えたばかりで、体力は元通りになってないっていうのに。

　ちなみに、ミニミはＧガールズの装備の一つではあるが、強力すぎるのでまず使用されないらしい。そんなものを俺がなぜ持たされているかというと、重たい物を使わせてやれという軍曹の嫌がらせである。

「不満そうだな。だが、訓練再開を望んだのはおまえだろう。文句を言われる筋合いはないぞ」

「まあ、そうだけどね……」

　足とアバラの負傷のせいで、一時休止していた訓練の再開を言い出したのは俺なのだ。貴理と軍曹はもう少し様子を見てから、と考えていたらしい。

　だが、新入生歓迎パーティと桃とう花か杯はいのドタバタでは、俺の能力不足で大きなトラブルに発展してしまった。戦闘なんぞ起きないに越したことはないが、起きた場合のことを考えておく必要がある。

　あらゆることに対処できるように、準備をしておかなければならない。

　まさか、軍曹がここまで遠慮なく訓練を施ほどこしてくださるとは思わなかったが……。

「ふー…………」

　俺は大きく息を吐いて、庭の芝生に寝転がる。

　あまりダラダラしていると立ち上がるのがキツくなるけど、知ったことか。とにかく、今は少しでも楽にしておきたい。

「……祐ゆう貴き先輩、死にそう？」

「…………っ！」

　にゅうっ、と視界いっぱいに女の子の顔が現れた。俺おれは、思わず息を呑のんでしまう。

「ひ、氷ひ室むろ慧けい……ちゃん？」

「そう、ボクは氷室慧ちゃん」

　このやり取りも、以前にしたことがあるような。

　俺は身体からだを起こし、芝生の上にあぐらをかく。慧も俺の前に、ちょこんと正座した。

「どうしたんだよ、こんなところに」

「うん、ちょっと……」

　彼女はそれだけ言って、黙り込んでしまった。

　氷室慧は桃もも女じよ中等部の二年生だ。そして、ヒメ神ガミの一人である。

　肩より少し長いくらいの、不思議な銀色の髪。整ってはいるものの、どことなく寝ぼけて見える顔には、眼鏡めがねがちょこんと載っている。身体つきは小柄で凹おう凸とつも少なく、今時の中学二年生としては、ちょっと子供っぽい気がする。

　実のところ、彼女とはまだあまり話したことがない。よくも悪くも自己主張の激しい他ほかのヒメ神たちと違っておとなしい子だ。向こうから話し掛けてくることはほとんどなかったし、攻撃されたこともない。いやあ、他ほかのヒメ神ガミの皆さんは攻撃的だもんなあ。



    

  
    
      



    

  
    
      「って、あれ？」

　ふと、気づいた。慧けいはいつも浴衣ゆかたをだらしなく着ていたのだが、今日は桃もも女じよの制服を着ている。

「慧ちゃん、珍しい格好してるなあ」

「ボクも一年中浴衣でいるわけじゃない」

「そりゃそうだろうけど、日曜に制服着なくてもいいんじゃないか？　なにか学校に用があるとか？」

「今日は浴衣じゃ、ちょっと都合が悪いの。浴衣以外は制服しかないから、これで来た」

「なるほど……」

　年とし頃ごろの女の子が、制服と浴衣以外に服を持ってないって、どうなってんだか。

　でもまあ、この子もかなり変わっているっぽいしな……。

「祐ゆう貴き先輩にお願いがあって来た」

「え？　お願い？」

　慧は、こくんと頷うなずく。

「地下に降りたい。だから、連合本部の地下通路への入り口を開けて」

「…………」

　俺おれは、黙って成り行きを見ていた軍ぐん曹そうに視線を向けた。

　彼女はなにも言わず、黙ったままあごをしゃくってみせた。たぶん、自分で決めろと言いたいのだろう。

　桃女の地下か……。

　俺にとっては、ちょこっとシャレにならない思い出をつくってくれた場所ではあるのだが、氷ひ室むろ慧はそんなところへ行ってなにをしようというのか。

　慧は、じーっと平板な目で俺を見ている。

　なんとなく嫌な予感を覚えつつも、俺は自分が断れないことに気づいていた。





　桃女の地下には広大な空間が広がっている――らしい。

　狭い通路が張り巡らされ、いくつかの部屋があることは俺も知っている。

　体育会連合の本部から地下に降りるにはリーダーが持つ鍵かぎが必要だ。つまり、現リーダーである俺でなければ地下への入り口は開けない。

　他にも入り口はいくつかあるようだが、慧は他に知らないらしい。俺も知らない。

　俺たちは本部へ行き、リーダーの執務室で本棚の後ろに隠された入り口を開け、階段を通って地下へと降りた。

　もちろん、そのまま慧けいに同行する。

　地下通路は一応灯あかりがついているが、ひどく薄暗い。男の俺おれでも若干、不気味に感じるくらいだ。

　こんなところへ、中二女子を一人で行かせるわけにもいかないだろう。

　地下はひんやりしているが、慧は平気そうだ。薄い浴衣ゆかたじゃキツいだろうけど、制服でも寒いんじゃないだろうか。ああでも、寒いのが好きとか言ってたっけ。

　慧はどんどん先に進んでいく。通路はいくつかに分かれていて、その先にはシェルターや、学院の外への出口などがある。

　しかし、氷ひ室むろ慧の目的はそのどちらでもないそうだ。

「ヒメ神ガミの調査をしてるの」

　慧はすたすた歩きながら、無表情でそう言った。

「ヒメ神の調査って……君自身がヒメ神だろ？」

「人間も人間についての研究をもう何千年も続けてる。むしろ、調べようとしないかなみたちが不思議」

「そりゃそうかもしれないけど……」

　中二の女の子にあっさり論破されてしまったよ。

「まあ、ボクもつい最近までヒメ神なんかに興味はなかったけど」

「なんかに、って」

　それこそ自分自身のことじゃないか。

「でも、チャッピーがハルカやかなみに壊された恨みは忘れない――違う。チャッピーが壊されたときのデータを調べてて、ヒメ神の能力に興味が出てきたの。ボクのロボットを倒せてしまう存在は、いったいなんなのか」

「ふうん……」

　不穏な言葉が一瞬吐き出されたけど、気にしないことにしよう。

　チャッピーとは、慧が造ったロボットのことだ。球形のボディに脚あしが四本ついていて、戦闘用のブレードも装備している。初代はハルカに刀でぶった斬ぎられ、ボディを造り直した二代目はかなみの電撃を浴びて破壊されてしまった。

　ちなみに慧は、知能が優れたタイプのヒメ神で、現在の技術では実用化されていないようなものまで作り出してしまっているようだ。地味にとんでもない事実である。

「このところ、ずっとヒメ神のことを調べてた。図書館と、あとはネットをさらってみたけど、ほとんどなにも見つからなかった」

「調べてわかるようなことなのかな？」

　その発想は俺にはなかったな……。

　貴き理りがなにも教えてくれないものの、なんでも知っていそうだったから、あいつが教えてくれるのを待つしかないと思ってた。

「貴き理りがなにか知っている以上、前例があるはず。過去にもヒメ神ガミが――いたはず」

「…………」

　それは……しごくまっとうな推論だ。

　確かに、愛情が必要とか満たされなければ影カゲヒメになるとか、最終的には女神になるとか、そんなことは前例でもなければわかるわけがない。

　いや、神しん堂どう家にヒメ神の登場を予言した口伝かなにかがあるという可能性も――

　それも少し無理があるかもしれない。貴理は隠し事が多いが、言ったことに間違いはない。

　少なくとも、貴理は確かな情報を握っている。

　前例がある、と考えるのはおかしなことではない。むしろ普通に思いつきそうなことだ。

「なんでその程度のことも考えられなかったんだ、俺おれは……」

「あまり賢くないから」

「…………」

　年下の女の子にきっぱりと言われてしまう。

　まったく反論できないけどね……。

「なんか暗い」

　慧けいはぽつりとそう言うと、背負っている小さなリュックから懐中電灯を取り出してスイッチを入れた。辺りが光に満たされる。

　次の瞬間、さらになにかが光った。

　俺の後ろを歩いていた軍ぐん曹そうもフラッシュライトを点つけていた。

　彼女がついてきてくれたのは、少し意外だった。貴理の命令を至上とする軍曹が、なにも言われていないのに慧の地下探索に付き合ってくれるとは。まあ、貴理にとってもヒメ神は大事な存在なのだから、放ほうってはおけなかったか。

「神堂祐ゆう貴き、おまえもライトを点けておけ。もし急に暗くなったら面倒だぞ」

　頷うなずいて、俺もライトを取り出して点ける。軍用の強力なライトが周囲を明るく照らす。

「ヒメ神の情報は特に見つからなかった。でも、一つだけ気になる情報があったの」

　慧がてくてくと歩きながら、また話し始めた。前置きもなにもなしに話すなあ、この子は。本当にマイペースだ。

「図書館の古い記録で学院の地下にも古い書庫があるってわかった。もしかしたら、そこになにかめぼしい情報があるかもしれないと思って」

「書庫か……」

　これだけ広い地下なら、相当な規模の書庫があっても不思議はない。地下の書庫なんていかにも怪しげだし、目のつけどころとしては悪くなさそうだ。

　ヒメ神ガミの前例……つまり、かなみたちの前にもヒメ神がいた可能性があるということだ。

　もし本当にいたとしたら、彼女たちはどうなったのか？　『王の声オーバーロード』のような能力者がいない限りは影カゲヒメになってしまう。影ヒメになったとしたら、その後は？

　それは、確かに俺おれが知っておくべきことだった。

　影ヒメになってしまった女の子が、一人いるのだから――

「あ、行き止まり」

　不意に慧けいが立ち止まった。

　正確には行き止まりではなく、頑丈そうな隔かく壁へきが降りている。

　隔壁のすぐそばにコントロールパネルがある。どうやらカードとパスワードで解かい錠じようできるようだが、もちろん俺には開けない。軍ぐん曹そうも、ゆっくりと首を振った。

「ていうか、さっきからどんどん進んでたけど、慧ちゃんは道はわかってるんだよな？」

「わかるわけない。地下の地図は見つからなかったし」

「え……」

　自信ありげに歩いてるから、目的地がはっきりしてるのかと思ってた。もしかして、あてずっぽうで適当に進んでたのか？

　俺は後ろを振り返る。軍曹は再び、ゆっくりと首を振った。

「私も知らん。桃もも女じよの地下のことはあまり聞いていない。お嬢様でもご存じなのかどうかすら、定かではないな」

「ええ―――っ」

　それじゃあ、誰だれも道がわかってないんじゃん。

　けっこう長いこと歩いてきたし、何度か曲がり角も曲がったぞ。

「まさか、戻れなくなったりとか……」

「それは大丈夫。おいで、チャッピー」

　慧が無感情にそう言うと、なにか小さい物が彼女のリュックから出てきた。まるでクモのようなそれは、リュックの上を這はうようにして動き、慧の肩まで登った。

「な、なんだそれ？」

「だから、チャッピー。かなみに壊されたこの子を、もう一度造り直したの」

「…………」

　俺が知るチャッピーは、全高二メートルはある巨大なロボットだった。

　だが、慧の肩に留とまっているそれは、煙草たばこの箱くらいの大きさしかない。

　球形のボディに長い四本の脚あしというフォルムは以前のチャッピーのままだが、まるでミニチュアだ。いくらなんでもダウンサイジングをはかりすぎじゃないだろうか。

「今のチャッピーは戦闘能力を取り払って、ボクの携帯端末として使ってるの。また戦わせて壊されたら可哀かわい想そうだから」

　慧けいはなにを考えてるかわかりにくいけど、機械に対しては優しいらしい。

「この子はボクと同じで、小さくても高性能。ナビゲーション機能があるから、ここまでのルートも記憶してくれてる。それに――チャッピー開けて」

　チャッピーのボディの中央についているランプがグリーンに光ったかと思うと、クモのような小型ロボはぴょんと跳んで、隔かく壁へきそばのコントロールパネルに取りついた。

　それから、チャッピーのボディからコードが伸びて、パネルの中に侵入していく。

「おいおい……」

　驚く俺おれの前で、パネルの液晶モニターが数字を刻んだかと思うと、機械音を響かせて隔壁が開き始めた。

「とても便利。チャッピー、お疲れ」

　チャッピーは、またぴょんと跳んで、慧の肩に留とまった。

　山の中でチャッピーに追い回されて殺されかけたことがある身としては、このロボットに対しては複雑なものを感じる。でも、確かに便利ではあるようだ。

「じゃあ、進もう。ついてきて」

　慧はまたさっさと先に進んで行ってしまう。

　護衛のつもりでついてきたけど、これじゃあ俺のほうが彼女に助けてもらってるみたいだ……。





　通路はまるで果てしなく続いているかのようだった。

　いくつか灯あかりが消えているところもあり、ろくにメンテナンスもされていないらしい。いったい、誰だれがなんの目的でこんな地下空間を造ったのやら。

「祐ゆう貴き先輩は、どうしてボクを口く説どかないの？」

「な、なんだよ、いきなり」

　慧は足を止めず、小さく首を傾かしげた。

「ボクもこれでもヒメ神ガミ。祐貴先輩が愛情を注そそいでくれないと、いつか影カゲヒメになる。ボクは今のところ影ヒメ化の兆候はないけど、放ほうっておかれるのもどうかと思う」

「ああ、それはわかってるんだけど……」

「祐貴先輩は、どうしてロリコンじゃないの？」

「そんな質問、生まれて初めてされたよ！」

「ボクも初めて訊きいた」

　そりゃそうだろ。ロリコンじゃなきゃダメ、みたいに言われても困る。

「祐貴先輩にロリコン趣味がないから、ボクに手を出さずにかなみや澪みおとばかり乳繰り合ってる？」

「どうも言い方が引っかかるなあ……」

　かなみたちとはなんでもない関係とは言えないけど、乳繰り合ってるっていう表現も適当でないと思う。かなみには毎日脅おどされてるし、澪みおの過剰なスキンシップには戸惑うばかりだ。

「ていうか、慧けいは俺おれに手を出してほしいのか」

「変態くさい発言だな……死ねばいいのに」

　今のツッコミは、慧ではなく後ろを歩いている軍ぐん曹そうだ。悲しいくらい、彼女の言っていることは正論だ。

「ボクはなんでもいい。祐ゆう貴き先輩は……青い果実に興味ない？」

「ロリコンを言い換えただけだな」

　いや、確かにその辺りは気になることではある。

　ヒメ神ガミの攻略に積極的になろうとは思っているが、慧に手を出す気になれていないのも事実だ。

　高校生と中学生のカップルなんて珍しくもないだろう。俺と慧の年齢差はたったの三つだ。この年とし頃ごろの三年は大きいけれど、俺が中学生と付き合ったところで社会から白眼視されることはないと思う。

　慧は可愛かわいい女の子だ。いつも寝ぼけたような表情を浮かべているが、実は顔立ちはかなり整っている。

　でもなあ……正直、見かけがあまりに子供っぽい。幼すぎると言ってもいいかも。

「こう言っちゃなんだけどさ」

　あまり口に出すことではないが、一応言っておこう。

「なんか、慧にちょっかいかけるのって犯罪の匂においがするんだよなあ……」

「大丈夫、そんな大きな鉄砲を持ってる時点で、祐貴先輩は余裕で犯罪者になってる」

「…………」

　どうしてこうもみんな、反論できないことを言ってくるんだろう？

　俺に後ろめたい部分が多すぎるからか？

「今さら犯罪者になることなんて気にしなくていいと思う。桃もも女じよは治外法権だし」

「法律が関係なくても、道徳とか倫理観ってものがあってさ……」

「かなみたちのことは大好きなのに、ボクを避けるのは納得いかない。ボクも愛されたヒメ神がどうなるのかは興味がある」

「興味本位で言われても」

「自分の興味があること以外に大事なことがあるとでも？」

「…………」

　そんな真顔で言われても。そりゃ、ぶっちゃければ誰だれでも本音はそうかもしれないけど。

「ところで、かなみのどこが好きなの？」

「え？」

「祐ゆう貴き先輩が真っ先に手込めにしようとしたのが、かなみだった。どこか気に入ってるからじゃないの？」

「手込めにはしてないっつーの。かなみを一番に選んだのは俺おれじゃなくて貴き理りの指定だったんだよ」

　妹に言われるがままというのは情けないが、あのときはそうするしかなかった。他ほかにどうすればいいのかわからなかった。

「ロリコンではないものの、シスコン……どうしよう、怖い」

「新たな疑いが生じてる！　つーか、なんで怖がるんだよ！」

「七なな股またより、妹萌もえのほうが不気味さがある。七人も女がいて、さらに妹にまで手出しとか怖すぎる」

「手なんか出してないって！」

　誰だれにも出してない――とは言い切れないけど、少なくとも貴理にはなにもしてないぞ。

「どうして、こうもみんな俺をケダモノ扱いしたがるのかな……。男に対しておかしな偏見持ってないか」

「偏見とは言い切れない。ボクも噂うわさに聞いたことがある。祐貴先輩は、かなみと澪みおと週一回でどこかにお泊まりしてるって聞いた」

「なっ、なんでそれを!?」

　俺は、誓約エンゲイジを交わした二人のヒメ神ガミとそれぞれ週に一回ずつ、お泊まりしている。

　宝石の宮パレスという桃もも女じよの敷地の外れにある建物には、ヒメ神の部屋が一つずつあり、そこで一夜を過ごすことになっている。

　かなみの部屋は彼女が庶民出身ということから、畳敷きの安アパートみたいな造りになっている。体育会系の澪の部屋は、普通のフローリングの部屋だったが、まるでジムのようにトレーニング機器が並んでいた。寝泊まりする部屋じゃないと思う。

「ボクらの第三女子寮を監視している勢力がある。具体的には六姉妹ヘキサツドとかなみ教団。あと、マツリが、祐貴先輩が時々外泊してるって言いふらしてた」

「あのメイド……！　俺のプライベートとか、メイドが一番言っちゃいけないことだろ」

　六姉妹とかなみ教団がヒメ神たちの行動を観察してるのは、さほど意外でもないから、それは置いておこう。

「二人きりでお泊まり……」

　慧けいが歩きながら、ぼんやりと遠くを見るような目をする。

「バスローブ着て、ワイングラス片手にかなみがシャワーを浴びるのを待ったりしてるの？」

「してねぇよ！　俺おれにどんなイメージ持ってるんだ！」

「祐ゆう貴き先輩も金持ちのボンボンだし……」

「金持ちにどんな印象持ってるんだ……つーか、慧けいちゃんだって金持ちのお嬢なんだろ」

「ううん、ボクはお嬢でもなんでもないよ」

「え、そうなの？」

　慧については学年と、天才少女だということくらいしか知らない。だけど、桃もも女じよにいるのだから当然彼女もお嬢様なのだと思ってた。

「一応、初等部から通ってるけど、ボクはお嬢でも使用人でもない。実家は、老舗しにせの旅館」

「旅館……もしかして、いつも着てる浴衣ゆかたは実家の旅館で使ってるやつなのか？」

「うん、旅館の娘はみんな、浴衣であちこちうろうろするものだから」

「普段着にしてるのは君くらいだろ」

　全国の旅館の娘さんたちに怒られるぞ。

「つーか、実家が旅館っていうなら、君も充分お嬢様みたいなもんじゃないか？」

「そうでもない。老舗ではあるけど、うちは別に儲もうかってない。経営は傾きがちだから、桃女の学費を普通に払うのは無理だった。普通の私立の五倍近い値段とか、神しん堂どう家はぼりすぎだと思う」

「す、すみません……」

　俺が桃女の学費を設定したわけじゃないんだけどな。

　しかし、学費が払えないという話が本当なら、慧がお嬢様じゃないというのも事実なんだろう。少なくとも大金持ちではなさそうだ。

「ただ、ボクは特許とか企業への協力とかで少しはお金を稼いでる」

「そういうのがあるのか。少しって、どれくらい……とか訊きいていいのかな？」

「きちんと管理してないから、具体的に何億なのかは知らない」

「億単位かよ！」

　しれっと、とんでもないことを言うな。

「そんだけ稼いでりゃ、余裕で学費くらい払えるだろ！」

「億稼いだのは、あくまでボクの個人資産。実家はそんなにお金はないという話。それにボクはヒメ神ガミだから、家の経済状況がどうだろうと桃女に連れてこられたと思う」

「そりゃそうか」

　かなみと同じく庶民出身のヒメ神ってことか……。

　七人揃そろってお嬢様ばかりってわけじゃないんだな。いや、普通のお嬢様と言えるのは、今のところは澪みおと千ち華か姉ねえくらいかも。

「あ、話が逸それてる。えーと、祐貴先輩は巨乳以外は女と認めないって話だったっけ？」

「意図的に間違うな！　女の子の価値を胸だけで決めたりしねぇよ！　だいたい――」

「…………？」

　俺おれが言葉を切ると、慧けいはきょとんとして首を傾かしげた。

「慧ちゃん、止まれ」

　小走りに慧を追い抜き、彼女を背中にかばう。

　ライトをしまい、ミニミの銃床を肩に当ててしっかりと構え、セーフティを外した。銃身に取り付けてあるフラッシュライトのスイッチも入れる。

「軍ぐん曹そう！」

「わかってる。おまえが気づいて、私が気づかないわけがないだろう」

　軍曹はＭ４アサルトカービンを構え、周囲を警戒していた。もちろん、慧をフォローできる位置についている。

「二人とも、急になに？　誰だれか殺すの？」

「なんでだよ。そうじゃなくて、なにかおかしい……」

　慧は気づいていないようだが、明らかに空気が変わっている。

　どう違うかと説明はできない。だが、これでも俺は、桃もも女じよに編入してから何度も危機をくぐり抜けてきている。

　自慢することでもないし、残念にすら思うが――俺の危機対処能力は向上している。頭の中で鳴っている警報を無視することはできない。

「どこだ。どこから来る……？」

　軍曹の声もどこか緊張を孕はらんでいる。

　そう、なにかが来る。おそらく、決して友好的ではないなにかが。

　俺はミニミのフラッシュライトで周りを照らしながら、油断なく見張る。

　軍曹と俺だけならまだしも、ここには氷ひ室むろ慧がいる。性格はともかく、いかにもか弱そうに見えるこの子を守らなければならない。

　ふと、気づいた。

　通路の天井の電灯に照らされ、地面には俺の影が落ちている。

　その影が――不意に、動いたように見えた。

　いや、影が急に膨らんだような……。

「…………！」

　驚いたのと、慧をかばいつつ後ろに下がったのはほぼ同時だった。

　地面に落ちていた俺の影が――突然立ち上がったのだ。

　影は立ち上がりながら、人の形を保ったまま急速に膨張し始めた。高さは二メートルを軽く超え、天井に頭がつきそうだ。手足が異常に伸び、全体が風船のように丸く膨らんでいる。

　その影は俺たちの行く手を塞ふさぐように、両手を広げている。どう見ても、友好的な態度ではない。

「ふうん……なかなか面白い。影というより、霧の塊かたまりみたい」

「のんきに観察してる場合じゃないぞ」

　背中から聞こえた慧けいの声に、俺おれは一応ツッコミを入れる。慧がどんな顔をしているのか見てみたいが、今振り返るわけにもいかない。

　俺は銃口を影に向けて、引き金に指を掛けた。

「い、いいい……」

「え、軍ぐん曹そう？」

　一瞬、誰だれだかわからなかったが、か細いその声は軍曹の口から出たものだった。

「いやああああああああああああぁ！」

「どっ、どうしたんだ!?」

　謎なぞの影を睨にらみながら、軍曹のそばに近寄る。彼女はＭ４を構えたまま、目を大きく見開き、唇を震わせていた。

「な、なんだあれは！　なんなんだあれは！」

「それは俺も訊ききたいよ。つーか、マジでどうしたんだ軍曹」

　キャラが違ってるぞ。まるで、迷子の子供みたいに怯おびえた目をしちゃったりして……。

「……あれ？　もしかして軍曹、あの影が怖いのか？」

「明らかにお化けじゃないか、あれは！　あんなものが平気なほうがどうかしてる！　これならまだ兵隊百人に囲まれたほうがマシだ！」

「…………お化けって」

　まさかと思ったが、軍曹さんは幽霊が苦手な人らしい。足が生まれたての仔こ馬うまのように震えているところを見ると、演技でもないようだ。

　かなみの雷嫌いも意外だったけど、これまた普段とのギャップが凄すごいな……。

「なんだ、その呆あきれた目は！　私が怖がってはいけない法でもあるのか！」

「しかも逆ギレ!?」

「軍曹も、意外に乙女なところがある」

「…………っ！」

　軍曹がキッと慧を睨みつける。あの子もいらんこと言って、火に油を注そそがなくてもいいのに。

　バカなやり取りをしている間に、影はゆらゆらと揺れながら、少しずつこちらに近づいてきていた。

　お化けかなにか知らないが、乙女な軍曹に萌もえているわけにはいかないようだ。

「慧ちゃんと軍曹は下がってろ。あれは俺がなんとか――」

「バ、バカを言うな」

　軍ぐん曹そうが弱々しい声で言った。

「神しん堂どう祐ゆう貴き、おまえも下がれ。私がしんがりを務めるから……おまえは氷ひ室むろ様を連れて来た道を戻れ」

　まあ……。

　いくら怯おびえているといっても、彼女はプロの兵士なのだし、素人しろうとに毛が生えた程度の俺おれよりはるかに腕は上だ。それはそうなのだが……。

「なにが起きるかわからないのに、軍曹だけ残していけるかよ」

　腕前なんて問題じゃない。

　幽霊が苦手なことも関係ない。

　どんな理由があっても、女一人を残して逃げるわけにはいかないだろうが。

「神堂祐貴、おまえ……」

　軍曹はちらりと後ろを向いて、そう言うと。

「逃げないと撃つぞ」

「ええぇっ！」

　Ｍ４の銃口がこっち向いた！　謎なぞの影がすぐそばに立ってるのに！

　つーか、逃げるか撃たれるかしか選択肢はないの!?　軍曹、錯乱してないか!?

「あ、まずい」

　突然、慧けいがつぶやいた。

　俺に銃を向けている軍曹のすぐ背後で、影が右腕を振りかぶっていた。

「軍曹、後ろ！」

「わっ、わかってる！」

　注意されるまでもなく、軍曹は素早く振り向いてＭ４を連射した。影の頭に三発の銃弾が命中する。

　怖がっている割に、全弾命中させたところはさすがだけど――

　なかば予想はしていたが、頭に三つ小さな穴が開いたものの、影はまったくひるみもしなかった。

　勢いよく突き出された影の右腕が、軍曹の左肩にぶち当たる。

「くっ……！」

　軍曹の身体からだが吹き飛ばされ、彼女は壁に激突する。

　俺はあらためてミニミを構え直し、前に向かって少しずつ歩きながらフルオートで影に撃ち込む。

「って、やっぱり効いてねぇ！」

「撃つだけ弾の無駄っぽい」

　ぼそりと慧がつぶやくのが聞こえた。

　弾が当たった部分に小さな穴が開くものの、やはり影は少しも揺るがない。どこに当てても同じ――つまり急所すらないようだった。

「なんなんだ、このクソ影！」

「祐ゆう貴き先輩、口が悪い。そういう口の利き方をすると、お里が知れる」

「悪かったな、育ちがよくなくて！」

　慧けいに言い返しながら、とにかく弾丸を撃ち込み続ける。効いてなくても、とにかく撃つ以外になにもできない。こうなると、重たくても二百発を装そう填てんできるミニミを持っていてよかった。

「…………うおっ！」

　なんの前触れもなく、影が前進してきて、さっきと同じように右腕を振るってきた。反射的に射撃を止め、後ろに跳んでスレスレのところでかわし――きれなかった。

「くっ……！」

　影の拳こぶしがぐんと伸びて、俺おれの左ひだり肘ひじに叩たたきつけられる。激しい衝撃を感じたのと同時に、俺の身体からだは後ろに吹き飛ばされ、床に転がってしまう。

　くそっ、腕が伸びるなんて反則だろ！

「こっちの攻撃は当たらないのに向こうの攻撃は当たる。どう考えてもこっちの負け」

　慧が、とても冷静でまともな判断を下していた。まったくもって彼女の言うとおりである。ミニミの二百発の弾丸もそのうち尽きてしまう。

　このままでは――

「神しん堂どう祐貴、氷ひ室むろ様を連れて走れ！　私もすぐに追う！」

　壁によりかかっている軍ぐん曹そうが缶のようなものからピンを引き抜くのが見えた。

　あれは――

「慧、来いっ！」

　肘の激痛に耐えながら、俺は慧の手首とミニミのキャリングハンドルを掴つかんで走り出す。

「消えろ、この化け物！」

　俺が影に背中を向けたのと同時に、背後で軍曹のヤケクソじみた怒号と爆発音が響き、光が炸さく裂れつした。

　軍曹が、閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを投げつけたのだ――

　影だから光に弱い――かどうかは知らないが、今はそう信じて走るしかない。

　慧の言うとおり、勝負にすらなっていないのだから。

　俺は慧の腕を引っ張りながら、ひたすら通路を駆け抜けていく。





「止まって、祐貴先輩」

「え？」

　慧けいの言葉に、俺おれは彼女の手を掴つかんだまま足を止める。

「なんだよ、急がないとあの影が――」

「軍ぐん曹そうがいない。はぐれたみたい」

「げっ」

　ついてきてると思ったのに、いったいいつの間にいなくなってたんだ。

　辺りを見回してみても、あの怖い女兵士の姿はどこにもない。

「まずいな……こんなときにはぐれるなんて」

　あれだけ怯おびえていた軍曹がひとりぼっちになってしまったら、どれだけ心細いことか。なんとか合流したいところだが……。

「道はわかるけど、軍曹の居場所まではわからない」

　慧はそう言うと、ポケットから携帯端末を取り出した。肩に留とまっているチャッピーからケーブルを取り出して、端末に繋つなぐ。

　端末の液晶画面に地図が表示された。地図の中央に赤い光点が一つ浮かんでいるのは、現在地ということだろう。

「最初に降りてきたところは？」

「ここ」

　慧が端末の地図をスクロールさせ、表示された階段らしきマークを指さした。

「うーん……遠いな」

「めちゃくちゃに走り回ったから。チャッピーがマッピングしてなかったら二度と地上に戻れなかったかも」

「どんなダンジョンだよ……もうこんなとこ、埋めちゃったほうがいいな」

「祐ゆう貴き先輩もそのうちかなみに埋められそう」

「嫌なこと言うなよ！　ホントにそうなりそうなんだから！」

　それでも、地下で謎なぞの影に殺されるよりは、かなみに埋められるほうがよっぽどマシだ。

　こんなところで死にたくないし、軍曹も放ほうってはおけない。

　意外な弱点があっても、タフな軍曹がそう簡単にやられるわけがないが……。

「よし、捜しに戻ろう。慧ちゃんにも危険はあるけど、一人で戻らせるのもまずいしな」

「それは平気。でも戻る前に、先輩の手当てをしたほうがいい」

「ああ……」

　慧は、意外にめざといようだ。俺が左腕をかばうようにしていることに気づいたらしい。

　さっき、影の攻撃を受けた左ひだり肘ひじは、ずきずきと鈍にぶく痛み、熱くなっている。迷彩服の袖そでをまくってみると、そこは赤く腫はれ上がっていた。

「骨までいってないと思うけど……銃を撃つのはちょっとキツイかもな」

「とりあえず、冷やしたほうがいい」

　慧けいはそう言って、リュックから旅館の名前が入った薄いタオルを取り出した。そのタオルを地面に置くと、彼女は手をその上にかざした。

「…………？」

　なんのつもりかと訊きこうとしたそのとき、タオルの上に突然、小さな氷の塊かたまりが現れた。続いて二個三個と氷がなにもない空間に湧わき出てくる。

「それは……」

「ボクのヒメ神ガミの能力。まだ氷を作ることくらいしかできない」

　ヒメ神の『天罰』の能力か。かなみは電撃、澪みおは水を操り、ハルカは風を起こし、千ち華か姉ねえは重力を操作するように、慧もまた能力を持っているようだ。

　しかし、慧の能力は氷か……これまた地味な。

　澪やハルカの能力も実戦では使いにくいものだが、慧の能力は特に使いどころが難しそうだ。

「まあでも、今は助かるな」

　氷をタオルでくるんで、腫はれている左ひだり肘ひじに巻きつけた。これで少しは痛みがまぎれる。

「ありがとうな、慧ちゃん」

「さっき逃げるとき、呼び捨てにしてた」

「え……？　そうだっけ？」

　そんな気がしなくもないけど、せっぱ詰まってるときに呼び方なんて気にしてられないもんなあ。

「ちゃん付けじゃなくていい。というか、前からちゃん付けは子供扱いされてるみたいで、苦にが々にがしく思ってたから」

「そんなに嫌だったの……」

「能力をパワーアップさせて、氷漬けにしてやろうかと企たくらんでた」

「恐ろしいな、おい！」

　無表情でとんでもない企みを淡々と語るなよ！

　ヒメ神は揃そろいも揃って物騒な子しかいないのか！

「……恐ろしい」

「そうだよ、恐ろしいよ！　もう少しまともに――」

　言いかけて、俺おれは口を閉じた。慧の無表情な顔に、わずかな緊張の色が見えたからだ。

　ミニミを構えて、慧の視線の先に目を向ける。

「……追いつくの、早すぎだろ」

　影が、俺たちのすぐそばに姿を現していた。

　ぶち開けたはずの穴も全部塞ふさがってしまっている。やはり、弾丸ではダメージを与えられないらしい。

「せめて、撃たれりゃ死ぬくらいの可愛かわいげがほしいところだな！」

　それでも攻撃の手段は、この軽機関銃しかない。ああいいだろ、やれるところまでやってやろうじゃ――

「…………!?」

　そのときだった。

　不意に、小さな氷が影の前に現れたかと思うと。

「えええっ!?」

　氷はみるみる大きくなり、あっという間に巨大な塊かたまりになり――

「えいっ」

　慧けいが手を小さく振ると、氷はわずかな距離を飛んで影に命中した。

　巨大な氷の塊にぶつかられた影は霧散し、黒いススのようなものがひらひらと舞っている。

「あ、死んだ」

「意外とあっさり……こんなことできるなら、最初からやってくれよ」

　慧はやはり無表情で、飛び散った影と、床に落ちた氷の塊をぼんやりと見ている。

　氷漬けにするまでもなく、俺おれ一人くらい殺傷できる能力を持ってるじゃないか。知らぬところで、俺の命はけっこう危なかったらしい……。

「だって、祐ゆう貴き先輩と軍ぐん曹そうがボクの前にいて、銃を乱射してたから。ぶっちゃけ、二人が邪魔だった」

「だよなー」

　ええ、後輩のおっしゃるとおり。

　だから俺が撃つ前に氷をぶつけたってわけだなー。

「まあ、消えたんだからいいけど……この影、いったいなんだったんだろ？」

「影から現れた。ボクらに襲いかかってきた以上、友好的な存在ではない。銃弾では倒せない。点ではなく面の攻撃でないと効かない。わかった事実はこのくらい。これだけでは、なんらかの推測をすることは難しい」

「……そうだな。貴き理りあたりがなにか知ってそうだけど、まずは地上へ戻ってからか」

　考える時間は、後でいくらでもある。肘ひじの手当てもきちんとしなきゃいけないし、早く軍曹と合流して地上に戻ろう。

「行こう、慧。さっきの端末を出してくれ」

「……まだちょっと早いみたい」

　今度はなんだ――と、訊ききかけて、俺は黙ってミニミを構えた。

「冗談だろ」

　俺おれたちのすぐ前に、さっきと同じ影がもう一体現れたのだ。

　いや、さらに影が次々と湧わき出てきて――四体の影が通路を塞ふさぐようにして立っている。

「慧けい、さっきの氷は？」

「知ってのとおり、誓約エンゲイジを交わす前のヒメ神ガミの能力は弱い。あれだけの氷をもう一度作り出すのは難しい」

「となると――」

　我ながら芸がないとは思うが、残された手はたったの一つ。

「走れ、慧！　振り向かずにまっすぐ！」

「青春っぽい……」

　どうでもいいツッコミを入れつつ、慧が走り出す。

　俺はミニミの照準を影の頭に定めて、引き金を絞しぼった。肘ひじの痛みなんか気にしてられない。着弾を確認する前に、次の影の頭に照準を移して、再び弾丸を叩たたき込む。

　影たちは弾丸など気にもせずにこっちに向かってゆっくりと進んでくる。

　くそっ、やっぱりダメか！

　俺は後ろ向きに走りつつ、ミニミを撃ち続ける。

　まったく、なんでこういちいち戦闘が勃ぼつ発ぱつするのやら。バトルになるなら、せめて話が通じる相手にしたいもんだ。

「あれっ!?　慧、なにしてる！　もっと速く！」

　慧は驚くほど俺から離れていなかった。頭脳タイプというだけあって、どうやら運動は苦手らしい。彼女の走りは、呆あきれてしまうほどの遅さだった。

「……!?　慧、伏せろ、伏せろーっ！」

　俺が叫ぶと、慧はすぐにつんのめるようにして地面に膝ひざをついた。

　彼女がきっちり伏せたのを確認しつつ、俺はまたミニミを撃った。

「ああもう、前から後ろから！」

　さっきの四体に加えて、慧が逃げていく方向にも二体の影が姿を現したのだ。新手に弾丸を撃ち込んでから、慧に駆け寄る。

「おい、慧。大丈――夫っ!?」

　一瞬で、俺の頭から謎なぞの影とか命の危機とか吹っ飛んでしまった。

　それほどまでに――目の前の光景は衝撃的すぎた。

「な、ななな……なんで……」

　俺はそこを凝視しながら、震える声で言った。

「なんでパンツはいてないんだ!?」

「なんでと言われても」

　地面に四つんばいになり、派手にスカートがめくれ上がったまま、慧が淡々と答えた。

　いくらこの通路が薄暗くてもはっきりとわかる。

　めくれたスカートの下には、当然あるべき下着が見当たらず――真っ白な、つるりとしたお尻しりが露あらわになっていた。

「い、いいからスカートを戻せ！　いえ、戻してください！」

「懇願されたらしょうがない……」

　慧けいは仕方なさそうに言うと、スカートを直してそのまま地面にぺたりと座り込んだ。

　えーと、どこから突っ込んだらいいんだろ……。

「ボクは涼しいのが好き。もう夏だし、下着を脱ぎ捨てる季節になった」

「そんな季節は存在しない！」

　先に説明してくれて助かったが、説明になってねぇ！

「態度もスカートの下もクール。それがボクの流儀」

「そんな流儀は捨ててしまえ！」

「でも、祐ゆう貴き先輩。こうしてノーパンでスカートをはくとすーすーして気持ちいい。新たな自分が目覚める。祐貴先輩もやってみればわかる」

「やるかっ！　スカートでノーパンとか、男としても人としても大事なものを失いすぎだ！」

　もう嫌だ……。

　エロ方面にお堅いかなみがどれだけ貴重な存在か、よーくわかってきた。

　いくら顔が可愛かわいくても、エロさとは無縁だった氷ひ室むろ慧がこんな攻撃を仕掛けてくるとは夢にも思わなかった。

　浴衣ゆかた姿を見たときは、もしかしてノーブラなのかと思ったが、まさか下をはいていないとは……。

「ちなみにブラも着けてない」

「この際、それは許す」

　いくら薄い夏服といっても、胸が透すけてるわけでもない。だからそれはいい。

「多くは望まないから、パンツくらいはいてくれ。いくら女子校だからってノーパンはないだろ」

「イヤ！　パンツははきたくない！」

「初めて君の大声を聞いたよ！」

　狭い通路に、俺おれと慧の大声がこだまする。

　こんな薄暗い地下でなんの話をしてるんだ、俺らは。

「祐貴先輩は気にしすぎ。大丈夫、ボクは生えてないから見苦しくない」

「そういう問題じゃねぇよ！」

　幸いというか、お尻が見えただけで大事なところは見えなかったからよかったものの。

　危なく、お嫁に行けなくなるところだったのがわかっているのか、この子は。

「さっきから怖い。祐ゆう貴き先輩がボクのお尻しりを見て興奮してる……」

「興奮してる理由はそこじゃねぇ！」

　いや、少しもそういう理由で興奮してないとは言えないけど！

「でも本当に、祐貴先輩はあまり気にしなくていい。単に、ボクはパンツはかない派は閥ばつの人間だっていうだけ」

「その派閥は他ほかに誰だれが所属してるんだ!?」

　妖よう艶えんなお姉さんとかいるのなら紹介してほしい！

　なんだかもう、突っ込みすぎて疲れてきた……。

「あ」

「今度はなんだ!?」

　って、考えるまでもない。あの影たちがこっちの漫才が終わるのを待ってくれるわけはないよな。

　俺おれはミニミを持ち直して、すぐ背後に迫っていた影に向ける。

　そして、引き金に指を掛けたところで――

　影が、頭から足の付け根まで一直線に切り裂かれた。さらに、真っ二つになった影は細かく切り刻まれて――不意に巻き起こった風が、みじん切りにされた影のかけらを吹き飛ばしてしまった。

「まったく、祐貴さんになにをしてくれてますの」

　不敵な微笑を浮かべながら俺の前に立ったのは、風かざ間まハルカだった。

　彼女はメイド服を着て、重たそうな木刀を右手に持っている。

「影は平面でいたらいいんですわ。立ち上がって襲いかかってくるなんて、何様のつもりですの？　誰が許しても、このＭ奴ど隷れいと御主人様が許しませんわ」

「それ、誰と誰のことだ!?」

「おわかりのくせに」

　そう言って、ハルカはいたずらっぽく笑う。

　奴隷とか御主人様はともかくとして……ハルカが来てくれて、正直助かった。

　戦闘に関していえば、ハルカほど頼りになる人はいない。なんといっても戦闘タイプのヒメ神ガミであり、剣の達人なのだ。彼女の恐ろしさを、俺は身をもって知っている。

「さてさて、まずはこのわけのわからない黒いお方たちに下がっていただきましょうか。私たちの王にちょっかいを掛けたらどうなるか、思い知らせてあげますわ」

　ハルカは木刀を構え、一番近くにいる影に向き直った。

　俺も気を取り直して、ミニミを構える。

「ふふふ、すぐに終わらせて差し上げますわ。私をいじめていいのは、祐貴さんだけですもの」

「人聞きの悪いことを！」

　どうしてこうも、いじめられたがるかな……。どんだけドＭなんだ、この人。

「……って、あら？　襲いかかってきませんわね？」

　ハルカが小さく首を傾かしげた。

　確かに、どの影もぴたりと止まったまま、身動き一つしない。

　さっきまでじわじわとこっちに迫ってきていたのに。

「ん……？」

　俺おれは、思わずぱちぱちと瞬まばたきした。

　今、なんとなく――影がなにか喋しやべったように見えたのだ。顔の部分も黒一色で口などないのに、なぜか言葉を発したように感じてしまった。

「あれ、消えてく……？」

　慧けいがぽつりと言った。

　影は――唐突に、地面に吸い込まれるようにして姿を消してしまう。

　後にはなにも残らなかった。ただ、薄暗い通路がずっと奥まで続いているだけだ。

「なんだったんだ、いったい……？」

「祐ゆう貴きさん、聞こえませんでしたか？」

　ハルカが木刀を持った手を下げて、小さく言った。

「聞こえた？　もしかして、あの影がなにか喋ったのか？」

「ええ……確かに聞こえましたわ」

　なにか話したように感じたものの、俺には聞こえなかった。

　ハルカは、真剣な表情を浮かべてこちらを見た。

「いけないって――」

「え？」

「ここに来てはいけない――って言ってましたわ」





　その後、すぐに軍ぐん曹そうと合流できた。

　俺たちを見つけた軍曹は、見たこともないような嬉うれしそうな笑みを浮かべていた。

　まあ、ひとりぼっちで影に怯おびえていたんだろうからな……。彼女らしからぬ笑顔を見せたのも無理はない。すぐにいつもの鉄面皮に戻ってしまったのは、ちょっと残念だ。

　しかし、入り組んだ地下で一度はぐれておきながら合流してくるとは、さすがと言うしかない。鍛え上げた軍人だけあって、方向や距離を頭の中で測定して俺たちの居場所に目星をつけたんだろう。地味にとんでもない技術だ。俺一人だったら、永遠に地下をさまようハメになっていたかも。

　軍ぐん曹そうも影にぶん殴られたところは大したケガでもなかったらしい。けっこう派手に吹っ飛んでたけど、さすがに鍛え方が違うようだ。

　俺おれたちは慎重に進みつつ、軍曹とハルカが前後を固めて、チャッピーのナビで出口へと向かうことになった。

「そういや、なんでハルカはここにいたんだ？」

「なにをおっしゃいますか。私は忠実なメイドですわ。御主人様のピンチに颯さつ爽そうと駆けつけて、本当に危なくなってからお助けするのは当然のことです」

「タイミングを見計らってた!?」

「私も祐ゆう貴きさんの訓練のお手伝いをしようと思ったんですよ。そうしましたら、慧けいさんと一緒に地下へ行かれてたので、ついて行ったんです」

「最初からついて来てた!?　それならさっさと助けてくれよ！」

「ピンチでもないのに助けてしまったら、恩を売れないじゃありませんか」

「……なにが望みだよ」

　俺はハルカをじろりと睨にらむ。もちろん、そんなことで怯ひるむ彼女でもない。

「いえいえ、望みなんてとんでもありません。ですが、そう言っていただけたときのために、常に荒縄は持ち歩いてますわ」

「荒縄でなにをするの!?　いや、俺にさせるの!?　ていうか、どこに持ってるんだ!?」

「もちろん、ここですわ」

　ハルカは妖あやしげに微笑ほほえんで、メイド服のロングスカートをつまんで軽く持ち上げた。

　そんなところに……。慧といい、女の子のスカートの下にはとんでもない秘密があるもんなんですね……。

「ああ、忘れるところでしたわ。とりあえず、慧さんのお尻しりを見て興奮していたことはかなみさんに伝えておきますわ」

「とりあえずでとんでもないことをやるな！　俺を殺したいのか！」

　どんどんハルカに弱みを握られている気がする。

　それにしてもこの人は、いじめたいのか、いじめられたいのかよくわからん。

「けどまあ……助かったよ。ハルカが来てくれなかったらヤバかった」

「うふふ、気になさらずともかまいませんわ。ですが、ありがたく思ってくださってるなら……そうですね、お礼に私になにをしてもかまいませんわよ？」

「俺がお礼をする側だろ！」

　お礼におまえを好きにしてやるぜ――とか、どんな鬼き畜ちくだよ。

「祐貴さんにいろいろされてしまうのが、私のなによりの望みですのに」

「……まったく」

　俺おれは慧けいと軍ぐん曹そうに合図して立ち止まる。

　ハルカも足を止め、俺は彼女の前に立った。

　そして――

「え……」

　ぎゅっとハルカの身体からだを抱きしめる。

　メイド服に包まれたその身体は細く、柔らかい。ほのかなぬくもりが伝わってくる。

「あ、あの、祐ゆう貴き……さん？」

《ありがとう、ハルカさん。君のおかげで助かった》

　ハルカを抱きしめながら、『王の声オーバーロード』で語りかける。

　憎しみを糧かてにする影カゲヒメであっても、愛されることを望まないわけではない。

　以前、ハルカはそう言った。

　だったら、影ヒメが愛情を求めていなくても――俺が愛情を注そそいではいけないということもないはずだ。

　俺はそっと、ハルカの身体を離す。

「ゆ、祐貴さん……どうして突然……」

　ハルカは顔を赤らめて、もじもじしている。こんな表情をしてるハルカを見るのは初めてだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「なにをしてもいいって言うから、したいことをしただけだよ。まずかった？」

「いえ……別に……」

　こっちはあくまで冷静に言ってるけど、実は心臓バクバクだ。動じずに女の子を抱きしめられるほど、場数は踏んでいない。

　しかし、あれだけいじめてくれだの踏んでくれだの縛ってほしいだの言ってるハルカが、ハグだけでこうも恥ずかしがるとは……。

　やはり、女の子というのはわからないもんだ……。

「で、ですが、この辺りに来るのは初めてですわね。あんなわけのわからない怪物がいるとは知りませんでしたわ。知ってたらもっと早く来ましたのに」

「戦うつもりなのか！」

　話も変わっちゃってるし。もう少し恥ずかしがるハルカを見ていたかったけど、あまりのんびりしている場合でもないか。

　黙って見ていてくれた慧けいと軍ぐん曹そうを促うながして、俺おれたちは再び歩き出す。

「ハルカさん、地下にはよく来てるのか？」

「ええ、地下の散歩は私の趣味ですわ」

「地上の学校にももっと通ったほうがいいと思うけどね」

　ハルカは俺と同級生のはずだが、彼女のクラスさえ未いまだに知らない。ほとんど授業に出てないらしい。ヒメ神ガミはサボリ魔ばかりのようだ。

「私からも質問させていただいていいですか？　祐ゆう貴きさんたちは、結局なにをなさっていたんですか？」

「地下に古い書庫があるらしいんだよ。慧がそこに行きたいって」

　既すでに目的を忘れそうになっていた。あんな怪しい謎なぞのモンスターが出てくるからには、のんきに書庫で調べ物なんてしてられないよな。

「ああ、書庫でしたら生徒会が使ってる『黄おう玉ぎよくの館やかた』でしたっけ？　あそこから地下に降りればすぐですわ」

「えっ、そんなとこに？」

　黄玉の館は、生徒会副会長である俺の仕事場でもある。

　探していた場所が自分の足あし下もとにあったとは……。

「そうだったの……。かなみなら地下への入り口も知っていそう」

　慧はぼんやりと、それでも少し満足そうに言った。

　忘れそうになっていたとはいえ、目的はこれで達成できた。ただ――

「でも、またあの影が出てくるかもしれないしな。調べ物があるからって、地下にはもう行かないほうがいいんじゃないか？」

「ん……大丈夫。今度はラッキーとルンルンも連れてくる」

「あー、慧けいが造ったロボットだっけ」

　前に一度見たことがある。旧型のチャッピーと同じタイプの警備ロボットだ。

「あの子たちは祐ゆう貴き先輩より強いから。影からボクを守って逃がすくらいはやってくれると思う」

「……まあね」

　ハルカのような特殊な例はともかく、慧の戦闘用ロボットの強さは人間なんて比べものにならない。俺おれよりはずっと役に立つだろう。

「ただ、あの子たちがボクを守るのはそうプログラムされているから。でも、祐貴先輩は違う。誰だれに命令されたわけでもないのに、命いのち懸がけでボクを守ってくれた」

「…………」

　慧は、いつもの寝ぼけたような目をじいっと向けてきて。

　少しだけ――ほんの少しだけ口元を緩めた。

　今のは、笑った――のか？

「ありがとう、祐貴先輩。今日は一緒に来てくれて助かった」

「……どういたしまして」

　慧は無表情でなにを考えているのかわからないが、たまに素直なところを見せるから、びっくりしてしまう。

「先輩は軍ぐん曹そうやハルカみたいに強くないのに、身体からだを張れるっていうのは凄すごいと思う」

「おーい、それは褒ほめてるのか微妙だぞ」

「そうかな」

　慧はきょとんとして首を傾かしげている。素直だけど言葉がちょっとおかしい。

「まあいいけどさ、書庫に行くなら本当に気をつけてくれよ。ロボットもいいけど、誰か付き添ったほうが……」

「…………っ」

　ぎろり、と軍曹に睨にらまれてしまう。

　絶対に私は付き合わない、と言いたいらしい。かなりあの影を怖がっていらっしゃるようだ。となると、ここは俺がガードに付くしか――

「慧さんが書庫に行かれるのなら、私が付き添いますわ」

　ハルカが持っていた木刀を軽く一振りした。

「それに、恐らく書庫にはあの影も出ないでしょう。地下を歩いていても、私はあんな影には出会ったことがありませんし。というより、祐貴さんたちが迷い込んだ辺りだけが危険なのだと思いますわ」

「うーん……」

　それも推測でしかないが、ハルカが護衛に付くのなら大丈夫だろう。俺もできる限りは付き添おう。慧けいが書庫の調査をあきらめてくれるのが一番なのだが。

　あの影がまた引き下がってくれるとは限らない。

　なにより、あの影はあまりに不可解すぎる。

「ボクはもっと調査を進めてみる。ヒメ神ガミのことを調べれば、ハルカを倒せるロボットの製作の役にも立つ」

　慧がハルカをじっと見ながら、ぼそりと言った。

　ハルカに守ってもらいながら、彼女を倒す方法を調べる気か。えらい度胸だな。

「ふふ、楽しみですわね。ロボットだろうとなんだろうと、ケンカはいつでもお買いあげいたしますわ」

「こっちも乗り気だし……」

　どんな関係だよ、この二人。

「それと、祐ゆう貴きさん」

「ん？」

　ハルカはにっこり笑って、俺おれの隣にぴったり寄り添ってきた。

「私は今の自分に満足しています。だからなにも心配はいらないのですわ」

「……ハルカさん」

　俺でも気づいたことなんだから、当然ハルカだって気づいているに決まっている。

　あのおかしな影……。

　影カゲヒメとなにか繋つながりがあると考えるのは安直かもしれないが、関係ないとも断定できない。

　起こった現象だけを見るならハルカが姿を見せたとたんに、影たちが消えたとも言える。

　なにより、ハルカだけが――影の言葉を聞いているというところが引っかかる。

　愛情を得られなかったヒメ神は、憎しみを求める影ヒメになる。だったら、その先は？　影ヒメはどうなってしまうのか。

　いくら本人がいいと言っても、ハルカのためにできることがあるならやらなければならない。

　そのためにも、慧には調査を続けてもらうしかないか……。

　妙なオチがついてしまったが、またやるべきことが増えた。

　地上に戻ったら、まずはかなみと澪みお、それに千ち華か姉ねえに会いに行こう。

　会って、話をしよう。

　絶対に――絶対に誰だれも、影ヒメにしないために。



    

  
    
      
３章　乙女の戦い



「よっしゃー、着いたぜ！」

　千ち華か姉ねえはマイクロバスから一番に降りると、ガッツポーズをして叫んだ。

　続いて俺おれが降りると、道行く人たちが、突然現れたポニーテールの美少女に好奇の視線を注そそいでいた。だがもちろん、そんなことを気にする千華姉ではない。タクシーやバスがあちこちに止まっている駅前の景色を興味深そうに眺めている。

　ここの駅は急行が停車するのでそこそこ乗降客は多いが、特に有名でも無名でもない。どこにでもありそうな普通の駅だ。こんなところでも、千華姉には物珍しいらしい。世界中を駆け回ってきた割に、意外と日本のことは知らなかったりするのだ。

「ちょっと……千華先輩、なんか目立っちゃってるわよ」

「あはは、いいんじゃない？　別に悪いことはしてないしさ」

　かなみが恐る恐るといった様子でバスから降りてきて、続けて澪みおも姿を現す。通行人の一部がざわめき始める。

　それも無理ないことだろう。千華姉に続いて、これだけの美少女たちが現れたのだから。

　どうでもいいけど、俺がバスから出たときはノーリアクションでしたね。ええ、平凡な顔ですみませんでした。

　なんてやさぐれつつも、実は俺はとてもご機嫌だった。

　そう、さっきも言ったとおりにここはごく普通の駅前。

　山中に孤立した女の花園でもなく、その地下に広がる謎なぞのダンジョンでもなく、当たり前の、普通の人たちが暮らす町なのだ。

　遂ついに……遂に俺は、シャバに戻ってきたんだ！

　長かった……。

　思えば、Ｇガールズに拉ら致ちされたのが今年の四月。今はもう七月だ。

　俺が山の中に隔離されていた間に、人々は既すでに夏のよそおいに替わっている。

　同じ年とし頃ごろの男子高校生、サラリーマン、暇そうなご老人……鏡に映る自分以外で男の姿を見たのも実に久しぶりだ。同性の姿を見て感動するなんてことが起こるとは。

　ヒメ神ガミたちのことも、周囲の人々のざわめきのことも一時忘れて、俺はすうっと排気ガスくさい空気を吸い込む。

　やはり、来てよかったと心から思う。

　なぜ、俺たちがこんなところにいるのか。理由はごくシンプルだ。

　あれは、俺が慧けいたちとの地下探索を終えたその日の夕方だった――





　神しん堂どう家の屋敷の一角に、貴き理りの執務室がある。

　窓際にアンティーク調のごつい机が置かれており、貴理はその前に座っている。机の上にはノートパソコンと小さな液晶モニターが置かれ、さらに書類やファイルがどっさりと積まれている。

　貴理は家にいるときは、たいていここで過ごしているようだ。

　生徒会の仕事も大変だが、貴理がやっていることは――本物の仕事なんだなと思った。実際に金銭を動かし、おそらく多くの人々の運命すら動かしているのだろう。

　俺おれが執務室を訪ね、用件を切り出すと妹はキーボードを叩たたいていた手を止めて、怪け訝げんな顔をした。

「ヒメ神ガミたちを外へ連れて行きたい……ですか？」

「ああ」

　俺は、一つ頷うなずいた。

　ヒメ神と関かかわっていくことを選んだものの、ケガだの試験だのでほとんどなにもできなかった。

　軍ぐん曹そうに訓練を志願しただけではもちろんダメだ。

　今日、地下で見たあの影――

　あれがなんだったのか考え出すと、どうしようもなく不安になってしまう。

　この不安を消すためには、もっともっとヒメ神と一緒の時間をつくらなくてはいけない。

　我ながら思考が単純だとは思うが、影カゲヒメにしないためには愛情を注そそぐしかないのだ。いつもとは違う場所で楽しい時間を過ごせれば、彼女たちも喜んでくれるのではないだろうか。俺も、普段できないことを彼女たちにしてやれるのではないか。

　ずっとこんな山奥にいては娯楽も少ないし、かなみの怒りっぽさや澪みおの欲求不満も、ストレスを発散すれば少しは解消されるかもしれない。

「兄にい様さま、ヒメ神を連れて行きたいって、どこにですか？」

「それはまだ決めてない。かなみたちに訊きいてから決めようと思って」

　男ならリードしろとか、強引にでも連れ出せとか言われそうだが、はっきり言ってお嬢様たちの行きたがるところなんて想像もつかない。だいたい、ヒメ神の皆さんの考えることはだいたい想像の上をいく。パンツもはかずにふらふら出歩いたりとかね。

「あまり遠くには行かないよ。まだ授業もあるし、ちゃんと日帰りしてくる」

　お泊まりなんて言ったら、かなみは抵抗するだろうし、澪はろくでもないことを企たくらむ可能性がある。

「……ふむ、なるほどです」

　貴理もこくりと頷いた。

「授業のことは気にしなくていいですよ。行き先が決まったら、平日でも気にせずに行ってください」

「えっ、いいの？」

　思わず身を乗り出してしまう。

　ま、まさかこの妹が学校外へのお出かけをあっさりと認めてくれるとは……。

「もちろんかまいません。兄にい様さまがヒメ神ガミ攻略に積極的になってくれるのはいいことです」

「ヤブヘビみたいな気もするけど、もし俺おれが逃げて、そのまま戻ってこなかったらどうするつもりなんだ？」

「あはは」

　貴き理りはどうでもよさそうに軽く笑った。

　俺を信用しているのか、それとも逃げたところで捕まえるのは簡単だと言いたいのか。おそらく、七割の確率で後者だと思うが。

「行き先が決まったら教えてください。ヘリは目立ちますから、車を出してあげましょう。運転手と護衛もつけます。軍ぐん曹そう、Ｇガールズから適当に何人かピックアップしておいて」

「はっ」

　執務机から少し離れたところで置物のように立っていた軍曹が、よく通る声で返事をした。

「護衛は必要ないだろ？　かなみと澪みおなんて、軍隊が出てきても蹴け散ちらしそうだぞ」

「生徒たちにガードも付けずに外に出したら、彼女たちを預かっている桃もも女じよの姿勢が疑われます。それに、ヒメ神の力を見られて騒ぎになっても困るでしょう。桃女内ならともかく、外で人を殺したら犯罪になってしまいますし」

「どこで殺しても犯罪だからな!?」

　人殺しが無罪になるところなんてない――はず。

「ああ、そうだ。ちょうどいい機会ですからあれをお渡ししておきましょう」

　貴理は机の引き出しをごそごそ探り、なにか取り出して俺のそばまで歩み寄ってきた。

「はい、どうぞ」

「……携帯？」

　俺は受け取ったブツをまじまじと眺める。どう見ても携帯電話――それも今流は行やっているスマートフォンとかいうやつだ。いくら俺が高二の今まで携帯を持ったことがないといっても、それくらいは知っている。

「兄様も持っていたほうがいいと思って用意しておいたんです。外に行かれるなら必要でしょう？　それ、うちのグループで作ってる最新機種で、しかも特注品です」

「特注品ね……」

　お年寄りとか子供が使うようなシンプルな機種がよかったのに。通信機器といえば、家の電話と野戦用の無線くらいしか使ったことがない。俺おれにはスマートフォンなんて、未来のアイテムだ。

「既すでに初期設定は済ませて、いろいろとデータも入れてありますので」

「おまえの電話番号とかか？」

　えーと、まず電話帳を呼び出すんだったよな。このアイコンをタッチすればいいのかな。

「って、なんかめちゃくちゃ登録されてる!?」

「桃もも女じよの全校生徒の携帯番号とメールアドレスが登録済みです。さらに、顔写真とスリーサイズを含めた簡単なプロフィール、前・後ろ・横の全身写真とサンプルボイスが参照できますよ」

「なんだその細かいデータは!?」

　得意げな貴き理りの台詞せりふに突っ込みつつ、試しに一人の番号をタッチしてみると、確かに貴理が言ったとおりのデータが登録されていた。サンプルボイスってなんだよ！　なんのために収録したんだよ！

「そこから好みの女の子を見つけて電話すれば、兄にい様さまの部屋へ呼び出せるという画期的なシステムになっています」

「なんの商売だ!?」

「さすがにそれは冗談です。でも、貴理も含めて全員の番号は登録してありますからね」

　ホントだ……ヒメ神ガミたちはもちろん、中等部と高等部の全校生徒の番号が入ってるみたいだ……。

「兄様、その電話を肌身離さず持っておいてくださいね」

　貴理は微笑を浮かべながら言った。

「……当然、ＧＰＳで俺の位置がわかるわけだよな」

「神しん堂どう家の特注ですから、それだけではありません。生徒の個人情報が入ってますし、未発表の技術も使われていますので……いざというときには、証拠隠滅のために大爆発します」

「“〝大”〟爆発!?」

「ご安心を。兄様の操作ミスで爆発したりしません。貴理の遠隔操作でのみ可能です」

「だから怖いんだよ！」

　携帯に爆薬を仕込むという発想が既に尋常じゃないっつーの。

「まったく……ヒメ神たちを連れてそのまま逃げちゃうぞ」

「あはは」

　うわ、また笑われた。

「兄様がどれだけ他ほかの女に目移りしようとも、最後は貴理のところに戻ってきてくれると断じてます」

「決まったことなの!?」

　あと、目移りって人聞きの悪い！　ヒメ神ガミを攻略しろって言ったのはおまえだよな!?

「一応ですけど、兄にい様さまもヒメ神たちをきちんと守ってくださいね」

「……言われなくてもわかってるよ」

「ヒメ神たちは目立ちますから、変なのが絡んでくるかもしれませんが……兄様は五人くらいならどうにでもできますしね」

「まあ、それくらいなら」

　そこだけ聞くと、俺おれってけっこう凄すごい奴やつだよな。まったく全然誰だれにも凄いと思われてないけど。

「ああ、それと……」

「なんだよ、まだあるのか？」

「千ち華か姉ねえ様も連れて行くのですか？」

「ん？」

　貴き理りがちょっと困ったような顔をしている。こいつがこういう表情をするのは珍しい。

「ヒメ神は全員誘うつもりだよ。ていうか、そうじゃなきゃ意味ないだろ」

「それはそうなんですが……」

「なんだよ、言いたいことがあるならはっきり言えよ」

　無礼な口の利き方が気に障ったのか、軍ぐん曹そうが拳けん銃じゆうのホルスターに手を掛けそうになったようだけど、気にしない。貴理への忠義が厚い軍曹といえど、さすがにここで俺を殺したりはしない……よな？

「千華姉様には気をつけたほうがいいと思うのです」

「は？」

　貴理の突然の言葉に、俺はぽかんと口を開けてしまう。

「だから、気をつけてほしいのです。兄様にとっては、小さい頃ころに遊んだお姉さんでしかないのかもしれませんが……」

「そうでもないけどな。変な人になってるっていうのはよくわかったよ」

　俺とかなみと澪みおのヌードを描こうとしていたのはマジだったしな。普通、そんなこと頼まないぞ。

「それだけではないんです。兄様はヒメ神というところに注意がいってるようですが、千華姉様はまぎれもなく神しん堂どうの血を継いでるんですよ」

「つまり？」

「兄様には『王の声オーバーロード』、貴理には『神人一体ホーリイ・ワン』があります」

「…………」

　神人一体は、貴理が持つ能力だ。

　なんでも神の魂を降臨させる能力らしいが、双子である俺おれの魂も自分の身体からだに宿らせることができる。俺は何度か貴き理りの身体の中に入り込んで、とんでもない目に遭あったのだ。

「……千ち華か姉ねえもなんらかの能力を持ってるって言いたいのか？　ヒメ神ガミの能力の他ほかに？」

　千華姉は、ヒメ神としては美を司つかさどる――絵に関する能力を持っている。そして、俺を床にへばりつかせた重力操作の力。あの二つの能力だけでも充分に強力なのだが。

　それ以外にも、まだ能力を隠し持っている可能性がある、と妹は言いたいのだろうか。

「わかりません。神しん堂どう家の全員が能力を持っているわけでもありませんからね。ですが、千華姉様に神堂の能力がないとも言い切れません。それを忘れないでほしいんです」

　貴理の目は真剣そのものだ。

　いつものように俺で遊んでやろうという雰ふん囲い気きは見当たらない。

　それに――言ってることにも筋は通っている。

「わかったよ。まあもし千華姉に能力があったとしても、変な悪さはしないと思うけど」

「だといいのですが」

　妹は、俺のことを心配しているらしかった。

　俺にしても貴理にしても、ろくでもない能力を持っていることは確かだ。同じ神堂家である千華姉がなにかやらかさないか、注意しておく必要はあるかもしれない。

　俺らの姉さんは、ぶっ飛んでるからなあ。





　そんなわけで俺たちは、早くもその翌日にお出かけすることになった。

　別に急ぐ必要もなかったのだが、澪みおがすぐにでも行きたいと言い出したために急な外出になってしまったのだ。

　俺とヒメ神たちは、朝も早くに軍ぐん曹そうが用意してくれたマイクロバスに乗り込んだ。立派なリムジンとか出てきたらどうしようかと思っていたが、用心深い軍曹はきちんと目立たない乗り物を用意してくれていた。もっとも、マイクロバスは防弾仕様で、乗り心地ごこちがいいように足回りをがっちり改造されていたけど。

　その見かけだけ地味なマイクロバスで俺たちは桃もも女じよを出て山を下り、とある町へとやって来たというわけだ。

「なにをボケっとしてるのよ。これからどうするの？」

　鳴なる神かみかなみが偉そうに腕組みして、鋭い声で言った。

　今日の彼女はもちろん私服姿だ。ノースリーブのカットソーに、デニムのミニスカート。スカートはかなり短くて、白い太ももがばっちりと見えている。かなみはこのところ私服はデニムスカートが多いが、このことについては俺は突っ込んではいけないことになっている。「似合ってる」と褒ほめてもたぶん半殺しにされるだろう。

「まあまあ、会長。そう慌あわてなくても、時間はたっぷりあるんだしさ」

　澪みおはにやにやと笑っていて、実に楽しそうだ。

　太ももをさらしているという点では、澪はそれ以上だ。足の付け根まで見えてしまうホットパンツをはき、上は異様にぴっちりしたＴシャツを着ている。澪の素晴らしく巨大な二つのふくらみの形がよくわかってしまう。油断すると、そこばかり見てしまいそうになり、もしそんなところをかなみに見つかった場合は、全殺しだろう。

　つくづく、ケガとか死とかに縁が深くなったものだと思う。母親に鍛えられてなかったら、既すでにこの世を去っていたかもしれない。笑えねぇ。

　それはともかく、ヒメ神ガミを全員連れてくるつもりだったのだが、慧けいは例の書庫にさっそくこもってしまった。ハルカも護衛に付いている。もっとも、書庫の件がなくても慧は学校の外には興味がないらしいし、ハルカは「お外でなく、狭い密室へのお誘いなら喜んで応じますわ」と怪しく微笑ほほえんでいた。

　無理に連れてきても仕方ないので、慧とハルカは別の形で後日フォローすることにした。

　まあ、あまり大勢連れてきても俺おれの手に負えないしな……。

「いやーしかし、驚くほど冴さえない町っすねえ」

「お姉さん、あまり本当のことばかり言ってると家を手に入れる前に刺されますよ」

「あっ、ご、ごめんなさい。今のは姉の失言でした。本当のこと言ってごめんなさい、ごめんなさい」

「…………」

　こいつらもいるし……。

　マツリとシズカのメイド姉妹も同行してきている。なにかあったときのためにお手伝いをするために――とか言っていたが、この二人こそなにかしでかしそうな気がする。

　二人は並んでいると双子のように似ているが、一歳違いらしい。マツリが白、シズカが黒の色違いのワンピースを着ている。死ぬほど目立つメイド服じゃなくてよかった。

　今日初めて、この姉妹が一緒にいるところを見たが、どうやら力関係は妹のほうが上のようだ。元主人である貴き理りにも、恐るべき戦闘能力を持つハルカにも怯ひるまないマツリだが、妹だけは苦手としているらしい。氷のような性格だもんな、妹メイドのほうは。

　などと、可愛かわいげに欠けるメイド姉妹を眺めていると。

「これこれ、そこのメイドガールズ。そんな風にくさしちゃいけないよ。なんたって、ここはユウちゃんが育った町なんだからね」

　千ち華か姉ねえが、ぽんぽんとメイド姉妹の肩を叩たたきながら言った。

　そう、ここは俺が春まで暮らしていた町なのだ。

　はっきり言って、特になんということもない町だ。都会でも田舎でもなく、実に中途半はん端ぱなところだと思う。

　強しいて言うなら、戦前戦後辺りの町並みが未いまだに残っている雑然とした下町だということだろうか。商店も住宅も古い建物が多い。道はかなり入り組んでいて、地元の人間でも完全に把握できないくらいだ。高い建物もほとんどないので、高所から確認するということもできない。俺おれも子供の頃ころはしょっちゅう迷っていたものだ。

　ただ、特徴といえばそれくらいで、わざわざ女の子を連れてくるようなところではない。

　こんなところに来ても面白くないと思うのだが、なんと言ってもヒメ神ガミたちの希望だ。正確には澪みおが強硬に主張し、かなみも別に反対しなかったためにこうなった。千ち華か姉ねえはどこでもよかったらしい。

「んじゃ、とりあえず行こうか」

　澪が張り切って言った。今にも走り出しそうなくらいだ。なんでそんなにノリノリなんだよ。

「行くってどこへ？」

　わざわざ見に行くような名所はこの辺りにはないぞ。

「どこでもいいんだよ。とにかく、祐ゆう貴きが育ったところを見て回りたいんだ」

「はぁ、それはまた物好きなことで……」

　澪はリュウジンスポーツという一流スポーツ用品メーカー社長の娘であり、幼稚園からずっと桃もも女じよに通っていた、正真正銘のお嬢様だ。こんな下町に足を踏み入れたことなんて一度もないだろう。物珍しいのはわかるが……。

「じゃ、行ってらっしゃい。ユウちゃん、気をつけてね」

「ん？　千華姉、どうするんだ？」

　俺が訊きくと、千華姉はにやりと笑った。

　一応説明しておくと、千華姉は桃女の制服姿だ。私服を選ぶのがめんどいという、女の子らしからぬ理由で制服を着てきたらしい。なんてずぼらな。

　でも一番目立ってるのが千華姉のような気がする。美人だというのもあるが、桃女の白い制服はえらく人目を引いてしまうのだ。

「あとは若い人たちだけで。お姉さんは退散するよ」

「なにしに来たんだ、いったい」

　俺が誘ったら、一秒も迷わずに頷うなずいたくせに。

「ぶっちゃけ、あたしは学校の外に出る口実がほしかっただけだから」

　てへっ、と年上とは思えない幼い笑い方をする千華姉。

「口実って……何ヶ月も学校どころか日本の外にいたくせに、なんでまた外に出かけたがるんだよ」

「だってね、聞いてよユウちゃん。ずっと学校サボってたもんだから、貴き理りっちが補習を受けろってうるさくてさあ」

「そりゃ当たり前のことじゃないか？」

　むしろ補習で出席日数をカバーできるならけっこうなことだろう。

「やだやだ、せっかくの夏なんだから遊びたい！」

「さんざん、遊んできたばっかだろ！」

「絵を描くのは遊びじゃない！　女遊びを覚えたユウちゃんとは違うんだよ！」

「自分で遊びたいって言ったんだろ！　後半は、わざわざ付け足す必要あるのか!?」

　なんて人聞きの悪い。むしろ俺おれは女の子に遊ばれてるほうだぞ。

「とにかくあたしは、新たに足を踏み入れた場所はスケッチして回ることにしてるんだよ！　誰だれにも止められない！」

「お止めしません。誰もそんな無駄なことはいたしません」

　ポニーテールを揺らして千ち華か姉ねえが走り出し、その後ろをのんびりとシズカが追いかけていく。

　でもまあ、やりたいようにやらせてあげるのがいいか。

　貴き理りは千華姉を警戒してるみたいだったけど、考えすぎだろう。なにか企たくらんでいそうなのは、どちらかというと貴理のほうだよなあ。

　千華姉から目を離すのは別の意味で心配だけど、シズカがついていれば大丈夫か。メイドだから千華姉の世話はできるだろうし、身をもって体験したように、護衛を務められる腕があるみたいだからな。

「ふう……」

　マツリがあからさまに安心した顔をしてる。苦手とする妹と千華姉がいなくなって喜んでるみたいだ。ちっ、マツリのブレーキ役がいなくなっちゃったよ。

「ちょっと、祐ゆう貴き君。澪みおさん、先に行っちゃってるけどいいの？」

「あっ、まずい。俺らも行こう」

　澪が道も知らないくせに、すたすたと歩いていく。その澪の後ろをマツリが追いかけている。姉メイドも、けなしていた割に町の景色に興味津々のようだ。「この辺なら土地も安そうだし家も買えるかもなー」とかつぶやきながら歩いてる。

　俺は、マイクロバスの運転手に合図を送った。駅で降りたら、こちらが呼ぶまで適当に待機していてもらう手はずになっている。バスはゆっくりとどこかへ走り去っていった。

　これで、俺とヒメ神ガミとおまけのメイドだけ――ではない。Ｇガールズの護衛も二名ついてきている。普通のスーツ姿でＯＬに変装した彼女たちは、若干目つきが鋭すぎるが、下町を歩いていてもさほど違和感はないだろう。軍ぐん曹そうから直々に指名された二人で、腕前も問題ないそうだ。彼女たちはつかず離れずついてくることになっている。

　さてと。

　俺も歩き出し、かなみと二人で並ぶ形になった。彼女は両手を後ろで組み、あまり興味なさげにしている。

　澪みおたちは駅前から離れ、商店街のほうへと移動していく。普通の町の、普通の商店街だ。スーパーや肉屋や魚屋などの食品店、本屋、薬局、文房具店、それに飲食店などなど。ほとんどが個人でやっている小さなお店だ。

　時刻は、午前十一時になろうとしているところだ。だいたいの店が既すでに開店しているが、あまり客が入っている様子もない。さびれてるなあ。

「……かなみには、あんまり面白くないんじゃないか？」

　桃もも女じよのみんなには内緒だが、かなみは庶民の出身である。桃女に来る前にどこに住んでいたかは知らないが、彼女には特に目新しい光景ではないんじゃなかろうか。

「あなたの顔で充分よ」

「え？」

　かなみが、じろりと俺おれを睨にらんだ。別に怒っているわけではなく、これが彼女のデフォルトの表情なのだ。

「あなたの顔を見ていれば充分面白いわ。だから面白さのことは気にしなくていいわよ」

「そ、そうすか」

　別に大して傷つきはしない。かなみの言葉としては、まだまだ優しいほうだ。

「祐ゆう貴き、祐貴、見て見て！　あれがコンビニだよ！」

「は？　そりゃコンビニくらいあるけど……」

　嬉うれしそうに駆け寄ってきた澪の姿に、ふと疑問が浮かぶ。

「澪、もしかしてコンビニに入ったことないのか？」

「あるわけないよ。桃女にコンビニなんてないんだから」

　澪はなんでもないことのように言った。

　この国で、しかも高二の女の子がコンビニ未体験とは……。桃女の教育って微妙に間違ってない？　それくらい体験させとくべきだろ。

「ちなみにウチも入ったことないっす」

　マツリがわくわくした顔でコンビニの中を覗のぞいている。

「え、おまえもないの……？」

「ウチは物心ついた頃ころには神しん堂どう家にいましたからねえ。たまに南の島とかヨーロッパに慰安旅行に連れて行ってもらう以外は、お屋敷の外に出たこともないっす」

「…………」

　えらく軽い調子で、とんでもないことを言われたような……。

　そういえば、ガキの頃に屋敷の離れに同い年くらいの子供が何人もいるって聞いた記憶がある。俺は離れには全然近寄らなかったけど、もしかして俺とマツリって小さい頃にすぐ近くにいたのか？

「ねえ祐ゆう貴き、ちょっとコンビニ入ってみたいんだけど」

「あ、ああ。いいんじゃないか？」

　今日は暑いし、冷たい物を買っておくのもいいだろう。

　かなみも無言で頷うなずいてくれたので、俺おれが先頭に立ってコンビニに入っていく。平日の午前中だが、そこそこ客はいるようだ。

「へえ、これがコンビニかあ」

「これでウチらも今時の若者の仲間入りっすね」

「ちょっ、おい」

　俺は慌あわてて、澪みおとマツリに黙るように手で制する。

　ただでさえ目立つのに、常識を超越したことを言わないでほしい。

「マツリちゃん、あっちに雑誌があるよ」

「おーっ、エロいやつもありますね！」

「エロいのは見るなよ！」

　聞こえたのか聞こえてないのか、澪とマツリは早足に雑誌コーナーへ向かう。まさかと思うが、雑誌すらあの二人には珍しいんだろうか。

「そういや、桃もも女じよの子たちってどうやって買い物してるんだ？　週末に外出許可取って買いに行ってるのか？」

　物もの凄すごく今さらな疑問だけど。

　俺は特に物を必要としないし、日用品はいつの間にか補充されてるんで、買い物をした記憶がない。服もこの町に住んでた頃ころの物をそのまま使っている。

「外へ買い物に行く子はほとんどいないはずよ。桃女から一番近い町でも、かなり距離があるからね。日用品は定期的に寮に届けられてるわ。服はたまに業者が山ほど持ち込んできて、体育館に並べてくれるのよ。趣味の物とかはネット通販で買ってる子も多いわね」

「へえ、そうなのか……」

　体育館で服を売ってるなんてまったく知らなかった。全部女物だろうから、俺には関係のない話だけどな。

「まあ、澪さんもマツリさんも雑誌の立ち読みなんかはしたことないでしょう」

「それも凄い話だなあ……」

　未開の部族じゃあるまいし、立ち読みもしたことないなんて。いくらなんでも箱入りすぎる。桃女の生徒をみんなこの町に連れてきて、庶民の生活を視察させたほうがいいんじゃあるまいか。

「あたしはいいから、澪さんたちについていてあげれば？　お金も払わずに商品を持っていきかねないわよ」

「っと、そうだな」

　澪みおもそこまで世間知らずじゃないと思うが、コンビニ初心者という得体の知れない生き物を放ほうっておくのもよろしくない。

　いつの間にか、澪もマツリも雑誌コーナーから離れて店をのんびりと見て回っているところだった。

「あ、祐ゆう貴き。コンビニってなんか面白いね。一つのお店にこんなに細こま々ごまといろいろあるなんて」

「それがコンビニの売りだからな。ちょっとした物を気軽に買えるのがいいんだよ」

「安い物ばかりだしね。その気になれば、店をまるごと買えそう」

「そ、そこまでは無理……じゃないか？」

　でも澪の実家のリュウジンスポーツって超大手だしなあ。澪も相当に金持ってんだろうなあ……。

「ウ、ウチは怪しい者ではありません！　アレがウチの御主人様ですから、文句はアレを通して言ってください！」

「…………」

　お菓子の棚をいじり回していたマツリが男性店員に注意されて、苦し紛れに人に責任を押しつけようとしていた。仕方なく俺おれが頭を下げると、店員は苦笑してレジに戻っていった。

「ねえねえ、祐貴」

「うん？」

　澪が商品の棚の前で難しい顔をして首をひねっている。

「とりあえず、コンドームは何箱買っておけばいい？」

「買うのか！　つーか、まとめて買う気か！」

「だって、会長に使う分もいるでしょ？」

「いらないわよ！」

　かなみは聞いてないようで話を聞いてたらしく、鋭くツッコミを入れてきた。これからは俺の代わりに、ツッコミ役を引き受けてくんないかな。

「ああ、そうか。会長は避妊しない派なんだっけ」

「そんな派は閥ばつに属した覚えはないわ！　前のどうでもいい話を蒸し返さないで！」

「でもさ、桃もも女じよだと手に入れにくいし、この際ここで買い込んでおいたほうが」

「そんなもの使う予定はない……わよね!?」

「こっちに訊きくの!?」

　突っ込みつつ、俺はぶんぶんと首を振った。

　使います、なんて言ったら間違いなくこのコンビニが俺の終しゆう焉えんの地となってしまう。

　あっ、また店員が嫌そうな顔してこっちを見てる。

「い、いいからなんか適当に飲み物を買おう。そうしよう」

　俺おれはかなみと澪みおの背中を押して、飲み物のコーナーへ移動する。

　さっさと店を出たいところだけど、なにも買わずに出るのも申し訳ない。

　なんでちょっとコンビニに入ったくらいで騒ぎになるんだよ……。





　それからしばらく、俺たちは商店街をうろうろと歩き回った。

　正午を回ると、マツリが腹が減ったと騒ぎ出したので、俺がたまに行っていたラーメン屋で昼食を取った。お世辞にも立派だとは言えないラーメン屋なのだが、俺が常連だった店――が澪の希望だったので仕方ない。

　店はボロいけど、味はしっかりしていたのでお嬢様方とメイドも満足してくれたようだった。特に澪はラーメンが気に入ったらしく、「こんな美う味まいものがあったのか！」と替え玉まで頼んだくらいだ。胸のでかい美少女二人と騒がしい三つ編み娘の登場に、店の大将も相当びっくりしてたけど。

「いやー、それにしても美お味いしかったね。あのラーメン屋さん、桃もも女じよまで出前に来てくれないかな」

　食べ終えて外に出ると、澪が上機嫌で無む茶ちや苦く茶ちやなことを口走った。

「遠すぎるだろ。それに大将は男だから、桃女には入れてもらえないって」

「それもそうか。となると、祐ゆう貴きが大将さんの技術をマスターするしか……」

「澪にラーメンを食わせるためだけに弟子入りしろと？」

　将来のことを考えると、それも悪くないと思えちゃうのが悲しい。手に職をつけておけば、学歴が「女子高卒」でもまだ将来に望みを持てるかもしれない。

「祐貴の料理は、うちの子たちにも評判いいからね。あのラーメン屋さんレベルにまでなれば、もっとみんな喜ぶよ」

「別に俺は飯を作るために桃女にいるんじゃないぞ……」

　俺は料理屋でバイトしていたこともあるので、一通りの料理はできる。ちょっとしたきっかけで、澪とその友人たちに庶民の料理ってやつを食べさせたらえらく気に入られたのだ。その後、ちょくちょく彼女たちに食わせてやっている。

「特に体育会系の子たちは祐貴の料理が気に入ってるんだよね。みんな運動するから、味付けが濃い祐貴の料理が口に合うのかも。あの葉は月づきだって、美味しいって言ってるよ」

　澪はにこにこと笑いながら言った。

　俺を嫌ってる葉月にさえ認められているのか。ふむ、それなら俺の腕前も捨てたものじゃないな。味付けをもっと工夫してみるのもいいか……。

「葉月、前に『神しん堂どう祐貴の手と舌だけは生かしておいてもいいです』って言ってたよ」

「全然嬉うれしくねぇ！」

　なに、その猟奇的な生かし方。

「あなたほど、いろんな意味であちこちから狙ねらわれている人間も珍しいわね」

「…………」

　かなみの毒舌にツッコミを返せない。怖すぎるが、事実だからだ。

「って、あれ？　かなみ、それ？」

「なによ？」

「いや、髪の毛結んだままだからさ」

「え？　ああ、すっかり忘れてたわ」

　かなみが自分の長い髪の後ろに手をやった。クセのある栗くり色いろの髪は、ゴムで束たばねてある。さっきラーメンを食べるときに邪魔だからと結んだのだ。

「そういや、かなみが髪型変えてるのは初めて見たかも。うん、それも可愛かわいいな」

「なっ……！」

　かなみの顔が瞬時に真っ赤になる。

「だ、だからどうしてあなたはそういうことを！　いくら髪型を褒ほめたって、髪で首を絞めてあげないわよ！」

「髪で絞められて喜ぶ性癖なんてないよ！　つーか、褒めたのに怒られた！」

「女心は複雑怪奇なんすよ、旦だん那な」

　マツリが、不動産屋のガラス戸に貼はられた物件を眺めながら言った。怪奇は余計だと思う。

「まったくあなたは……どうあってもあたしに手を汚させたいのかしら」

「と言いつつ、髪をほどこうとしないところが可愛いよね、会長は」

　澪みおがからからと笑う。

「うるさいわね！　暑いから結んでおくだけよ、他意なんてないわよ！」

「段々、わかりやすいツンデレになっていきますねえ」

「…………」

　かなみはマツリを睨にらむだけでなにも言い返さなかった。今のは確かにツンデレっぽかったもんなー。自分でも否定できなかったんだろう。

「うーん」

　澪も不動産のガラス戸を見ている。いや、ガラスに映った自分を見ているようだった。

「わたしも髪伸ばそうかなあ。泳ぐとき邪魔になるから短くしてきたけど、もう大会に出ないならその必要もないし」

　ショートの髪をいじりながら、いろんな角度から自分を見ている。澪は元がいいから、どんな髪型をしても似合うだろうが……。

「わたしエロいから、髪が伸びるのも早いよね」

「それ、自分で言う奴やつも珍しいんじゃないかな……」

　実際、澪みおはガチでエロいけどね。ド迫力の巨乳ボディの持ち主で性格もエロいとか、反則すぎる。

「祐ゆう貴き君も充分、伸びるの早そうよ」

「うっ」

「それで、そのエロい祐貴君はこれからどうするの？　ご飯も食べたことだし帰るの？」

「エロいのは決定なんだ……」

　これでも、かなみと澪と何度も宝石の宮パレスに泊まって、一線を越えるのを我慢してるのに。手を出す度胸がないだけとも言うけど。

「ちょっと待って。いくらなんでも帰るのはまだ早いよ。全然遊び足りない」

　澪はご不満のようだ。

　まあ、時間をかけて山から下りてきたんだから、すぐに帰るのが嫌なのもわかる。

「ただ、言っとくけど、遊べる場所ってこの辺だけだぞ。商店街を抜けたら、もう住宅街しかないし」

「ふーむ。そっちは、後回しにするとして」

　後で行くのかよ。お嬢様が一般市民のお家うちを眺めても面白くはないだろうに。

「祐貴は普段、どんなことして遊んでたの？」

「遊んでない。友達いなかったから」

「ううっ」

　俺おれの言葉に、マツリがわざとらしく目め頭がしらを押さえた。メイドに忠誠心を期待したりはしないが、人としての気遣いくらいはあってもいいんじゃなかろうか。

「友達かあ……うーん」

　澪がなにやら指折り数えながら、ぶつぶつ言い出した。

「確かに友達はいないけど、彼女が二人と、彼女候補も五人いるんだから幸せだよね」

「幸せ、かなあ……」

　否定はしないけど、その幸せは苦悩と隣り合わせのような気がしてならない。

「どーんっ！」

「ぐわっ」

　何事かと振り向くと、俺の背中を思い切り突き飛ばした千ち華か姉ねえが満面の笑みを浮かべて立っていた。その後ろには置物のように気配の希薄なシズカもいる。

「ち、千華姉……戻ってきたのか」

「おうともさ。はい、これお土産みやげ」

　千華姉はスケッチブックを俺に差し出してきた。ぱらぱらとページをめくると、この町の風景のスケッチ画がいくつも描かれていた。しかも、どれもやたらと緻ち密みつだ。

「え、こんなに描いたの？　千ち華か姉ねえと別れてから二時間も経たってないよな？」

「世界スケッチ旅行で鍛えたからね。早く描かないと、砲弾とか飛んでくるところもけっこうあったし」

「千華姉……あなたはお嬢様としても女の子としてもいろいろ間違ってます」

　しれっとなんてこと言ってるんだ。もしかして、俺おれが母親から受けてたサバイバル訓練以上にヤバいことやってたんじゃないか。

「絵はひとまずこんなもんでいいや。あたしもちょっとは遊ばないとね」

「ちょっと？」

「ユウちゃん、お姉さんはあそこに入ってみたいぞ！」

　そう言って千華姉が指さした先にはビルがあり、ビルに設置されている看板には――

「カラオケボックス……？」

「そう、カラオケ。やっぱし、今時の若者の遊びといえばカラオケでしょ！　おシズ、よろしく！」

「かしこまりました」

　シズカは頷うなずくと、ワンピースのポケットから携帯電話を出して、どこかと話し始めた。すぐに通話を終えると、シズカは千華姉に一礼した。

「お待たせしました、千華様。あそこのカラオケボックスを神しん堂どう家で貸し切りにしましたので。どうぞご自由にお使いくださいませ」

「ありがとう、おシズ」

「いえ、それより千華様……」

　シズカは千華姉に近づいてこっそり耳打ちを始めた。

　なんか嫌な予感がするけど、それより……。

「ちょっと待った、シズカ。貸し切りはまずいだろ。俺らの都合で他ほかのお客さんを締め出すようなマネは……」

　俺がそう言うと、シズカは千華姉から離れて小さく首を振った。

「怪しい者がいないか、あるいは入店してこないかいちいちチェックするのは面倒――非効率的です。ヒメ神ガミ様たちの安全のためですから、文句は受け付けられません。あまりうるさく言ってウチの機嫌を損そこなうと、今度姉と二人で夜ばいをかけさせていただきます」

「なにその脅おどし！」

「なんでさりげなくウチまで巻き込まれるの！」

　マツリも妹メイドの言葉に、目を見開いている。

「だって、ウチ一人で夜ばいなんて、どんなことを強要されるかわからないから怖いじゃないですか。この際ですから、死なばもろともです、お姉さん」

「旦だん那なよりシズカが怖いっ！」

「鬼かおまえは！」

　マツリと同じタイミングで突っ込んでしまう。

　ていうか、俺おれも鬼だと思われてないか。自分から夜ばいをかけておいて、なにをされるかわからなくて怖いとかいうのは、おかしいだろ。

「はいはい、ユウちゃんもマツリんも興奮しない。それより、ただ歌っても面白くないからちょこっとルールを作ってみよう。ちょうどいいことに、あのお店にはアレがあるみたいだよ」

「アレ？」

　俺が首を傾かしげると、千ち華か姉ねえはにんまりと笑った。

「コスプレ衣装の貸し出しがあるんだってさ」

「…………」

「…………」

　わざわざ見なくても、かなみが俺と同じ表情をしているのがわかった。

　下町の娯楽施設のくせに、余計なオプションを用意しやがって……。

　ただ歌うだけで終わってくれれば、まだよかったのに……。





　千華姉の決めたルールは単純明快だった。

　かなみ、澪みお、千華姉の三人で順番に一曲ずつ歌う。一ターンごとに順位を決めて、トップの人間が衣装を指定し、三位の人間が着る。次のターンはもちろんそれを着たまま歌う。

　まあ、選曲が重要になってくるなとか、二位が一番美お味いしくないなとかいろいろ思うことがあるのだが……。

「なんで、俺が順位を判定するの？」

　俺は隣に座っている千華姉に、率直に訊きいた。

　店員に案内されて入ったカラオケルームは十人用の部屋で、俺とヒメ神ガミ三人だけでは広すぎるくらいだった。マツリとシズカは「使用人の分際で御主人様たちの楽しい宴うたげに同席できません」と適当なことを言って別の部屋で歌っている。トラブルの予感を嗅かぎつけて逃げたわけですね、あいつら。

　カラオケルームにはソファとテーブル、それに壁際に大型モニターとカラオケの機械がある。そして、機械は得点も表示できるタイプだ。

「順位なんて、得点どおりでいいんじゃないか？」

「それじゃ面白くないじゃん。難しいことは考えずに、ユウちゃんがいいと思った順番を言ってくれればいいんだよ」

「そのシステムだと、俺おれの意図が入っちゃうんじゃ……」

　あの子は負けが続いてるから次は勝たせてあげようとか、あの子のコスプレが見たいから上う手まかったけど負けにしちゃおうとか。

「そこが面白いんじゃん」

「やっぱりそうか！」

　いい笑顔でなに言ってんだ、この姉ちゃん。

「複雑な人間関係がほの見えたり、ユウちゃんが順位を決めかねておろおろしたりすると楽しいよね」

「楽しいのはあんただけだよ……」

「んじゃ、ユウちゃんもコスプレする？　ふーむ、ハゲヅラとか全身タイツとかイロモノ系コスもけっこうあるなあ」

「順位の判定役、謹つつしんで受けさせていただきます」

　俺は深々と千ち華か姉ねえに頭を下げる。

　ヒメ神ガミの皆さんは揃そろって美形で文句のつけようがないけど、こっちは外見で彼女たちを満足させることはまずできない。ただでさえ俺の容姿は落第点なんだから、これ以上ヒメ神たちを失望させたくない。

「まあでも、桃とう花か杯はいじゃないんだから、勝ち負けもそんなに重要じゃないよな」

「そうでもないみたいよ。ほら」

　千華姉が、テーブルを挟んで俺たちの正面のソファに座っているかなみと澪みおを親指で示してみせた。

「コスプレは嫌、コスプレは嫌、歌うのは嫌だけど、コスプレはもっと嫌……」

「コスプレしたい、コスプレしたい、でも負けたくない……」

　二人が、呪じゆ文もんのようにぶつぶつつぶやいている。言うまでもないが、コスプレを嫌がっているのがかなみで、コスプレしたがっているのが澪だ。

　そういや、澪は前にやってたナースのコスプレがずいぶん気に入ってたらしいからな……。

「責任重大だね、ユウちゃん」

「あんた、他人事だと思って……」

　この人は余裕だな。勝っても負けてもどっちでもよさそうだ。

　言い出しっぺということで、一番手は千華姉が務めることになった。タッチパネルの端末で曲を選択し、音楽が流れ始める。

「それでは、神しん堂どう千華、いきまーす」

　千華姉が選んだのは、誰だれでも知っている有名な洋楽の曲だった。音程もリズムもきちんとしていて、英語の発音もクリアだった。ちょっと意外だけど、千華姉の才能は絵だけではないらしい。

　ジャンケンの結果、二番手はかなみになった。彼女が選んだのは、二年ほど前に人気があったガールズバンドの曲だった。これまた音もリズムもしっかりしていて文句のつけようがない。ただ……。

「なんか、かなみんの歌って無感情だね。今時、機械音声でももうちょっと感情込めて歌ってくれるよ？」

「ぐっ……」

　自覚があるのか、千ち華か姉ねえの厳しい評価にもかなみは反論しなかった。まあ、なんか恥ずかしがってるもんなあ……。感情を込めるのは照れくさいんだろう。

　そして、一ターン目の最後は澪みお。

　流れてきた曲は――

「あれ、これは……」

　激しいギターソロから始まる、アップテンポな曲。確かこれは桃とう花か杯はいのときにマツリが流していた『セラフ』の曲だ。ここ一年ほどでヒットチャートに入りまくっている、本物の歌唱力を持った歌姫。顔も公開しておらず、一切のプロフィールが不明というミステリアスなところも受けているらしい。攻撃的で、狂気すら感じるほどの激しい曲が多く、特に若い年齢層に大人気だとか。

　浮世離れしていて孤独で無趣味な高校生だった俺おれでも知っているという時点で、『セラフ』の知名度がわかるというものだろう。

「おー、やるなあ澪ちん」

　千華姉が腕組みして感心している。

　前の二人に比べれば、澪の音程の取り方やリズム感はいまいちだ。

　だがしかし、そんなことは気にならないくらいに、歌に迫力が満ちている。腹筋を鍛え上げているたまものか、声量が半はん端ぱじゃなく、歌声がびりびりと頭に響いてくる。『セラフ』の荒々しい曲も、澪の凛りんとした声にはぴったりだ。

　意外な特技だなあ……。

「……はいっ、竜りゆう崎ざき澪でした！　どうもありがとーう！」

　おーっ、と俺と千華姉がぱちぱちと拍手を送る。

　これは一位は決定――って、ああっ！

「むううう……」

　かなみが凄すごい顔をして、なぜか俺を睨にらんでいる。そこは、澪を睨むところじゃないか？

「さて、これで一ターン目は終わりだね。そんじゃユウちゃん、判定をどうぞ」

「……えーと、二位は千華姉で」

「どっちが一位なのよ、早く言いなさいよ！」

　かなみに怒られてしまいました。俺おれが悪いの？

「まあ、その……澪みおが一位じゃない……かなあ」

「んじゃあ、会長。このコスプレでよろしく」

「もう選び終えたのかよ！」

　澪め、自分の勝利を確信していたな。勝敗は明らかだったけど！

　澪がコスプレのカタログをかなみに見せている。かなみの顔は明らかに暴発寸前だが、負けは負けなので真面目まじめな彼女は拒否できないだろう。

「…………行ってくるわ」

　修羅のような顔をして、かなみが部屋から出て行った。コスプレ衣装はビルの地下にあるらしく、そこまで行って着替えてくることになっているのだ。

「澪、なにを指定したんだ？」

「それは見てのお・た・の・し・み♪」

　すげー楽しそうだな、澪。自分がコスプレするだけじゃなくて、人にコスプレさせるのも嬉うれしいようだ。

　ジュースを飲んだり、俺まで歌わされたりしつつ待つこと数分。

　ガチャリと音がして、ゆっくりドアが開かれた。

「うわ……」

「おお……」

　澪と千ち華か姉ねえが感嘆の声を漏らす。

　部屋に入ってきたのは、ゴスロリ姿の美少女だった。

　鳴なる神かみかなみは純粋な日本人だが、容姿はどことなく洋風である。髪も栗くり色いろだし、肌も真っ白で人形のようだ。

　そんなかなみに、ひらひらふりふりのゴスロリドレスは異様なくらいに似合っていた。

「かなみ可愛かわいい！　ヤバイ！」

「あなた、いきなりそれなの!?」

　ゴスロリかなみが、顔を真っ赤にして突っ込んでくる。

「俺と付き合ってくれ！」

「普通に告白されたのは初めてだわ！」

「なんなら友達からでもいいから！」

「もうそんな段階じゃないでしょ！　って、なに言わせるのよ、このバカ！」

「ぐっ！」

　ひらひらのロングスカートが揺れて、かなみの鋭い蹴けりが俺のふくらはぎに叩たたき込まれた。

　しかし、そんなことはどうでもいい。

「可愛かわいい！　付き合って！」

「それしか言えないの!?」

「どうどう、ユウちゃん、落ち着いて。あまりしつこく言ってると黒くろ焦こげだよ」

「…………はっ!?」

　俺おれはようやく、我に返る。

　しまった、かなみのあまりの可愛さに正気を失ってしまっていた。

「こ、この男は……本気で殺しておけばよかったわ……」

「それより次！　次に行こう！」

　かなみのコスプレ姿に刺激されたのか、澪みおがえらく興奮している。

「千ち華か先輩、まさか一回だけで終わりじゃないですよね！」

「そうよ！　勝ち逃げは許せないわ！」

「え、ああ。うん、もちろん」

　かなみと澪の剣幕に千ち華か姉ねえがちょっと押されている。二人とも、本格的に火が点ついてしまったようだ……。

「やはりコスプレは祐ゆう貴きの性欲を刺激している……勝ってばかりはいられない……」

「恥ずかしがってる場合じゃないわ。本気を出さないと、もっと辱はずかしめを受けるハメになってしまうわね……」



    

  
    
      



    

  
    
      　以前、かなみと澪みおが争うのは止やめたとか言っていた気もするんだけど、微妙に桃とう花か杯はいの再現になりつつあるような。

　とにかく、二ターン目がスタート。

　勝者が一番手ということで、澪が最初に歌った。同じく『セラフ』の曲で、今度はスローバラードだった。少し暗く感じる曲だったが、澪の張りのある歌声は胸にしみた。上う手まく歌えてしまって、本人は微妙そうな顔をしていたけれど。

　千ち華か姉ねえはこれまた洋楽で、これまたそつのない歌いっぷりだった。この人、負けることはないんじゃないかな……。

　そして、問題の三番手。

　かなみが歌ったのはなんと――

「え、演歌？」

　澪が驚くのも無理はない。

　かなみが歌っているのは、国民的演歌歌手の有名曲だった。彼女の演歌は素人しろうと離れしていて、こぶしもきっちり入っている。かなり歌い慣れているようだ。洋風美少女がゴスロリ姿で演歌というのも、シュールでなんか面白い。

　情感に満ちた歌が残念ながら終了してしまうと、かなみはぎろりと俺おれを睨にらんできた。

「笑うなら笑いなさいよ！　でも負けるよりは勝って笑われるほうがマシだわ！」

「い、いや、笑わないって。上手かったよ、マジで。演歌なんて歌えたんだな」

「そ、それは……お母さんが得意だったからいろいろと伝授されてて……」

　かなみは、ごにょごにょと独ひとり言ごとのようにいった。

　そうか、母親譲りの歌だったのか……。

「ええと、じゃあ今回の勝者はかなみってことで。俺の好みのせいで悪いけど、暗い曲は苦手だから……最下位は澪」

「当然ね。切り札を見せたんだから、これで勝てなかったらあたしまでバカだわ。さて、澪さんにはなにを着てもらおうかしら」

「くっ……嬉うれしいような悔しいような！」

　澪が言葉どおり、複雑な表情を見せる。

　つーか、俺も順位つけるのは心が痛むんだけど、何回くらい続くんだろう、これ。

　かなみも澪も勝負にはこだわるタイプだから、自分が満足いくまで延々と続けそうな気がする。

　にこにこと嬉しそうに笑ってる千華姉が、適当に終わらせてくれることを祈ろう。





　俺の予想どおり、勝負は延々と続いた。

　最初に何本勝負と決めておくべきだったが、後の祭り。

　千ち華か姉ねえが負けたのは、ほんの二回だけ。巫み女こ装束と軍服のコスプレはなかなか似合っていた。この姉さんもとんでもない美人なんだよなあ。

　だがやはり、なんというか……かなみと澪みおでトップと最下位を決めないと盛り上がらない空気がつくられちゃってたような。

　かなみの魂がこもった演歌と、澪がかなり聞き込んでいる『セラフ』の曲の対決は、勝ったり負けたりを繰り返していた。

　メイド、チャイナドレス、ミニスカポリス、シスター服、ＣＡ、ナース、体操服、有名アニメのコスチュームまで無駄に品しな揃ぞろえが豊富なのには驚かされた。ていうか、変なことに使ってくださいと言わんばかりだよな、これ。

　まあ正直言って、俺おれとしてはとても美お味いしかったです。かなみも澪もやはり、素材としては最高だし。

　特に澪のバニーガール。これはたまらなかった。大きく開いた胸元と、網タイツがあまりにもエロすぎた。胸の谷間にチップを挟んでやろうかと思ったくらいだ。やってたら、引かれたと思うが。

　そして、かなみのウェイトレス服！　胸を強調したデザインと、軽く屈かがんだだけでパンツが見えるミニスカートが素晴らしかったのはもちろんのこと、千華姉のリクエストであのかなみがウェイトレスとしてジュースを運んできてくれたのはなんだかゾクゾクしたね。ツンデレ喫茶とかいう店が実在したらしいが、そこに通ってしまった客の気持ちがわかるような気がした。強気で勝ち気な子が世話をしてくれるのって、なんとも言えない倒錯した喜びを感じてしまう。

　つーか、こんなことを長々と説明してる俺は、相当に気持ち悪いよなあ。

　でも可愛かわいかったんだよ！　これで興奮しなかったら男じゃない！

　勝負の判定をするのは、やっぱりキツかったけど。判定を下すまで、かなみと澪がじーっと俺の顔を見てるんだもんなあ。どっちを選ぶんだコラ、と詰め寄られているようでちょっと怖かったです、はい。

　とりあえず、三時間以上ぶっ通しで勝負が続いたのでさすがに女性陣も限界になり、休憩ということになった。俺は部屋を出て、トイレへ向かう。

　しかし、この勝負、どこまで続くのかなあ。

　ヒメ神ガミたちの可愛さで癒いやされるのも限度があるような。俺の胃もキリキリと痛み始めてるぞ。

　そんなことを考えつつ、トイレから部屋に戻る途中――

「…………っ!?」

　いきなり近くのドアが開いて、誰だれかに手を引かれた。

　そのまま部屋の中に引っ張り込まれ――押しつけられるようにして、ソファに座らされてしまう。

「…………澪みお!?」

「はーい」

　笑顔の澪が、驚くほど間近にいた。

　彼女は正面に立ち、ソファに座った俺おれの肩をがっしりと掴つかんでいる。

「なっ、なんなんだ？」

「せっかくだから、少しは祐ゆう貴きと二人きりになりたいと思って。こういうところに来るチャンスもあんまりないしさ」

　わかるような、わからないような理由だった。

　今、澪が着ているのはチアガールの衣装だ。異常に短いスカートも凄すごいが、それより現実のチア衣装ではありえない、胸元の深いＶの字の切れ込みが気になる……。

　澪が屈かがみ込むような体勢になっていて、俺の目線の高さにその胸元が……。

　もしかして澪さん、ノーブラなんじゃないですか？　ぽよぽよと柔らかそうな胸が三分の二くらい見えてるのに、ブラの布地が見当たらないんだけど？　慧けいじゃないんだから、あなたのその凶悪な二つのふくらみを露あらわにしてるといろんな意味で危険だぞ？

「つーか、二人とも戻ってこなかったら、不審に思われるだろ。特にかなみが……」

　かなみが様子を見に来て、二人きりでいることがバレたら危ない。主に俺の命が。

「大丈夫だって。あのプライド高い会長だよ？　祐貴のことが気になって様子を見に行ったりとか、絶対できないって」

「そうかも……しれないけど」

　かなみのプライドの高さはガチだからなあ。偶然を装よそおって現れたり、とか白々しいこともまずやらないだろう。

「それに、千ち華か先輩と話し込んでたし。『祐貴とどうやって誓約エンゲイジしたのか』とか、『最初に誓約したんだからもうだいぶ進んだだろうけど、今はどの辺？』とか聞き出してるみたいだったよ」

「千ち華か姉ねえはそんなこと聞いてどうすんだろ……」

「はは、千華先輩の考えなんて想像するだけ無意味だよ。常人とは思考回路が違うんだから。そういうわけで――よいしょっ」

「わっ」

　澪がぴょんと軽く跳んで、俺のももの上に座り込んだ。

　一瞬の衝撃の後で、澪の剥むき出しの足の感覚が伝わってくる。

「な、なにしてんだよ、澪」

「もちろんスキンシップだよ。重いかもしれないけど、ちょっと我慢して」

「そう……でもない」

　軽いとは言わないけど、鍛えていて筋肉質な割にそれほど重くない。

「それはよかった。さあ、スキンシップ、スキンシップ」

　澪みおは嬉うれしそうに笑って、俺おれの頬ほおを撫なでてくる。

「ちょっ、なにやって……スキンシップなら宝石の宮パレスでできるだろ」

「外でやるからいいんじゃない。やっぱり、お出かけした先だと心も身体からだも解放的になるっていうか」

「澪はデフォルトで解放的だと思う……」

　ヒメ神ガミで――というより、桃もも女じよでもっとも性に解放的なのではなかろうか。澪に迫られたのは一度や二度じゃないもんな。あらためて言っておくけど、俺たちはまだ一線は越えていないですよ？

「ところで祐ゆう貴き。さっき、会長がウェイトレスのコスプレしてたとき、食い入るように見てたよね」

「え」

「祐貴はああいうのがいいんだ……ちぇ、わたしも着たかったなあ」

「べ、別にウェイトレスが好みってわけじゃ」

　俺がバニーガール澪をじっと見ていたことには、気づいてらっしゃらないらしい。澪はかなみを、かなみは澪を意識しすぎなんじゃないだろうか。

「じゃあ、キスして」

「なんでいきなり!?」

「理由を言わなきゃしてくれないの？」

「…………」

　澪が、大きな瞳ひとみをすうっと細めて、切ない視線を向けてくる。

　その目は反則だろ……。

　俺は澪の腰を軽く抱き寄せ、顔を近づける。

「ん……」

　唇を合わせると、澪が小さな息を漏らした。

　柔らかくて熱い澪の唇の感触が伝わってくる。

「ん……ふぅ……キスするの、何回目だっけ……」

「……数えてないよ」

　澪の言葉に、俺は首を振った。

　初めてのキスは、澪に足とアバラを折られた直後だった。今思えば、とんでもないシチュエーションだったけど、その後もあまりまともな状況でキスしてない。

　階段の踊り場とか第三女子寮の裏手とか、ああプールの中でしたりとかも……。

「宝石の宮パレスでは、一度もしてないよね？」

「そりゃあ……まあ……」

　宝石の宮では若い男女が一晩一緒に過ごすのだ。

　もしキスなんてしてしまったら、そのまま大きな声では言えないなにかがスタートしてしまう可能性がとても高い。

　始めてしまいたいのは山々だが、なかなかそうもいかないのが現実である。澪みおといるときはかなみの、かなみといるときは澪の顔が脳裏をよぎったりするし。

「あえて外でするっていうのが、スリルあっていいけどね。ふふ……」

「俺おれはスリルを求めてるわけじゃ……」

「わたしもスリルは二の次だけどね。求めてるのは祐ゆう貴きだから」

「…………っ」

　澪がぐっと顔を近づけてきて、再び唇が重なった。

　はむはむと澪が唇を優しく噛かんできて、差し出されてきた舌は俺の口の中に少し入ってきている。背筋がぞくぞくするような感覚が走り、俺も澪の唇を求める。

「んっ、んんっ……」

　澪が吐息とともに漏らす声は――

　ほんの小さい、言葉にもなっていない声なのに、びりびりと頭に響く。

　やべえ、たまらない……。

「……わっ、おい」

「なに？」

　澪が軽く首を傾かしげて、にやりと微笑ほほえむ。

　なにと言われても……。

　澪が身体からだをぴったり密着させて、二つの大きすぎるふくらみが俺の胸に当たっているんですが……。

「ふふふ、祐貴がいつまで経たっても触ってこないからね。こっちからサービスしてみました」

「してみましたって、これはヤバ……」

　よく見ると、澪のアクアマリンのピアスが淡く光っている。

　誓約エンゲイジを交わしたヒメ神ガミは、たまにこうなってしまう。

　ストレートに言うと、お互いがほしくてたまらなくなるというか。

　頭がぼうっとして、なにも考えられなくなってくる。

　身体が熱くて、相手の熱さを確かめてみたくて――

「祐貴だったらいつでもいいのになあ。触るのも、見るのもご自由になんだよ」

「み、澪……」

　澪みおは身体からだを少し離して、Ｖの字に開いている胸元を両手でつまみ、左右に引っ張っていく。ふくよかな二つの胸がぽろりとこぼれ落ちそうになって――

「ちょっ、なにして……！」

　俺おれは思わず、胸元を広げている澪の手を掴つかもうとして。

　なぜか、胸を掴んでしまった。

「ふぁっ……祐ゆう貴き……」

「ご、ごめっ……！」

　慌あわてて引っ込めようとした俺の手を、澪がすかさず押さえ込んできた。

　澪の柔らかく弾力のあるふくらみに触れたまま、俺は硬直してしまう。

　すげーボリューム……以前、うっかり触ってしまった妹の残念な胸とは比べものにならない。

　しかもこうして触っているとはっきりわかる。間違いなくノーブラだ。胸の丸みのてっぺんに明らかに他ほかと違う感触が……。

「祐貴。手はそのままで……」

「えっ、でも……」

「手はそのままで……もう一回……」

　俺は、ごくりとつばを飲み込んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「わたしはね、もう『王の声オーバーロード』とかヒメ神ガミとかはどうでもいいんだよ。祐ゆう貴きは、壊れそうになってたわたしを助けてくれた。わたしがやってしまったことを許してくれた。祐貴は優しい。間違ったことを止めてくれる強さもある」

　澪みおが目を閉じて、顔を寄せてくる。

「強くて優しくて、わたしを見てくれる。これだけ揃そろっていれば、わたしには充分すぎるんだよ。すべてをあげてしまってもいいって思えるくらいにね」

「…………」

　なんだか凄すごいことを言われてるけど、これも光っているアクアマリンのせいなのだろうか。いや、それもどうでもいいことか。

　俺おれにとっても澪はちょっと危なっかしいところはあるけど、可愛かわいくてまっすぐに俺を見てくれる女の子だ。

《ありがとうな、澪……》

「お礼なんかいらないよ。ほしいのは別のもの……」

　俺は頷うなずいて目を閉じ、澪の胸に手を置いたままキスする。

　ああもういいか……。

　澪もいいって言ってるんだし、キスだけじゃなくて胸くらい……。

　トン、と。

　不意に、乾いた音が聞こえた。

　俺は唇を離して、目を開ける。

「いい加減、こっちの存在にも気づいてほしいところね」

「……かっ、かなみ!?」

　俺が座っているソファの隣に、かなみが足を組んで座っていた。さっきの音は、かなみが持っていたグラスをテーブルに置いた音だったらしい。

「こんな近くにいるあたしに気づかないとは、すっかり夢中だったようね。もしかしたら、殺されても気づかなかったんじゃないかしら」

　バリバリと、かなみの周りに小さな火花が散っている。

　さすがに殺されたら気づきます、と当たり前のツッコミを入れることはできなかった。恐怖で口が動かない。

「いつ気づくか待ってたのだけど、ジュースを一杯飲み終えるまで気づかないとは思わなかったわ。なるほど、あなたたちは二人きりのとき、こんな感じなのね」

　かなみから怒りのオーラが立ち昇っている。

　澪と同じく、かなみもコスプレしたままだ。シンプルなセーラー服姿で妙に可愛らしいのだが、とても和なごめるような状況ではない。

「ちぇ、いいところだったのになあ」

　澪みおが俺おれの足から降りて、ソファへどかっと座り込む。二人の女の子の間に挟まれる形になってしまった。逃げ場なし。

「会長はいつも最悪のタイミングで現れるね。今日は来ないと思ったのに」

「あたしも好きで来たんじゃないわ」

　かなみはぎろりと、澪ではなく俺を睨にらんでくる。

「嫌だけど、あなたたちだけでイチャイチャされるくらいなら、あたしもまぜてもらおうと思っただけよ」

「は!?」

　聞き違い……だよな……？

　あの鳴なる神かみかなみの口から飛び出した台詞せりふとは、とても思えない。澪が言ったとおり、この場にいることがそもそもありえないのに。

　俺はすぐ隣に座っているかなみの顔をまじまじと見つめる。

　かなみは真剣そのものだ。真顔でとんでもない冗談を言うこともある生徒会長様だが、どうにも今のは冗談と思えなかった。

「なにもされないよりは、二人まとめて相手にしてもらったほうがマシだわ」

「ちょっ、おい！　さらにとんでもないこと言ってるぞ！」

　ラブシーンにまざるのはありえないとか、前に言ってなかったか！

　だが、かなみの目はマジだった。ただ、本気で言ってるにしては恥ずかしがってる様子もないのがおかしい。かなみの性格なら、真っ赤になってそうなもんなのに。

「段々わかってきたわ。ヒメ神ガミは嫉しつ妬としない。他ほかのヒメ神の邪魔をして影カゲヒメにするわけにもいかないから。でも、それだけじゃないわ。他の子たちを押しのけるより、自分が潜もぐり込める隙すきを見つけるほうが早いのよね。今、澪さんがこっそり二人きりになろうとしたみたいに」

「なんのことやら」

　澪がそっぽを向いて、苦笑いしている。思いっきり現場を押さえられたんだからとぼけても無駄だろうに。

「今は、澪さんと張り合う気はないわ。いえ、共同戦線を張ってもいいくらいよ」

「ほう、それは興味深いね」

　興味深い、じゃねえよ。俺も興味はあるけど、この心変わりはどう考えても不自然だろ。

　俺は視線を下げて、かなみの右手の指輪を見てみる。そこに淡い光はなかった。例のヒメ神がおかしくなってしまう現象でもない。

「かなみ、どうしちゃったんだよ、いきなり」

「うるさいわね。澪さんはよくて、あたしはダメだとは言わせないわ」

　かなみはきっぱりそう言うと、身体からだを俺のほうに向けた。

　それから、ソファに片かた膝ひざだけついて、座っている俺おれにのしかかってくるようにする。

　ぐわあ……そんなに密着されたら……！

「か、かなみ。なにしてんだよ？」

「なにをしているのか、見てもわからないほど愚かなあなたでも、あたしはこんなことをしちゃうのよ」

　もはや、かなみの台詞せりふは通訳が必要なレベルだ。

　二人きりならともかく、かなみは澪みおもいる前でこんなことをするキャラじゃないだろう。

「そっ、そうだ。ほら、こういうところはまず間違いなく監視カメラがあるぞ。ここの店員とかに見られたら――」

「散々、澪さんとイチャついておいてそれを今言うの？　というか、見たければ見るがいいわ」

「わたしはそのほうがむしろ興奮するね」

「澪はちょっと黙っておいてくれないかな？」

　ああもう、頭が痛い。

　かなみって、たまーにヤケクソになることがあるけど、今回はきっかけがよくわからん。二人一緒でもいいからなんて、俺が知ってるかなみはまず言わない。

「じゃあ、黙っておくからわたしもわたしも」

「うわっ」

　澪までかなみと同じように、俺にのしかかってくる。

　俺は夢を見ているんだろうか……。

　二人の女の子が、その豊満すぎるふくらみを俺の胸に押しつけてる……！

「……まったくいいご身分ね。女の子二人を偉そうにはべらせて」

「待て待て！　俺がやれって言ったんじゃないだろ！」

「じゃあ、やめてほしいの？」

　かなみがクールに言った。

　やめてほしいか、と言われると……。

　かなみの着ているセーラー服は、普通ならあるはずの胸当てが無くて、胸の谷間がはっきりと見えてしまっている。

　ちょうどいい感じにその谷間が覗のぞけてしまうような体勢なので、余計にそこに目がいってしまう……。

　しかも、かなみの上目遣いの視線がもう可愛かわいすぎて……。

　澪はぎゅっと胸を押しつけてきてるし……。

　なんなんだ、これは！

　マジでここは楽らく園えんなのか!?

「祐ゆう貴きはやめてほしくないみたいだよ、会長」

「この男は無害そうに見えて、けっこう変態だものね。変態のくせに、基本的に無害をよそおっているのも腹が立つわ」

　にやにや笑っている澪みおと、真顔で毒舌を吐いているかなみ。

　まあ、こういうところはいつもどおりの二人ではあるが、やっぱりどこか違う。

　どうしてこうなったのか、想像もできない。できないけれど……。

「もうなんでもいいや！　なるようになれ！」

　自分もなにを言ってるのかわからん！

　けど、この状況で無害な男でいられるわけがない！

　俺おれは両手を伸ばして、かなみと澪の身体からだをぐっと抱きしめる。

「きゃっ！」

「わっ」

　ぐわあ、柔らかい！　二人まとめてじゃ抱きにくいけど、それでもいい！

　三人の身体がさらにぐっと密着し、女の子たちの髪からふわりといい香りが漂ただよってくる。それだけで頭がとろけてしまいそうだ。

《かなみ、澪。俺は二人を――》

「あ、ああ……」

　俺が『王の声オーバーロード』を発動させて、彼女たちに気持ちを告げようとしたところで。

　かなみはばっと顔を上げて、突然耳まで真っ赤になってしまった。

「か、かなみ？」

「い、いいいい……」

「まずいっ！」

　かなみがなにか言いよどみ、澪が素早く俺の手を振り払って身体を離した。あれっ、こんなことが前にもあったような――

「いやぁ――――っ！」

「ぐわあああああぁっ！」

　まるで電流が流れたような衝撃っていうか、実際に電流が流れてる！

　割と久しぶりに味わうかなみの電撃が俺の全身を走っていく。

「な、なんでいきなり天国から地獄……？」

　俺はそれだけ言うと、ソファに背中を深くもたれこませた。

　かなみも俺から離れて立ち上がり、手で胸元を押さえて唇をわななかせている。

　あれだけエロく迫ってきたのに、俺のほうから襲いかかったらいきなり正気に戻っちゃったのか？　なんとなく、裏切られたような感じだ……。

「あらら、えらいことになっちゃったねえ」

　のんきな声が聞こえ、俺おれは力を振り絞しぼってそちらを見た。ボックスの入り口で千ち華か姉ねえが苦笑していた。

「ふーむ、まあこんなものか。あまり外で派手なことをやると貴き理りっちに怒られるしね」

「……こんなもの？」

　俺の問いかけに、千華姉が笑って首を振った。

「いやいや、貸し切りのカラオケボックスという広い密室で、ユウちゃんとヒメ神ガミたちの理性はどこまで保てるか、とても興味があったんだよ」

「もしかして、見てたのかよ……」

「かなみんのツンデレは意外に手て強ごわいようだったね。ユウちゃんも襲いかかるならもっとスマートにいかないと。いきなり来られたら女の子はびっくりしちゃうよ」

「……スマートな襲い方ってどんなんだよ」

「ツンデレ……またそれ……」

　かなみがとても嫌そうな顔をする。彼女ほど絵に描いたようなツンデレはいないと思うが、本人はそう呼ばれることが不服なようだ。つーか、今回はデレた後にツンだったかな。どうでもいいが。

「んじゃ、そろそろ貸し切りタイムはおしまいにしようか」

　千華姉の一言で、天国と地獄のカラオケタイムは終わりを告げたのだった。

　最後の展開は、カラオケはまったく関係なかったけどな……。





　澪みおちんはさっきユウちゃんを独ひとり占めしちゃったから、今度はかなみんの番ね。

　という千華姉のお言葉で、しばしの間、俺はかなみと二人で行動することになった。

　澪と千華姉はハンバーガーショップでまったりするそうだ。お嬢の二人だけでは心配だが、シズカとＧガールズが付いているので大丈夫だろう。マツリも一緒にいるのは不安材料の一つであるが。

「あたしはどうでもいいのに……」

　俺と二人きりにされたかなみは、実に不満そうだった。

　どうでもいいというのは、俺の存在のことですね、ええ。

「俺もちょっと休みたかった……まだ身体からだがびりびり痺しびれてるよ」

「それを言うなら、あたしだって喉のどが痛いわ。付き合ってあげてるんだから、いちいち文句を言わないで」

「喉が痛いのはムキになって歌ったからじゃ……」

「まだ暑いわね。あら、いつの間にか四時を過ぎてたの」

　かなみは携帯電話の液晶を眺めつつ、独り言をつぶやいている。俺のツッコミはスルーするつもりだな。

「ふーん、制服姿もちらほら見かけるわね。よその制服を見るのって凄すごく新鮮だわ」

「普段は陸の孤島で、自分とこの制服しか見ないもんなあ……」

　俺おれはまだ桃もも女じよに来て三ヶ月やそこらだから、新鮮というほどではない。それでもやはり、外の光景や空気に触れるのは悪い気分ではなかった。

　俺たちは商店街を抜け、住宅街の道をのんびりと歩いていく。

　時折、どこからかはしゃいでいる子供の声が聞こえてきた。子供は夏になるとテンションが上がるものだ。夏休みになれば、この穏やかな下町も騒がしくなる。

「そういえば、かなみは夏休みはどうするんだ？　俺と遊びに行くっていう話の他ほかになにかあるのか？」

「どうということはないわよ。勉強もあるし生徒会の仕事もそこそこあるしね。一応、実家には顔を出すつもりだけど」

「ええっ!?」

　かなみの実家といえば、鳴なる神かみ家の後継者である彼女の命を狙ねらっていた人間の巣そう窟くつだ。そんなところにわざわざ戻らなくても……。

「なにを考えてるのよ、バカ」

　かなみが呆あきれた顔をして言った。

「前に言ったでしょ。貴き理りさんが交渉してくれたから、もう鳴神の人たちはあたしを狙ってないわ。それに、これでもあたしは一応鳴神家の跡継ぎなのよ？　長期の休みくらい家に顔を出して、親しん戚せきにも挨あい拶さつしておかないと」

「そ、そうだろうけど……」

　当然の話ではある。名門だという鳴神家ではそういう礼儀は重要なことだろう。でも、かなみの命を奪おうとした連中にまで礼を尽くす必要があるのだろうか？

　俺が考え込んでいると、かなみはあからさまなため息をついた。

「あのね、鳴神家にもまともな人がいるのよ。その人が教えてくれたんだけど、あたしを狙ってた人たちはもうすっかりおとなしくなったそうよ。鳴神家内部からの情報なんだから確実でしょ」

「うーん、まあ話はわかるけど……」

「あなたも心配性ね。あのね、貴理さんは交渉でこう言ったそうよ」

　かなみはそう前置きして、説明を始めた。

　鳴神かなみは神しん堂どう祐ゆう貴きの婚約者候補である。

　よって、鳴神かなみの安全はなによりも優先される。今後、もし仮に鳴神かなみがその辺で通り魔に襲われて被害を受けたとしても、鳴神家の差し金と判断し、神堂家が鳴神家に対してしかるべき対処を行う。

「……メチャクチャだ！」

　なにを言ってくれてるんだ、うちの妹は！

　そりゃ、かなみの命を狙ねらっていた鳴なる神かみ家の連中は許せないけど、それはちょっと気の毒に思えるぞ！

「あくまで候補であって正式な婚約ではないからね。あえて強引なことを言って、神しん堂どう家の本気を示したんじゃないかしら？」

「うちの妹、本気で悪どいなー」

　こんな理不尽な脅迫は聞いたことがない。

　候補っていうのは確かに曖あい昧まいな話ではある。正式な婚約者にするのは面倒があったりするんだろうか。俺おれ自身はどうでもいいけど、これでも神堂の長男だもんな。

「でも、効果はてきめんだわ。いくら名家といっても、今の鳴神家は血統の良さ以外に誇れることはないからね。神堂家を敵に回したって勝ち目はないことは誰だれでも知ってるわ」

「そうか……」

「あたしが護衛も付けずに歩いてるところを見たら、親族の人たちは卒倒するかもしれないわね」

　そう言って、かなみはかすかに笑った。

「それにね。貴き理りさんというか、神堂家に頼り切りも悪いから、自分でもなんとかするつもりよ」

「なんとかって？」

「ヒメ神ガミの能力で、あたしを狙った不届き者たちをひれ伏させてやるのよ」

「……なんか怖いです、かなみさん」

　かなみのヒメ神としての特性は『カリスマ』。その効力は絶大で、かなみ教団なんてものができたのもその能力があってこそだろう。

　人に頼らず、自分で解決っていうのはかなみらしいとは思うけど。

「だから、なにも心配はいらないわ。あと、一応心配してくれたお礼は言っておくわね」

「ああ……わかったよ」

　かなみがそう言うなら、彼女の帰省を止める理由はない。

「じゃあ、いつ帰るんだ？　俺も絶対に予定を入れないようにしておくよ」

「わかってないじゃないの！　ついてくる気なの!?」

　ああっ、かなみがツッコミに回ってる。

「どこまで心配性なのよ、あなたは。あたし一人で大丈夫だから、ついてこなくていいわ。だいたい、祐ゆう貴き君を連れて行っても神堂家の長男だなんて信じてもらえないでしょう。鳴神の人たちは知性溢あふれる美形を想像してるわよ、きっと。あなたから溢れてるのは、せいぜい欲望でしょう」

「さっきのかなみも、けっこう欲望ダダ漏れだったけど」

「ああ、すっかり忘れてたわ。あなたの記憶を吹っ飛ばしておかないと」

　ぴたりと足を止め、かなみは俺おれと向き合う。

　バリバリバリ、とかなみの手のひらの上で火花が激しく散り始めた。

「まっ、待て！　そんなに都合よく記憶が消せるわけが――！」

「記憶以外の大切ななにかが消えてしまうかもしれないわね。でも悲しいことだわ。祐ゆう貴き君を消せても、自分の記憶は消せないなんて」

「いい話みたいに言うな！　あと記憶じゃなくて俺を消すことになってる！」

「あなたが消えても、さっきの忌いまわしい記憶はあたしの中で生き続けるわ。残念なことに」

「自分のことしか考えてなくないか、かなみさん！」

「……冗談よ」

　かなみの手のひらで弾はじけていた火花が、ふっと消えた。

　はぁ……助かったのか……。俺、生きてる……。

「さっきのことは忘れると誓えば、命だけは助けてあげるわよ」

「まるで悪役の台詞せりふですね、かなみさん」

　もうさん付けをデフォルトにしなきゃいけない気分です。

「アレはあたしの頭がおかしくなったんじゃないわよ、言っておくけど。もし仮になにかの弾はずみであなたを襲うとしても、もっと周到に準備して逃げられなくしてからやるわよ」

「恐ろしいけど、それはそれで納得できる話だな」

　実際、かなみがどうしても今日、俺を襲わなきゃいけない理由なんてなかったはず。

　その気になれば、宝石の宮パレスで週に一回、二人きりになれるのだし。

「おかしいわね……。千ち華か先輩と話していただけなのに、なんであんなことに……。先輩の話術に乗せられたのかしら」

「それはないんじゃないか？　千ち華か姉ねえは話術は得意じゃないよ。どちらかというと、力押しで物事を進めるタイプだと思う」

　そして、かなみは力押しに屈するタイプではない。むしろ力押しで来る相手には勝ち目がなくても逆らうくらいだろう。意地っ張りだから。

「やっぱり、あれだろ。普段抑えつけてる欲望が飛び出したってだけじゃないか？」

「だけじゃない、で済ませられることじゃないわよ、大おお事ごとよ！　だいたいあたしはそんな欲望、持ち合わせてないわよ！」

「真面目まじめな人ほど、裏でとんでもない趣味を持ってたりするよな」

「へぇ……。あなた、今日はやけに強気じゃない」

「はっ、しまった！」

　つい調子に乗っていらんことを！

「最近ちょっと優しくしてたからって、ずいぶんいいご身分になったものね」

「や、優しかったかなあ？」

「いくらあなたがバカだからって、バカにするのもためらわれるバカさ加減だわ」

「三回もバカって言われた……」

「これ以上脳がバカになるのが嫌なら、さっきのことは全部忘れなさい。いいわね」

「は、はい」

　かなみの迫力に、俺おれはこくこくと何度も頷うなずいた。こっちはかなみと違って、力押しに弱いもので。

「問題が解決したところで行くわよ」

　かなみはそう言うと、また歩き出した。

　とりあえず、命は取られずに済んだか……。

　まあ、俺から見てもおかしなことだったとは思う。かなみがあんな風に迫ってきたのもそうだけど、俺がかなみと澪みおを抱きしめて『王の声オーバーロード』を使おうとした瞬間に、かなみがいつもの彼女に戻ったのも少し不思議に思える。

　急に反撃されて正気に戻っただけなのか？

　それとも……？

「……考えてもわからないか」

　かなみに聞こえないようにつぶやいて、彼女を追いかけて歩き始める。

　住宅地の細い道を抜け、広い道路に出た。

　道沿いに木がほぼ等間隔で植えられていて、濃い緑色の葉がかすかな風にさらさらと揺れている。

　辺りは妙に静かで、俺たちの他ほかに通行人の姿も見えない。

　さっきまでの殺伐とした空気はどこへやらで、穏やかな時間が流れている。

「たまにはこうして外に出てくるのもいいものね。学校だと、どうしてもバタバタするから」

「生徒会の仕事があるから、しょうがないな」

「祐ゆう貴き君も副会長でしょ。その割に女の子と遊び回って、仕事しないけど」

「俺は仕事しないんじゃない！　役に立たないだけだ！」

「力説しないで！　実際そのとおりだけど、冗談にしてあげたんでしょ！」

　いやだって、生徒会の仕事ってけっこう大変だよ？

　学校の隅っこで生きてたような人間が、いきなり重要な書類とか処理できるわけない。

「……はぁ」

　あからさまにため息つかれちゃったよ。

「まあ、なんでもいいわ。せっかくの外出なのに、ケンカしてるのもつまらないしね。そもそもあたしは、勝てないケンカは嫌いだけど、勝ちすぎるケンカも好まないのよ」

「俺おれ相手だと勝ちすぎちゃうわけですね……」

　頭脳はもちろん、ガチで戦ってもかなみに勝てる自信はまったくないけどね。澪みおの能力も相当だけど、ルール無用のデスマッチだったらかなみの電撃が最強かもしれない。

　かなみはヒメ神ガミの中でも――なんというか、特別な感じがする。いや、そう思ってしまうのは俺になにか思い込みがあるせいだろうか……。

「ここは静かでいいわね。緑も多くて気持ちいいし」

「……このすぐ近くに、俺が通ってた中学があるんだよ」

　はて、俺はなにを言い出してるんだろう。

「あら、そうなの。祐ゆう貴き君が苦労して卒業した中学ね」

「義務教育なんだから、普通に出席していれば卒業はできるよ！」

　あと、そんなに成績は悪くなかった……と思う。母がサバイバル訓練に何度も連れ出したせいで、若干休みがちではあったが。

「その学校がどうかしたの？」

「どうということはないんだけどさ……学校から近いから、ここもたまに通ってたんだよ」

「ふうん……」

　かなみはぽつりとそう言って、辺りを見回し始める。

　別になんということもない光景だ。ただ木がずらりと数十メートル並んでいるだけの、見るところもない道路。

「散歩には悪くないところだけど、ちょっと寂さびしいわよね」

「そうだな」

　だが――

「ここの木、全部桜なんだよ」

「…………」

　かなみは黙って、俺の顔を見た。

「春になると一斉に桜が咲いて、桜吹雪でなにも見えなくなっちゃうくらいでさ。なにもない町だけど、その時期のここだけは本当に綺き麗れいなんだよ」

「桜、か……」

　かなみは、視線をさ迷わせる。

　どこか遠くを――過ぎ去った桜の季節を、あるいはいずれやって来る春に思いをはせているかのようだ。

　ふわり、ふわりと桜が舞う。

　いつかここで見たあの景色。

　桜並木の下。片かた想おもいの彼女。向けられてくる鋭いまなざし。

　そして、『王の声オーバーロード』で告げたあの言葉――

　記憶は断片的で、なぜか俺おれは多くのことを忘れてしまっている。

　それはあるいは自分で招いたことだったのかもしれない。既すでに俺は知っている。自分にすら『王の声』は通じるということを。

　俺は、自分で自分の心に――ふたをしてしまったのかもしれない。

「いつもボケっとしていて、誰だれとも話さなくて。正直言って、なにが楽しくて生きてるんだろうと思ってたわ」

「え？」

　かなみの唐突な言葉に、俺は目を見開く。

　彼女はこちらを見ずに、淡々と感情を込めることなく話している。

「でも、時々遠くを見てた。あの目がなにを見ているのか知りたくなって。なにを見ているのか、その口から聞いてみたいと思っていたわ。けど、あの人があたしに言ったのはひどい言葉。なんて言われたのか、祐ゆう貴き君には教えたわよね？」

「あ、ああ」

　君なんて大嫌いだ――

　かなみが好きだった男に告げられた言葉。



    

  
    
      



    

  
    
      　そして、その言葉は俺おれもある女の子に告げたことが――

「本当に……バカな人だったわ。どうして、あんなことをわざわざ言ったのかしら」

「…………」

　言葉は常に真実を語るわけじゃない。

　そんな当たり前のことを、かなみのような頭のいい子がわかっていないはずがない。

　時には、大切な人に嘘うそをついてしまうことだってあるのだ。

　少なくとも、俺にはそういうことがあった。

「……なんて、どうでもいいことよね。あたしにもあなたにも。なぜかしら、急に思い出すなんて」

　かなみは俺に視線を向けて、苦笑いした。

「やっぱり、今日のあたしはどうかしてるみたいだわ」

　どうかしているのは、君だけじゃない。

　そう言おうとして、俺は言えなかった。

　かなみは今、俺の言葉を求めていないような気がしたからだ。彼女はただ独ひとり言ごとのように過去を語り、俺は白昼夢のように過去を思い出しただけ。

　きっと、それだけのこと――

　桜並木を抜け、また住宅街に入った。

　幻想が終わり、現実に帰ってきた。

　俺らしくもなく、熱に浮かされたようなことを考えてしまった。

　久しぶりの外出で、やはり今日の俺も普通のテンションじゃないのかもしれないな。

「ああ、そうだ。そろそろいいかしら」

「ん？」

　かなみがまた携帯電話を取り出して、なにやら確認している。

「もう戻ってもいい頃ころでしょう。あまり長く祐ゆう貴き君を連れ回していると、澪みおさんも黙ってないでしょうからね」

「それもそうだ……」

　また澪が強引に迫ってきたら、今度こそ俺の理性が崩壊しかねない。

　そこそこ歩いたし、いい頃合いだろう。

「あたしはさっきのハンバーガー屋に戻るわ。それじゃあね」

「えっ、置き去り!?　かなみ、俺を捨てるのか!?」

「大声でとんでもないことを言わないで！　そうじゃなくて！」

　かなみが少し顔を赤くして、キツい視線を向けてくる。

「祐貴君、いきなりヘリコプターで桃もも女じよに連れて来られたんでしょ。身辺の整理も気持ちの整理もなにもできなかったのよね？」

「うん、まさに拉ら致ちだったからなあ……」

　ああっ、俺おれも遠い目になってしまう。

　夜中、バイトからの帰り道に――唐突にヘリが降りてきたときの光景を思い出す。

　もうずっと昔のことみたいだ……。

「せっかく戻ってきたんだから、やり残したことがあるなら済ませてきたら？　もう夕方になっちゃったけど、まだ少し時間はあるわ」

「……もしかして、そのためにここへ来ようって言ったのか」

「言ったのは澪みおさんよ。まあ、あの人も目的を忘れて楽しんじゃってたわね」

　あの人も、ということはかなみも少しは楽しんでくれたのだろうか。

　千ち華か姉ねえはどこでも楽しめるお気楽な人だから、置いておくとして。

「あたしも似たようなものだったからね。祐ゆう貴き君の気持ちも少しはわかるつもり。メイドも護衛も……それに、ヒメ神ガミもいないところで、息抜きしてくるといいわ」

「…………」

　かなみも庶民生活から、いきなり桃もも女じよでお嬢様としての生活に変わっちゃったわけだからな。たぶん、外で息抜きしたくなったこともあったんだろう。

　それなら……。

「ありがとう、かなみ」

「だ、だからあたし一人で決めたことじゃないって言ったでしょ」

　かなみが真っ赤になって、そっぽを向いた。

　どれだけ暴力的でも、脅おどしてきても、かなみは本当は優しい。こんなにいい子はちょっといないと思う。

　もちろん、澪もそれに千華姉も変ではあっても、優しい女の子たちだ。

　トラブルの多い毎日ではあるけど、彼女たちにすぐそばにいてもらえる俺は、きっと幸せなんだろう。





　実はしっかりとついてきていたＧガールズの一人にかなみを託し、俺はとりあえず以前のバイト先へと向かった。

　六十過ぎの店長と奥さんの二人でやっている小さな料理屋で、住宅地の中にぽつんと建っている。店長たちは突然現れた俺に驚きつつも、事前に断りもせずに辞やめたことを笑って許してくれた。

　桃女に編入した直後に辞めるという連絡だけは入れておいたが、直接お詫わびができてよかったと思う。それだけでも、この町に戻ってきた甲か斐いがあるというものだ。

　もうすぐ店が忙しくなる時間ということもあって、すぐに引き上げることにした。俺はもう辞やめた人間なのだから、長居はできない。

　さて、次はどこへ行こう？

　普通に考えるなら、通っていた高校だろうか。

　友達はゼロだったし、これといって世話になった先生もいない。それでも、担任くらいには挨あい拶さつしておくべきだろうか。

　でも正式に転校の手続きをしてるんだよな……。先生方も俺おれが女子校の桃もも女じよに編入したことを知ってるはずだ。挨拶に行ったら、いろいろと突っ込まれそうなのが面倒だ。

　時間は午後五時前。バスを使えば二十分で高校まで行けるけど……。

「先にアパートでも見てくるか」

　料理屋から俺が暮らしていた木造アパートまでは歩いて数分だ。

　六畳のワンルーム、ユニットバス付き。築三十年で、けっこうオンボロ。一年ちょい前までは一階の２ＤＫに住んでいたのだけど、母が失しつ踪そうして一人暮らしになってから、二階のワンルームに移動させてもらった。一人なら部屋は一つで充分だったのと、もちろん家賃の節約のためだ。

　長年暮らしたとはいえ、アパートに思い入れはない。母親は留守がちだったので家族の思い出が詰まっているわけでもないし、友達を呼んだことすらない部屋だからだ。戻りたいかと言われると、別にそうでもない。

　綺き麗れいさっぱり無くなったとしても、悲しいとは思わないだろう。

　それでも、自分が暮らした場所なのだ。近くまで来ているのだし、寄っていかないというのも薄情な気がする。なにに対して薄情なのか自分でもわからないけど。

　夏とはいえ、もう夕方で日も傾きつつある。一度、明るいところできちんと見て、それで最後にしよう。なんだかんだ言っても、もう神しん堂どうの家が俺の居場所なのだから。

　歩き慣れた道を進み、アパートへ続く通りに出る。

　かつて俺が住んでいた部屋は別の人が入っているだろうか。

　アパートの前に着き、建物を見上げ――

「綺麗さっぱり無くなってる！」

「綺麗さっぱり無くなってます！」

　ちょいとばかり、これは予想外だ！

　建物ないじゃん！　あのオンボロ木造アパートはどこ行ったの！　空き地にぽつんと立ってる「売り地」って看板はなに!?

　そりゃあ、いつ取り壊されてもおかしくない古さだったけどさ。ほんの数ヶ月離れていた間に消えて無くなってたっていうのは、けっこうショックだ……。

「って、ちょっと待て」

　今、もう一つおかしいことがあったぞ。

「…………」

　横を向くと、そこには女の子が立っていた。また女の子だ、と思ってしまったのは失礼だろうか。

　貴き理りと同じくらいのやや小柄な女の子だった。

　彼女もこちらを見て、きょとんとしている。

　確かに、台詞せりふがぴったりシンクロしたよな。えらい偶然もあるもんだ。

「……………………」

　しかし、この女の子、なんなのだろう。さっきからずっと俺おれの顔を凝視している。

　もっとも、凝視したくなるのはこちらも同じだ。この子、どこからどう見ても日本人じゃない。帽子を深くかぶっていて顔がわかりにくいが、白人のようだ。肌は抜けるように白く、髪の色は赤みがかっている。

　服装はＴシャツにジーンズと、ごくシンプルだ。頭にかぶっているのはキャスケットというやつか。左手にはブレスレットを着けている。どちらかと言えば地味めの服装なのだが、妙に格好よく見えるのは足が長くてスタイルがいいせいだろうか。

　ギター用のソフトケースを肩に掛けているのも、なかなか様になっている。

　と、じっと見ていても仕方ない。

「あの……、俺の顔になにか付いてますか？」

「ふあっ、ごめんなさい」

　女の子は驚いて、ぴょこんと頭を下げた。小動物っぽい、やたらと可愛かわいらしいしぐさだった。

「本当にごめんなさい。つい、あなたの顔に見とれてしまって……」

「…………」

　どうも今日は耳を疑う発言をよく聞くなあ。

　日本語は流りゆう暢ちようなようだが、言い間違えてるんじゃないだろうか？

「えっと、それで……ここになにか用だったんですか？」

　とりあえず話題を変えることにする。言い間違いだとしても、わざわざ訂正を求めることもないだろう。

「あっ、はい。ここにアパートがあるはずなんですけど……無いですね。裏切られた気分です……」

　女の子は困ったように言った。誰だれに裏切られたんだろ。

「どうしましょう……。やっと辿たどり着いたのに……」

　この町は入り組んでるから、住所を知っていてもなかなか目的地には辿り着けなかっただろう。もし彼女が外国育ちだったらなおさらだ。だいぶ苦労したようだし、ここで引き返すというのは可哀かわい想そうな気がする。

「失礼ですけど、誰だれに用があったのか……とか訊きいてもいいですか？」

「あ、ええ……その……」

　女の子は、なにやらもじもじしている。いちいちしぐさが可愛かわいい。こんなに可愛い生き物が一人でふらふらしていたら、変な人に連れ去られるんじゃないかと心配になるくらいだ。

「ここに住んでらっしゃる……住んでいたはずの、シンドウ・リナ様という方に」

「母さんに!?」

　思わず、ひっくり返った声を出してしまう。

「母さんに用ってことはなにかの損害賠償!?　いや、裁判の呼び出しとか!?　いったいなにをされたの!?」

「い、いえ、そういうことではありませんが……もしかして、あなたは」

　彼女は戸惑いながら、ゆっくりとキャスケットを脱いだ。

　燃えるように真っ赤な髪が、背中にばさりと流れ落ちる。

　そして、彼女は口を開いた。

「あなたは、シンドウ・ユーキ様ですか？」



    

  
    
      
４章　彼女の歌



「朱あか音ね・マイヤーと申します」

　赤毛の彼女はそう名乗った。

「祖母が日本人なんです。家が日本と縁が深いということもありまして、日本人名をつけられたんです」

　ということは、クォーターなのか。

　彼女の外見に日本人の面影はほとんど感じられない。言葉のアクセントに違和感があるので、たぶん日本育ちではないだろう。だが、これだけ日本語をペラペラ喋しやべられるのだし、日本と縁が深いのは事実だと思う。

　朱音の顔を眺めながら、俺おれは缶コーヒーを一口すする。

　俺たちは、影も形もなくなったアパート前を離れて、近くの公園へとやって来た。

　かつて、Ｇガールズのヘリが着陸し、俺を拉ら致ちっていった公園である。広い芝生や遊歩道があり、道沿いにいくつかベンチが並んでいる。学校帰りの学生や、主婦らしき人、犬を遊ばせている人など、意外ににぎわっている。

　俺と朱音はベンチに座り、自販機で買った缶コーヒーをのんびりすすっているところだ。

　彼女がうちの母親に用があるというなら、放ほうっておくわけにもいかないよな。決して下心があって話を聞いているんじゃない。朱あか音ねが物もの凄すごい美少女だということは関係ない。

　そう、はっきり言って朱音は可愛かわいい。

　顔立ちが奇跡のように整っている。こんな絶妙のバランスで目鼻と口を配置できるのは神様だけだろう。身体からだは小柄だが、Ｔシャツの胸元はぐっと膨らんでいる。それでいて腰は折れそうなほど細く、ジーンズに包まれた足もいい形をしている。

　なにより、目を引いてやまない炎のように赤い髪。

　こんなにも鮮やかな赤色をした髪がこの世にあるなんて。

　目立つのでいつも帽子で隠しているらしいが、あまり長くかぶっていると頭が痛くなるらしい。キャスケットは、今は彼女の膝ひざに置かれている。

　俺おれはコーヒーをさらにごくごくと飲んでから、口を開いた。

「それで、朱音さんは――」

「朱音、でかまいません。私はたぶんユーキ様より年下ですから」

「あ、そうなんだ」

　まあ、小柄で童顔だからそうだろうと思ったけど。

　話を聞くと、彼女は十五歳で高校一年生らしい。俺の一個下だ。

「でも、俺にも様なんていらないよ。普通に名前だけで呼んでくれれば」

「嫌です」

「…………」

　真顔できっぱり断られてしまった。

　おとなしそうに見えて、意外に意志が強いらしい。

「……まあいいや。朱音はこっちの学校に通ってるの？」

「ええ、基本的に留学が目的でしたので。一年ほど前に日本に来ました。ただこのところ、あまり学校には行けていないのですが……」

　基本的に、ということは応用として他ほかにも目的があるのだろうか。

「ああいや、質問の順番がおかしかったな。朱音の出身はどこ？」

「そうですね、それを先に言うべきでした。国名を言ってもたぶんご存じないと思います。ヨーロッパの小さな小さな国ですので」

　朱音がそう前置きして言った国名は、確かに聞いたこともなかった。国の位置を聞いてもいまいちぴんと来ない。

　ヨーロッパの地図を思い浮かべていると、朱音がまじまじと俺の顔を見つめているのに気づいた。

「……また、見とれてるとか？」

「あっ、ごめんなさい。そうではなくて……」

　朱あか音ねは言いよどんで、顔を伏せてしまう。

「なに？　気になることがあったら言ってくれていいよ」

「ああ……あのですね、リナ様に息子さんがいることは聞いていたんですけど……やはり、リナ様にユーキ様のような子供がいるというのは驚きで……」

「……そりゃ無理もない」

　いろんな意味で親子には見えないらしいからなあ、俺おれと母は。

　しかし、驚いたということは、朱音が俺の母を知っているというのは信じてよさそうだ。

「うちの母親とどんな関係……って訊きいてもいいかな？」

「ただれた関係です」

「なっ――!?」

「と言うと、ユーキ様が驚くと教えていただきました」

「……いやー、本当にうちの母と面識あるみたいだなあ」

　ろくでもないことを意味もなく吹き込むのは、まさに母上がやりそうなことだ。もう一度会えたら、いろいろ文句を言ってやろうと思っているが、クレームの内容がさらに増えたな。

「リナ様は、私が幼い頃ころからよく家に遊びに来てくれていました。私の両親と古い知り合いだそうです。ふらりと現れては、食事をたくさん食べて、よく寝て、私や両親と遊んで、いつの間にか帰ってしまうことが多かったです」

「……なんというか、本当にすみません」

　母よ、あなたは外国まで行ってなにをしているんだ。いくら知り合いっていっても、飯と寝床をたかって帰るなよ。

「あっ、もう一つ言い忘れてました」

「え、なに？」

「私、日本語喋しやべれます」

「わかってるよ！　さっきからペラペラ喋ってんじゃん！」

　今さら、真顔でなに言っているんだ、この子は。

「激しいツッコミですね……こんなに激しいのは、私初めてです。変になりそうです」

「…………」

　微妙な言い回しまでは理解していないのか、理解していて俺をおちょくっているのか。

「ただ、私が日本語で話していても、なぜか英語を使おうとする方がたまにいるので……一応断っておこうと思いまして」

「はぁ、なるほど」

　朱音の外見は完全に外国人だし、思わず英語で受け答えしようとしてしまう人がいてもおかしくない。たいていの日本人は外国人とのコミュニケーションに慣れてないからな。俺おれもそうだけど。

「でも、日本語上じよう手ずだな」

「ありがとうございます。頑張って覚えたんです」

　朱あか音ねは、にこっと笑った。

　彼女はかなりゆっくりと喋しやべっている。

　アクセントに多少の違和感はあるし、たどたどしいところはあるが、会話に支障はないレベルだ。

　それに――彼女の喋り方はぼそぼそとまるで独ひとり言ごとのようなのに、やけに聞き取りやすい。声が通りやすい、というべきか。

　こんな声をしている女の子がいるんだなあ。

　俺も声だけは人に褒ほめられることがあったけど、別に声がよくて女の子にモテるようなこともなかったし、メリットを感じたことはない。

　でも、女の子の通る声っていうのはいいものだな。

　いつまでも聞いていたい、いつまでも話をしていたくなってくる。

「俺なんて何年も学校で習ってるのに、英語もろくに話せないよ。母国語の他ほかにも話せるのは凄すごいな」

　話を続けたいあまりに、どうでもいい話題を振ってみる。

「私はドイツ語が母語で、フランス語と英語も話せます。スペイン語とイタリア語は読むだけなら大丈夫です」

「えっ、そんなに？」

　軽く振っただけの話題に、えらい答えが返ってきてしまった。

　もしかして、この子は慧けいのような天才だったりするんだろうか……。

「あと、十四歳の頃ころはオリジナルの言語を作ってノートに書き込んだりしてました。古代のとある言語がベースだとか、謎なぞの遺跡で発掘された石碑の文字が使われてるとか設定を作ったりして」

「……それはまた、わかりやすい十四歳だね」

　なにがどうとは言わないが。

　ていうか、なぜそれを俺に告白する。

　ちょいちょい、変な話が混ざってくるな、この子は。

「ですが、日本語が一番大変だったかもしれません。日本に来ても、ついドイツ語で話してしまうので、ドイツ語を使うたびに自分への戒いましめとしてお腹なかにぱんちしてました」

「女の子としてそれはどうかと思う！」

　自分を痛めつけてどうするんだ。

「悪いことをしたらお腹を切る日本人の気持ちが少しわかりました」

「切腹の真ま似ね事ごとだったの……？」

「あと、着替え中に人にお腹なかのアザを見られて、いじめられてると勘違いされました」

「そりゃ無理ないだろ……」

　しれっとした顔でなにを言っているのだろう。

　見た目は天使のように可愛かわいいし、おとなしい子のようだけど、内にはろくでもないものを秘めているようにも見える。

　トラブルや厄介事を山ほど抱えている身としては、これ以上関かかわらないのが賢い選択だろう。

「じゃ、そろそろ本題に入ろうか。うちの母に会って、どうするつもりだったの？」

　ただし、そう簡単に賢く生きられれば苦労はない。

　認めてもいいだろう。このところの俺おれはトラブルだらけだが、自分から首を突っ込んでいることも多い。これは性分だと思ってあきらめるしかない。

「リナ様から住所はうかがっていたんです。でも日本に来てずっとバタバタしていてご挨あい拶さつできなくて……気になっていたんですよ」

「うちの母は挨拶なんてどうでもいい人だよ。ていうか、君の家に迷惑を掛けてたなら、こっちが挨拶に行かなくちゃいけないとこだ」

「迷惑だなんてそんな……いえ、迷惑というなら私のほうですね。今日来たのはご挨拶だけではなくて……」

「なに？」

　言葉を濁にごしてしまった彼女に、先を促うながす。

　ここまで聞いておいて、引き下がるのもなんだし。

　それに、この子は放ほうっておけない気がしてならない。危なっかしいと言ってもいい。このまま放り出してしまったら、寝覚めが悪そうだ。

「ちょっと……」

「ちょっと？」

「ちょっと追われているので匿かくまってもらおうと思ったのです」

「は？　追われてる……？」

　これも聞き違いではなかったようで、朱あか音ねはこくりと頷うなずいた。

　彼女はベンチに立てかけていたギターケースを持ち上げ、ぎゅっと胸の前で抱いた。

「やはり迷惑ですよね。リナ様がいらっしゃらなくてよかったのかもしれません。では、わたしは逃避行の続きがありますので、そろそろ失礼します」

「え、いやいや待ってくれ。追われてるとか逃げるとか、なんで……」

　言いかけて、ふと気づいた。

　朱音の表情が瞬時に引き締まり、視線が一点に固定されている。

　彼女が見つめている先を見ると、そこには――

「なんだ、あれ？」

　ほんの十メートルほど先に、異様なものがたたずんでいた。

　夏だというのに真っ黒なロングコートを羽は織おっている。ご丁寧に前のボタンをきっちり留とめているのがさらに異様だ。ニット帽にサングラスをして、革の手袋もはめている。まるで自分の外見を怪しくすることに全力を注そそいだかのようだ。

　身長は百八十センチくらいはあるだろうか。怪しい格好と長身のせいで、これでもかといわんばかりの威圧感がある。

「あ、追いつかれました……」

　朱あか音ねが独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

「もしかして、あれが……」

「紹介します。追っ手の人です」

　淡々と紹介されても、リアクションに困る。

　追っ手の人とやらも淡々とした様子で、ゆっくりと近づいてくる。

「…………」

　追っ手はなにも喋しやべらない。サングラスのせいで表情も読めない。

　一つだけわかることがあるとすれば――追っ手は“〝プロ”〟だということ。

　ただの推測ではあるけど、外れていない確信がある。歩いている動作を見ただけでも、ただ者じゃないとわかってしまう。俺おれの母親、軍ぐん曹そう、Ｇガールズたち、それにハルカ。彼女たちが持っている鍛え上げた人間特有の凄すごみを、目の前のコート野郎からも感じるのだ。

「上う手まくまいたつもりだったんですが……なかなか難しいものですね、逃げるというのは」

　朱音はベンチから立ち上がると、ギターケースを肩に掛けた。

　そして、俺を見てにっこりと微笑ほほえんだ。

「お会いできて嬉うれしかったです、ユーキ様。ありがとうございました」

「…………」

　朱音とはまだ出会って三十分も経たっていない。

　彼女のことは、ほとんどなにも知らない。

　外国の可愛かわいい女の子と少し話をした、というだけのことだ。これ以上関かかわらなければならない義理も義務もどこにもない。

　でも――

　可愛い女の子が困っているのなら、時間も関わりの深さも関係ない。

　それに、彼女は母を頼ってきたのだ。その母がいないのだから、代わりに息子である俺が協力してやるのはおかしなことではない。

　それに――もう一つ、大切な理由がある。

　俺おれも立ち上がり、彼女の隣に並ぶ。

「理由は訊きかない。でも逃げたいんだろ？」

「え？　ええ、それは……そうです」

　朱あか音ねはきょとんとしながら答えた。

「だったら話は決まりだ。走れる？」

「……はぁ。走るのはけっこう得意ですが」

　返事を聞くと、俺はぱっと朱音の手を取って走り出した。

「えっ、わっ、ユーキ様!?」

「母さんほど頼りにはならないだろうけど、できるところまでやってやるよ！」

　走りながら後ろを振り向くと、当然ながらコート野郎も追いかけてきていた。

　図ずう体たいがでかい割にけっこう速い。

　だが、こちらも母と軍ぐん曹そうに鍛えられたのは伊だ達てじゃない。朱音も得意というだけあって、なかなか走りはしっかりしている。正直、鈍どんくさそうに見えたけど、意外に運動神経はよさそうだ。

　公園を抜けて、しばらく走ってから狭い路地に入り込む。

　俺だって、なんの勝算もなく逃げ出したわけではない。

　この町の道は複雑に入り組んでいる。一度まいてしまえば、そう簡単には追いつけないはず。それに、怪しげな追っ手のでかい図体では、この狭い路地は走りにくいだろう。

　何度も角を曲がり、人の家の庭先も通って、どんどん先に進んでいく。

　人ひとりがやっと通れるような路地を進んでいると、朱音が声を掛けてきた。

「ユーキ様……あの、どうしてですか？」

「逃げたいって言っただろ？」

　周りを警戒しつつ、俺は答える。

　コート野郎の姿は見えないが、まだ油断は禁物だ。

「でも、私を助ける理由なんてユーキ様には……」

「あるよ」

　俺はきっぱりと言った。

「もし……もしも俺が困っている女の子を見捨てたなんてことを知ったら、怒る人たちがいるんだよ」

「……お友達ですか？」

「もうちょっと複雑な関係だ」

　困っている女の子を見捨てるような男を、ヒメ神ガミたちだって好きになってくれるものか。

　少なくとも、軽けい蔑べつされる人間にはなりたくない。ヒメ神でもない女の子に関かかわっていたら、かなみ辺りはいい顔をしないだろうが、それでも朱音を助けることを誰だれもとがめたりはしないと思う。

「っと、まずったな」

　つい、舌打ちしてしまう。狭い路地の先にコンクリートの塀が立ち塞ふさがっていたのだ。簡単に言うと、行き止まりだった。

　俺おれも道を把握しきれていなかったらしい……。

「しょうがない、塀を乗り越えさせてもらおう」

「え、いいんですか？　ここの向こうは人のお家うちですけど……」

「緊急事態だからいいんだよ。朱あか音ね、ここよじ登れるか？」

「ええ、なんとか」

　朱音は答えると、ぴょんと跳び上がって塀の上に手を掛けた。そして、自分の身体からだをぐっと持ち上げる。

「あ、あれ？　ギターが……わっ、あっ」

「ちょっ、おいっ」

　朱音が肩に掛けているギターケースがずり落ちそうになり、彼女はバランスを崩してしまい、塀にしがみついたまま動けなくなってしまう。

「すみません、ユーキ様。ちょっと押し上げてもらえますか？」

「あ、ああ」

　俺は後ろを警戒しながら、朱音の身体を両手で押し上げ――

「ふあんっ」

「え？」

　変な声が聞こえて、視線を背後から戻すと、俺は自分の両手が朱音のお尻しりを押していることに気づいた。

　ふにふにと柔らかいお尻の感触がジーンズ越しに……。

「って、ごめん！」

「い、いえ。いいですから、そのまま押してください」

　俺は思わずごくりとつばを飲み込み、朱音のお尻をさらに強く押す。彼女はなんとか塀の上にあがることに成功する。

　はー、女の子のお尻ってあんなに柔らかいのか……。なんか、いつもかなみや澪みおの胸ばっかり見てたけど、お尻も悪くない……って、そんなこと考えてる場合じゃない！

「う、うわっ……高いです……」

「え？」

　朱音が真っ青な顔をして、塀の上に両手両足でしがみつくような格好になっている。明らかに尋常じゃない様子だ。

「そ、そういえば私、高所恐怖症でした……」

「それを先に言って！」

　なんか、ふらふらしてるし！

「わ、私はもはやこれまでです。私のことは放ほうっておいて先に行ってください……」

「あのさ、俺おれ一人なら逃げる理由はないんだよね」

「それは……盲点でした」

　凄すごいところに盲点があるな、とか。盲点なんて日本語をよく知ってるな、などと思っていると。

「はうぅ……」

　朱あか音ねがちらりと下を見てしまい、ふらりとよろめいた。彼女が塀に掛けていた足がずるりと外れ、塀の向こう側へ落ちそうになって――

「危ないっ！」

　俺も素早く塀の上に登り、よろめいた朱音の身体からだを抱きしめ、そのまま落下する。

　ドンッ、と背中に衝撃を感じ、息が止まりそうになる。

「つっ…………」

　塀の高さはほんの二メートルくらいだったが、意外とダメージは大きい。でもなんとか、彼女のクッションにはなれたようだった。

「ご、ごめんなさい、ユーキ様。だ、大丈夫ですか、大丈夫ですか」



    

  
    
      



    

  
    
      「な、なんとか。朱あか音ねこそケガは――」

　痛みをこらえて朱音に笑いかけようとして――また息が止まりそうになった。

「…………！」

　朱音が俺おれの上にのしかかるような格好になっている。彼女の顔がめっちゃ近くに……。

　うわっ、顔小さい！　可愛かわいい！　めちゃくちゃ肌白い！　あらためて見ると、やっぱりこの子は綺き麗れいすぎる！

「あ、あの。ユーキ様？　どこか痛いですか？」

　しかも、意外に大きな胸が押しつけられている上に、また俺の手が彼女のお尻しりに当たってしまっている。胸もお尻も柔らかすぎる……。

「あれ……ユーキ様。なんだか……硬いものが当たってます」

「ええっ!?」

　この状況じゃやむをえないとはいえ、こんなところで男の子の欲望が剥むき出しに――？

「いえ、ユーキ様の胸ポケットのところに……」

「胸ポケット……？」

　俺は、はっとなって自分のシャツの胸ポケットに触れる。そこに入っていたのは――貴き理りからもらった携帯電話だった。

「と、そうか。これがあった」

　我に返って、朱音と二人で身体からだを起こし、立ち上がる。

　庭を駆け抜け、家の玄関から外に出て、また路地に入り込む。

「普段使わないから、携帯のことなんてすっかり忘れてたよ」

「はぁ……」

　朱音は俺と並んで走りながら、首を傾かしげている。

　自分一人の力で逃げ切ろうとするのがそもそもの間違いだ。

　さすがに今日は武器のたぐいは持ってきていない。だが、間違いなく武器を持っている人たちがここからそう離れていないところにいるのだ。

　Ｇガールズ。敵に回すと恐ろしいが、味方ならこんなに頼もしい存在もそうはいない。

　護衛でついてきてるＧガールズに連絡を……。

「ああっ、しまった！　連絡先を聞いてない！」

　Ｇガールズたちも携帯電話を持っているだろうが、番号は聞いてない。この携帯に登録されているかもしれないけど、迂う闊かつなことに護衛の隊員たちの名前を聞いていなかった。

　かなみたちに連絡して、護衛のＧガールズと連絡をつける手もあるけど……。ヒメ神ガミたちがこのトラブルのことを知ったら、たぶんすぐに駆けつけてくるだろう。

「ダメだな……」

　あのコート野郎が何者かわからないが、かなみたちが危険にさらされる可能性もある。彼女たちに知られてはならない。

　そうなると、連絡をつけられてＧガールズをこちらに送れる人物は……。

「あ、あのユーキ様。さっきからなにを……？」

「ちょっと考え事だ。気にしないでくれ」

　俺おれは走りながら携帯電話のタッチパネルを操作する。

　電話を掛けると、コール音二回ですぐに相手が出た。

「あ、貴き理りか！　ヤバイ、追われてる！」

『それがどうかしたんですか？』

「その返答は予想してなかった！」

　軽い調子で言わないでくれ。

　おかしいぞ、おまえは兄貴のことが大好きな妹っていう設定だったはず。

『話がいきなりでよくわかりません。さっき、Ｇガールズから定時連絡を受けましたけど、お一人で行動中なのでしょう？　昔の女にでも狙ねらわれているんですか？』

「彼女なんていなかったのは知ってるだろ。そうじゃなくて、トラブルがあって……」

『兄にい様さまって、本当にトラブルがお好きですね』

「好きでやってるわけじゃない！」

　元々、俺は平穏な人生を望んでたんだ。それを最初にぶち壊したのはおまえだろうが。

　と言いたいけど、今は文句を垂れている場合じゃない。

『そのトラブルというのは命の危険があるんですか？』

「いや、そこまでじゃない……と思うが」

　朱あか音ねがなぜ追われているのか訊きけば、その辺もはっきりするだろう。

　しかし、のんきに事情を問いただしている場合でもない。

『兄様、なんのために軍ぐん曹そうに訓練を受けてるんですか。ちょうどいい実戦テストだと思って頑張ってみてください』

「おまえ、他人事だと思って……」

『他人じゃないから言ってるんです。貴理の兄様は、それほどヤワじゃないでしょう？』

「…………」

　感動的な台詞せりふのような、そうでもないような……。

『どうしてもダメだと思ったら……胸の前で両手を組み合わせて、天を仰いでですね』

「神頼みをしろと!?」

　今のは考えるまでもなく感動できる台詞じゃない！

　俺はまだまだこの妹が考えてることがさっぱり理解できないよ！

『まあ、とりあえずファイトーですよ、兄様。それでは』

「あっ、ちょい待っ」

　…………切りやがった。

　最後の適当な励ましが一番イラッときました。

「あの、ユーキ様？　落ち込んでいるみたいですけど、大丈夫ですか？」

「うん、なんとか……。もしかすると兄としての優しさが足りないせいかと、自分の責任にしてみることでイライラを抑えてるところだよ」

「はぁ……よくわかりませんが、自分を慰める方法を知ってらっしゃるのですね」

　いや、朱あか音ねはよくわかってると思う。

　救援が期待できないとなると、あとは自力で逃げ切るしか……。最悪の場合、かなみたちに合流するしかないか？

「ユーキ様！　前っ！」

「うおっ!?」

　携帯電話をポケットにしまったのと同時に、目の前にまた壁が現れた。

　そう思ったが、現れたのは壁ではなく――コート野郎だった。

　まさか、こんなにあっさり先回りされるなんて……。

　ふと、奴やつも携帯電話を握っていることに気づいた。そうか、携帯のナビ機能か！

　くそう、現代科学が憎い。こんな下町の路地まで網もう羅らしなくてもいいのに！

　コート野郎が一気にこちらに間合いを詰めてくる。応戦しようと俺おれが拳こぶしを握りしめた瞬間、右手首を掴つかまれ、路地の壁に背中を叩たたきつけられた。

「ぐっ！」

「ユーキ様！」

　コート野郎は俺を片手で押さえ込んだまま、もう片方の腕を振り上げる。

　ヤバイっ！

　俺は身を沈め、顔面を狙ねらってきたフックをかろうじてかわす。同時にコート野郎に足払いを掛け、バランスを崩させる。

　そのまま一気に体重を掛けて、コート野郎を地面に押し倒す。のしかかって顔面を殴ろうとしたところで、コート野郎が俺の両腕を掴んで体勢をひっくり返そうとしてくる。

　またまたヤバイ！

　体格差があるので、まともに組み合ったらこっちが不利だ。

　俺は焦って掴まれた腕を振りほどいて立ち上がり、後ろに下がる。

　こんな狭いところじゃ、スピードや技で攪かく乱らんすることも難しい。パワーで強引に押し切ってこられたら、とても対応できない。路地の狭さが今度は仇あだになってしまった。

　さて、どうしたもんか……。

「えっ？」

　俺は思わず、間の抜けた声を漏らしてしまった。

　コート野郎が拳銃を構えていたのだ。

　ありえないだろ、そんなの！　桃もも女じよじゃあるまいし、日本はいつから拳けん銃じゆうが当たり前に出てくるようになったんだ！

　などと考えてる暇はなかった。コート野郎は俺おれに向けて容赦なく引き金を絞しぼった。

　プシュッと小さな音がしたのと、俺がとっさに身を屈かがめたのはほぼ同時だっただろう。

「…………っ！」

　かろうじて初弾は逸それたようだった。だが安心している余裕はない。俺は瞬時に間合いを詰めて、コート野郎が拳銃を握った手に蹴けりを入れた。膝ひざをたたんでコンパクトに放つ、ハルカ直伝の接近戦用の蹴りである。

　敵の武器をまず奪ってから、じわじわといたぶりましょう――

　実にハルカらしい戦法だが、今回は習っていたのが役に立った。後で礼の一つも言っておこう。

「ちっ…………！」

　コート野郎が舌打ちして、飛ばされた拳銃を拾おうと身を屈める。図ずう体たいの割に動きが素早い。銃に手が触れた、その瞬間――

　ドガン、と鈍にぶい音がしてコート野郎が吹き飛ばされていた。

「……朱あか音ね？」

「ごっ、ごめんなさい、ごめんなさい。ギターで殴ったりしてごめんなさい」

　朱音がケースに入ったままのギターのネックを握り、何度もコート野郎に頭を下げている。襲われてるんだから、謝らなくてもいいと思うのだが。

　コート野郎はギターでボディを殴られて、さすがに効いたらしい。地面に膝をつき、苦く悶もんしている。

「えっと……ユーキ様、どうしましょうか」

「どうするもこうするも……逃げよう」

　チャンスは今しかない。

　俺は、ちらりと道沿いに作られた木の柵さくを見る。そこに、短く細身の注射器みたいなものが突き刺さっている。

　あれは、麻酔弾だ。

　コート野郎が持っている拳銃はおそらく圧縮空気式――要するにエアガンなのだろう。

　実弾じゃないのはいいけど、いくら麻酔弾でも身体からだに突き刺さっちゃたまらない。そもそも麻酔弾だって何発もくらったら命に関かかわる。日本刀やサブマシンガンで狙ねらわれても生き延びたのに、麻酔銃なんかで死んでたまるか。

「行こう、朱音」

「はっ、はい」





　二十分ほど路地を走り、俺おれたちは大通りに出た。

　ひたすら追っ手をまくために逃げていたつもりだが、無意識に見知った場所へ向かっていたらしい。

　そこは俺が何度も何度も通った道であり、よく知っている場所がすぐ近くにある。

「はぁ、はぁ、はぁっ……」

　朱あか音ねは肩で激しく息をしている。

　いくら走るのが得意といっても、二十分以上の全力疾走はさすがにキツかったらしい。俺も軍ぐん曹そうの訓練がなかったら、そろそろへばっていたところだろう。

　ここからどうするか……。

　コート野郎の姿は見えない。今度こそ振り切れたようだが……。

　つーか、ここ数ヶ月の俺は誰だれかに追いかけ回されてばかりだな。今回は狙ねらわれてるのは俺じゃないけど。

「はぁ、ふぅ、あふ……んんう……」

　朱音の呼吸がなんかエロい。通行人の皆さんも、ちらちらとこちらを見ている。

　キャスケットを公園に置いてきたので、それでなくても赤毛の彼女は目立つし、このままでは注目を集めすぎてしまう。

「はうぅ……あの、ユーキ様」

「はい？」

「ユーキ様は大丈夫……ですか。おケガとかしていませんか？」

「ああ、全然大丈夫。どこも折れてないし血も出てないから。骨折も出血もなければもうケガだと思わないことにした」

「思い込みの問題ではないような……」

　ごもっともだが、朱音はどうやら心配性らしい。けなげで可愛かわいい。

「ごめんなさい、ユーキ様。私のせいでこんなことに……」

「別に君のせいじゃないよ。俺が進んで首突っ込んだんだから」

　俺は笑って、ひらひらと手を振った。

「でしたら言い換えます。私のために、ここまでしてくれたんですよね」

「……まあ、そうかな」

　理由は充分にあるから、このトラブルに関かかわってしまったことに後悔はない。

　麻酔銃だって、一般人が簡単に入手できるものじゃない。追っ手があんなものを持ち出してきたからには、事態がただ事じゃないのは確実だ。

　あのコート野郎に捕まったら、彼女がどんなことになるか知れたものじゃない。どこまでできるかわからないが、やれるところまでやってやる。

「ユーキ様。なにかお礼をさせてください。私にできることなら、なんでもします」

「えぇっ、なんでも!?」

「予想外に食いついてきました！」

　思わず身を乗り出してしまい、朱あか音ねが素すっ頓とん狂きような声を出す。

　しまった、なんでもとか言われて、ついイケナイことまで瞬時に想像してしまった。

　いかんな、どうも最近の俺おれは色ぼけしてる。

「い、いや。礼なんてどうでもいいよ。それより……そうだ、そのギターは大丈夫か？」

「はっ!?　そうでした、私のギター……！」

　話題を逸そらすことに成功したようだ。

　朱音はギターケースのジッパーを開け、取り出したエレキギターを心配そうに見つめている。壊れてはいないようだが、楽器という繊細なシロモノだけに見ただけではわからないだろう。

「……そういやあ、お姫様が」

「えっ、姫!?」

「うおっ、君も予想外に食いついてきたな」

「あ、いえ。なんでもありません。それより……お姫様がなんでしょうか」

　朱音は顔を伏せて、ギターをぎゅっと抱きしめる。

　なんだったんだ、今のは。

「いや、お姫様っつーか、王女様がギターで人をぶん殴る映画があったなと思って」

「あ、はい。ありますね。私も大好きです。三百回くらい観みました」

「マニアなの!?」

　極端な回数だな、おい。

「でも本当に楽器で人を殴ったりしてはいけませんね。あの方、大丈夫でしょうか……」

「相手は銃持ってたんだし、仕方なかったと思うよ。俺は助かったしね」

「……言い訳ですけど、身体からだが勝手に動いたんです。どうしてもあなたを守らなくちゃいけない、みたいな感じがして……」

「…………」

　あれ？　なんだろう？

　言い回しは違うけど、似たようなことを誰だれかが前に言っていた気がする。

「…………あ」

　そこで、俺ははたと気づいた。

　彼女が目立ってしまうことに気づいていながら、立ち話を続けてしまっていた。朱音がギターを取り出したことで、さらに注目度が上がっているような。

「と、とにかく移動しよう。またあいつが追いついてこないとも限らないし」

「そうですね……でも、どちらへ？」

「じっくりギターも調べたいだろ？　腰を落ち着けられるところへ行こう」

　俺おれは笑って、朱あか音ねの肩に手を置いた。

　彼女もきょとんとしてから、微笑ほほえみを浮かべてくれた。

　錯覚かもしれないが、朱音は俺を信用してくれているようだ。

　本当に素直で可愛かわいい子だな、と思う。





　そこは、ごく平凡な公立高校だった。

　偏差値は高くもなく低くもなく、学区内では三番目。目立って活躍している部活動などもない。制服も男女ともにありがちな紺のブレザー。

　特に校内が荒れているわけでもないし、過去に大きな事件などが起きたこともなかった。

　平和な学校生活を送りたい俺にはまさにうってつけの高校だった。

　すっかり日も傾き、辺りは段々暗くなりつつある。

　俺は朱音を連れて、裏門からこっそりと校内に入り込んだ。

　グラウンドのほうからカキーンとバットの音が聞こえてくる。いくつかの運動部は、まだ部活中だろう。グラウンドと体育館には近づかないほうがいい。

　俺も朱音も私服姿で、特に彼女のほうは目立つ外見だ。誰だれかに見つかったら、たちまち騒ぎになってしまう。

　発見されないように慎重に、目当ての場所へと進む。

　学校内では、そこは裏庭と呼ばれている。校舎や体育館の裏にあるわけでもないのに、なぜ裏庭なんだろうと不思議に思ったことはあるが、すぐにどうでもよくなった。俺を含めて、ほとんどの生徒は裏庭になど行かないからだ。学校にごくわずかに生息しているヤンキーたちだって、裏庭で煙草たばこをふかしたりはしない。校舎から離れているため、行くのが面倒なのだ。

　裏庭には、以前は花壇などもあったらしい。だが、今は跡形もない。ぽつんと二階建てのプレハブ小屋が建っているだけだ。

　この高校も今は少子化で生徒数が年々減少しているが、昔は生徒もかなり多かったらしく、たくさんの部が活動していたそうだ。当然、部室が足りなくなってしまい、スペースだけは充分に余っていた裏庭にプレハブを建て、いくつかの部にあてがったのだ。

　しかし、プレハブを今も使っているのは軽音楽部だけである。

　その軽音楽部もまともに活動していないらしい。プレハブは灯あかりもついておらず、真っ暗だ。

「朱あか音ね、こっち」

「はい」

　朱音を促うながしてから、プレハブの前に立った。

　一階には部屋が三つある。そのうちの二つは物置で、わけのわからないガラクタで埋まっている。俺おれは右端にある軽音楽部の部室のガラス戸を開いた。機材などが置きっぱなしになっているにもかかわらず、鍵かぎは掛かっていなかった。以前、軽音楽部のクラスメイトが「面倒くさいから鍵なんて掛けない」と友達と話しているのを聞いたことがあったのだ。

「靴を脱いで上がって。あんまり綺き麗れいじゃないけど、地面に座るよりマシだしな」

「失礼します」

　丁寧に言って、朱音も部室に入ってきた。狭く、やけに細長い部屋で、古いＣＤや雑誌が床に散乱している。もちろん、アンプやスピーカー、ドラムなども置かれている。こういうの、盗まれたりしないのかな。

　雑誌を適当にどけて、二人分のスペースをつくってから座り込む。

　ふうっ、と小さなため息が出た。

　自分で思ってた以上に疲れていたのかも。

　まあ、逃亡の疲れより魔のカラオケタイムの疲労のほうが大きいけどね。

　朱音は遠慮がちに腰を下ろし、しっかりと正座した。

「足を崩したら？」

「いえ、日本では女の子はきちんと膝ひざを揃そろえて正座しないと痴女だと思われる――と教わりましたから。リナ様に」

「痴女って……そんなわけないって。だいたい、俺の母親は、スカートでもあぐらをかくような人だよ」

「ええぇっ、！　わたし騙だまされてたんですか！」

「騙されたってほどでもないかな。からかわれたんだよ」

　あの人、純真な子になにを吹き込んでるんだか。

「うう、ひどいですね……」

　うるうると目を潤うるませながらも、朱音はきっちりと正座したままだ。外国人に正座は難しいっていうが、彼女は平気そうだ。日本での礼儀もしつけられてるのかも。嘘うそを教えた人もいるようだけど。

「それより、ギターを見たら？　壊れてたら大変だろ」

「はい、そうですね。壊れてたら私の心も壊れますから」

　……そこまで大事なもんなの？

　ますます、朱音がギターで人をぶん殴ったのが不思議に思えてくる。

　朱音はエレキギターの弦を一つ一つ丁寧に鳴らしていく。アンプに繋つないでいないので頼りない音が鳴るだけだ。

　少々変なところがあっても、基本的におとなしい朱あか音ねがエレキギターを弾ひいている姿は若干の違和感がある。ピアノとかヴァイオリンのほうが似合いそうだ。もちろん、好きな楽器を弾けばいいのだし、ギターを弾いているのもいい意味でギャップがあって悪くない。

「あの……」

　遠慮がちに朱音がこちらを見た。手はギターのペグをいじっている。

「ユーキ様は……どうして訊きかないのですか？」

「…………」

　なんのことかわからないほど、俺おれも鈍にぶくはない。

　彼女が追われている理由くらいは、たぶん訊くべきなんだろう。俺だって誰だれかがなにも言わずに助けてくれたら、不思議に思うはずだ。

　だが、朱音が追われている理由はそう軽いものではないと思う。それを簡単に訊いてしまうのは、どうにも気が引ける。

「俺は勝手に協力してるだけなんだよ。だから、朱音になにか求めたりはしないよ。言いたくないことを言わせたりもしたくないしね。それに……ああ、そうか」

　彼女を助けるもう一つの理由に思い当たった。

「追いかけられる身っていうのは、他人事じゃないんだよな。追われる怖さを知ってるから、助けてあげたくなるっていうか」

　ちなみに一番怖かったのが、神しん堂どう家に連れ戻された当日、Ｇガールズに追い回されたとき。Ｇガールズはマジで実弾を使っていたから。ホント、冗談抜きで死ぬところだった。

「はぁ、ユーキ様も追われたことがあるのですか。モテモテですね。リア充というやつなんですね」

「変な日本語は覚えなくていいんじゃないかな」

　あと、別に女の子に追いかけ回されてるわけじゃない。いや、ある意味そのとおりだけど、朱音が想像しているようなことはない。もっと殺伐としてるんだよ。

「では普通の日本語で言います。ユーキ様は優しい方なのですね」

　朱音はそう言って、柔らかく微笑ほほえんだ。

　無邪気すぎるその笑みに、ドキリとしてしまう。

　こういう和なごむタイプの女の子は周りにいないからだろうか。やたらと、彼女のしぐさの一つ一つに驚かされる。

「とりあえず、ギターは問題なさそうです」

「え、ああ。そうか。それはよかった」

　まだ動揺しつつ、俺は答える。

「ただ一応、アンプにも繋つないで確認しておきたいのですが……ここのアンプを使わせてもらっていいのでしょうか？」

「いいんじゃないかな？　ほったらかしてるみたいだから、アンプのほうがまともに動くか怪しいけどさ」

「とにかく繋つないでみます。音は小さくしますから」

　俺おれは朱あか音ねに頷うなずいてみせる。

　いくら校内に人が少なくても、あまり派手に音を鳴らすと誰だれかが文句をつけにくるかもしれない。

「それと……」

「ん？」

　朱音は顔を赤くして、上目遣いで俺を見ている。なんて可愛かわいらしい。

「やはりお礼をさせてほしいのです。こんなことではお礼とは言えないでしょうけど、私の歌……を聴いてもらえますか」

「あ、それはいいな。聴かせてほしい」

　このおとなしい子が歌いたいなんていうのは意外だが、それだけ自信があるということなんだろう。

　普通に喋しやべっているだけでもいい声をしているので、歌声も楽しみだ。

「では一曲歌わせていただきます。少し待っていてくださいね」

　恥ずかしそうに言って、朱音は立ち上がった。

　彼女はギターとアンプをコードで接続し、アンプのツマミを調整する。なかなか手慣れている感じだ。

　ん――？

　ふと、気づいた。大事なことを見落としているような……。

　朱音を追いかけ回していたあのコート野郎。いくらナビがあったからって、複雑な路地で俺たちにあっさり追いついていた。朱音も上う手まくまいたつもりだと言っていたのに、すぐに見つかったことに驚いていた。

　彼女が大事にしているギターか……。まさか……。

　床に置かれていたギターケースを持ち上げる。ケースの外側にポケットが着いている。

　その中には予備のピックと――もう一つ小さなポケットがあって、そこを探ると。

　親指の先ほどの、丸くて薄い金属の板のようなものが出てきた。

　んー、どう見ても発信器ですね、これは。

　って、ヤバイよ！

「それでは始めます。あ、逃げないでくださいね」

「は？　逃げるって……いや、そんなことよりこれ！」

　俺が差し出した発信器を朱音は見ていなかった。

　部室の真ん中に背筋を伸ばして立ち、コードを三回ほどかき鳴らした。

「って、音でかっ！」

　どこが小さい音なんだ！　鼓膜が吹き飛びそうな轟ごう音おんじゃねぇか！

「ごちゃごちゃ言ってんじゃねぇよ！」

　え――？

　今、誰だれがなんて言ったんだ？

　そんなことは考えるまでもない。

　すぐ前でギターを手に立っている赤毛の女の子が言ったのだ。

「このあたしのライブを独ひとり占めできるんだ！　ありがたく聴いてろ！」

「あ、朱あか音ね……？」

　マイクを通しているわけでもないのに、頭にびりびりと声が響いてくる。

　がらりと変わったのは口く調ちようだけではない。完全に目が据すわっている。

　儚はかなげな癒いやし系の雰ふん囲い気きはどこへやら、朱音は凶暴な肉食系へと変身してしまった。

「いくぞぉーっ、耳かっぽじってよく聴けよ！」

　エレキギターが激しい重低音を響かせる。

　この出だしはどこかで――そうか、澪みおが一曲目に歌った『セラフ』の曲！

　朱音がすうっと息を吸い、ギターをかき鳴らしながら口を大きく開いた。

　こ、これは――！

　部室の窓ガラスが震えるほどの、圧倒的な声量。音程もリズムも完かん璧ぺき。

　なにより、歌に込められた爆発しそうなほどの感情が凄すさまじい。それでいて声は涙が出そうなほどに透すき通っている。

　相反する二つの要素が混じり合っている、奇跡のような歌声。

　音楽に詳しくない俺おれでも、一フレーズ聞いただけでわかってしまう。

　彼女は本物だ。

　本物の――『セラフ』だ。

　ヒットチャートを騒がせながらも、一切表舞台に姿を見せない謎なぞの歌姫。

　神秘の存在が、確かに今、目の前にいる。

　身体からだがぶるぶると震えてきた。

　かなみの電撃、ハルカの剣さばき、澪の圧倒的なパワー。

　それらを目の当たりにしたときのような、興奮と恐怖がいりまじった感情がこみ上げてくる。

　こんなにも心を震わす歌声がこの世にあるなんて――

　歌は間奏に入り、朱音が激しいギターソロを披露している。

「やっぱりこれだっ、これだよ！　楽しいっ、嬉うれしいっ！」

　朱あか音ねは、どことなく狂気じみた叫びを上げている。

「売れる音楽とか、プロモーションとかプロデューサーとか知ったこっちゃねぇ！　あたしは、あたしはっ……！」

　信じられないほど繊細な指の動きが、ギターの弦を激しく鳴らしていく。

「あたしは、やりたいようにやるんだぁぁぁぁぁぁっ！」

「…………」

　なんだか、彼女が逃げ出した理由がわかってきた気がする。

　意に沿わない音楽活動をやらされて、ギター一つ抱えて逃げてきたってところだろうか。

　まあ少なくとも今の朱音は、人の言うことを聞いて音楽をやるとは思えない。

　自由に、自分の心のおもむくままに歌いたいってタイプだろう。

　バンッ、と不意に扉のほうで音がした。振り返ると、入り口のガラス戸が外れて倒れていた。

　そこには――

「ちっ、来たな」

　コート野郎の姿があった。やっぱり発信器を頼りに追いついてきたか。

　部室に上がり込んでこようとするコート野郎に対して、俺おれは身構える。なんだか俺までひどく頭にきていた。朱音の歌は終わっていないのに、こんなタイミングで現れやがって。

　誰だれにもこのライブの邪魔は――

「邪魔すんじゃねぇぇっ！」

　朱音がギターから手を離し、腕をぶんっと振るった。

　同時に、部室の入り口の辺りにぱっと炎が巻き起こった。

「…………っ！」

　コート野郎は間一髪で後ろに跳び、炎から逃のがれた。

　炎は一瞬激しく燃え上がり、次の瞬間にはもう消えていた。部室の床にも壁も、散乱している物も一切焦こげてすらいない。

　今のは、まさか……。

「てめえの相手は後でしてやる！　だから引っ込んでろ！」

　朱音はそう言って、ぎらりと俺を見た。

「最後まで聴いてろよ、ユーキ！　この曲はあんたに捧ささげるんだからな！」

「は、はい」

　思わず敬語で返事をする俺。

　コート野郎も入り口の前から動こうとはしない。

　朱音は再び、透すき通るように綺き麗れいで、爆発しそうなほど激しい歌声を響かせる。

　彼女の左手首には、ブレスレットが着けられている。ブレスレットに一つだけはまっている赤い石はルビーだろう。

　柔らかく優しい繊細さと、すべてを壊し尽くすような熱狂。

　その二つを兼ね備えているのが『セラフ』――朱あか音ねというヒメ神なのだ。





「きゃ、お恥ずかしいです」

　演奏が終わり、ギターの残響が消え去ってしまうと、朱音は両手で頬ほおを押さえて顔を真っ赤にした。

　なんなの、この切り替わりは。

「あー……、んーと凄すごくいい歌だったよ」

「ありがとうございます。こんなお礼しかできなくてごめんなさい」

「充分すぎるくらいだよ。だって、君は……」

　俺おれは朱音の目を見つめる。穏やかで優しい瞳ひとみだ。

「君は、『セラフ』なんだろ？」

「……はい」

　はにかみながら、朱音は頷うなずいた。

「その名前は芸名なんです」

「だろうね。だけど、あの『セラフ』とこんなところで会えるとは……」

「最近いろいろありまして……つい逃げ出してしまったんです」

　朱音の表情がわずかに曇ってしまう。

　理由はどうあれ、逃げ出したことを後ろめたく思っているようだ。

「さっきの口上を聞いてだいたいわかったよ。まあ、その辺は深く突っ込まない」

　音楽のこと以上に、芸能界のことは知らない。まだ十五歳の彼女には、厳しいこと、納得できないことがいろいろあるのだろう。

　そこについては事情を聞いていない俺がなにか言えることではない。

「ところで、君の豹ひよう変へんっぷりには突っ込んでいいの？」

「よく言われるんですよね。歌い出すと、がらっと性格が変わるって」

「そりゃ言われるでしょ」

　言われないほうがおかしい。

　口く調ちようや雰ふん囲い気きだけじゃなくて、顔つきまで変わっていたもんな。

「私も一応、自覚はあるんです。とんでもないことを口走っていると気づいてはいるんです。でも……歌ってるとどうしても気が大きくなるというかテンションが上がりすぎるというか」

「ほとんど二重人格のレベルだったけどね……」

「きゃ、お恥ずかしいです」

　さっきと同じ台詞せりふを繰り返す朱あか音ね。

　恥ずかしがることでもないだろうが……ちょっと、病院で頭を診みてもらったほうがいいような気はする。あれは、あまりにも変わりすぎだ。

「ですが、これでもだいぶマシになったんです。以前はテンションが上がりすぎると、脱ぎ出すクセまでありましたから」

「そんなアーティスト、表に出せねぇ……」

　不意に、俺おれは気づいた。

「もしかして『セラフ』がメディアに出ないのはそこが理由？」

「ええ、それも……理由の一つです」

　朱音はごにょごにょと歯切れの悪く答えた。

　一つ、ね……。

　まさか、あの豹ひよう変へん以外にもなにか秘密を抱えているのか。知りたいような知りたくないような。

「まあ理由はともかく……君の正体は秘密にしなきゃいけないんだよな」

　謎なぞのアーティストとして売り出してるんだから。

　俺はちらりと窓の外を見る。

　だいぶ薄暗くなってきた外に、人が集まってきている。部活で残っていた生徒たちだ。

　みんなざわざわと騒ぎながら、プレハブを遠巻きに取り囲むようにしている。近づいてこないのは、プレハブの前に立っている怪しいコート野郎のせいだろう。

　当然、生徒たちも校内に響き渡った音楽が本物の『セラフ』の歌だと気づいているはずだ。部室の隅に座り込んでいる朱音の姿は外からは見えないだろうが、彼女を外に出して生徒たちに姿を見られるわけにはいかない。

　集まっているのはこの学校の生徒たちで、所属がわかっているのだから、Ｇガールズたちにまとめて命令したときのように、『王の声オーバーロード』で追い払うことはできる。

　しかし、コート野郎が強行してこないのは生徒たちの目があるからだろう。彼らを追い払ってしまうと、コート野郎がまた朱音を捕まえに来る。

　さて、朱音の正体については訊ききたいことが山ほどあるが、この手詰まりの状況をなんとかするほうが先決だな。

　でもまあ、たぶんそろそろ……。

「お、来た」

「なにがですか？」

　朱音が小首を傾かしげた。

　俺は親指で上を指さす。

　すぐにローター音がばらばらと響き、一機の大型ヘリが空に姿を現した。

　ヘリはまっすぐこちらに飛んできて、狭い裏庭に見事に着陸を決めた。生徒たちが驚きの声を上げている。

　ローターがまだ回っているうちに分厚いドアが開くと、中から髪をツインテールにした桃もも女じよの制服姿の少女が姿を現した。

「兄にい様さま、お元気そうですね」

　貴き理りはにっこり笑って、ローターの風にあおられているスカートを押さえながら歩いてくる。コート野郎の横をなにげなくすり抜け、部室の中に入ってきた。

「おまえこそ、なかなか早いお着きだったな」

「すぐに駆けつけるというわけにもいきませんよ。お出かけの準備は必要ですし、兄様なら私が来るまでの時間くらい稼げると思っていましたから」

「なるほどな」

　電話ではああ言っても、貴理は来るだろうと思っていた。問題の多い妹ではあるが、兄貴の危機を見過ごすようなことはしないという確信が、なぜか俺おれにはあった。

「ところで、今日のこの騒ぎは貴理の仕込みじゃないのか？」

「いえいえ、まさかですよ」

　貴理は笑顔のままで首を振った。

「『セラフ』が逃げ出したという報告は受けてました。でも、逃げ切れるわけもありませんからね。放ほうっておいたんです。まさかあの女のところへ行くとは思いませんでした。兄様と会ったのも予想外です」

　あの女、というのは俺と貴理の母親のことである。妹は母を嫌っているのだ。

「朱あか音ね様、あまり無む茶ちやをしてはいけませんよ」

「あ、はい。ごめんなさい……」

　貴理の言葉に、朱音がしゅんとしてしまう。

「ん？　貴理、なんで様付けなんだ？」

　この尊大な腹黒妹が人に様付けをするなんて。なにか弱みでも握られているのか。

「それはそのうち説明しましょう」

「ホントかよ」

　また説明してもらいたいことが増えちゃったぞ。貴理はいったい、いくつ俺に隠し事をしているんだ。

「まずは、簡単な説明だけしておきましょう。彼女は朱音……マイヤーでしたっけ。苗みよう字じはめったに呼ばないので忘れちゃいますね。それで、兄様ももうご存じのようですけど、謎なぞの歌姫『セラフ』の中の人です」

「つーか、やっぱり貴理は前から知り合いだったんだな」

「もちろんですよ。彼女もヒメ神ガミなのですから」

　貴き理りは当たり前のようにさらりと言い切った。

　朱あか音ねがヒメ神だということに気づかなかったのは、別に俺おれが鈍にぶいからでもないだろう。

　まさか、久しぶりに桃もも女じよの外に出て、たまたま出会った女の子がヒメ神だなんて思わないよな。

「あの……ごめんなさい。実はキリ様からもユーキ様のことを聞いていました。あなたがヒメ神たちの大切な存在だということを。なのに、私は自分のことを隠して……」

「いいよ、気にしなくて。あれだけドタバタしてりゃ、大事な話なんて無理だったしな」

　今にして思えば、朱音がコート野郎をぶん殴って俺を守ってくれたのは、ヒメ神だったからだろう。

　かつて、俺がＧガールズに銃を向けられたときにかなみと澪みおと慧けいが身を呈ていして守ってくれたのと同じことだ。『王の声オーバーロード』を必要とするヒメ神たちは、本能的に俺を守ろうとしてしまうというアレだったのだ。

　それだけで朱音がヒメ神だと気づくのは無理だったけど。

「まあ、いろいろありますが、『セラフ』がここにいることはもうネットにも噂うわさとして流れ始めてます。ここの生徒たちが携帯で情報を流したみたいですね」

　貴理が部室の外にちらりと目を向けた。

「大勢の人がここに押し寄せてくるかもしれません。そうなる前に離脱しましょう。兄にい様さま、朱音様、ヘリに乗ってください」

「あっ！」

　俺は、とんでもないことを思い出した。

「待て、貴理。かなみたちは――」

「Ｇガールズが責任を持って連れ帰ります。心配はいりません」

「そうか……」

　でも、俺が女の子と二人で逃避行していたことがバレたら、かなみの折せつ檻かんが待っているかもしんない……。

　俺も逃げ出したくなってきた……。

「ユーキ様は、もう他ほかのヒメ神たちと仲良くなっているんですね……」

「え？　あー、まあそれなりに……」

　朱音にじとっとした目で見られて、戸惑ってしまう。

　なんで責められてるんだ、俺？

「私も頑張りますね。あらためて……よろしくお願いします」

　朱音は気合いを入れてそう言うと、いきなり俺に近づいてきた。

　そのまま無造作に、俺の背中に腕を回して抱きついてくる。

「えっ、ちょっ……」

「兄にい様さま、動揺しないでください。ハグなんて、朱あか音ね様の国では挨あい拶さつです」

「そ、そりゃそうなんだろうけど……」

「いえ、私は家族以外には抱きつきません。抱きつきませんでした」

「…………」

　となると、このハグには意味があるということだろうか。

　朱音は天然ということもあるが――どうも、いちいち彼女の行動や言動に戸惑わされてしまう。

　六人目のヒメ神ガミ、朱音・マイヤー。

　歌姫『セラフ』でもある赤毛の少女もまた、他ほかのヒメ神たちと同じく手て強ごわい女の子のようだった。

　まだまだ俺おれの前途は多難なようである。



    

  
    
      
エピローグ



　本日、終業式を迎え、桃とう花か泉せん女子学院の一学期は終了した。

　明日からは楽しい楽しい夏休みだ。

「つっても、予定はなにもないけどね」

　自分で言っていてむなしくなってくる。

　俺は教室を出て階段を降りながら、ため息をついた。

　事情を聞いたかなみからの折せつ檻かんはなかったけれど、俺が一人で朱音を守ろうとしたことにご立腹なようだった。

　無む茶ちやをしないで、とかなみは静かに怒っていた。彼女の言うとおりなので、俺は謝ることしかできなかったが、まだお許しはもらっていない。

　町へのお出かけから数日経たったが、かなみとはあまり話もできず、夏休みに遊びに誘うという話はまだ白紙のままだ。

　そろそろ、きちんと関係修復をしておかないとな。

「ユーキ様」

「あれ？」

　一階まで降りたところに、朱あか音ねが立っていた。

　初めて見る桃もも女じよの制服姿だ。

「朱音、戻ってたのか。話し合いはまだ終わってないんじゃ？」

「終業式の日くらい出ますよ。私も一応、桃女の生徒ですから」

　朱音は嬉うれしそうに笑って言った。

　あのお出かけの日、ヘリで桃女に戻ってから、約束どおり貴き理りにいろいろと説明してもらった。

　ヒメ神ガミである朱音は、一年ほど前に神しん堂どう家からの要請を受けて桃女に留学してきた。

　そして日本に着くと同時に、彼女はとんでもないことを言い出した。

　歌手として活動してみたい、と――

　さすがに貴理も、まだその頃ころは神堂家にいた親父も驚いたらしい。そりゃそうだ。

　だが、彼女の歌を聴いて、貴理たちはすぐに要望を受け入れることを決めた。性格の豹ひよう変へんはともかく、彼女の歌は本物だったからだ。

　芸能界にも太いパイプを持つ神堂家の手配で、朱音は『セラフ』という芸名でデビューし、あっという間にヒットチャートを昇りつめていった。

　ただし、朱音の正体についてはトップシークレットであり、レコード会社の人間でも朱音と会った者はごくわずからしい。

　異様とも言える態勢で『セラフ』の売り出しは進んだが、人気が上がれば金も大きく動くし、いろいろなしがらみも生まれてくる。

　朱音が願っていたのはごくシンプルなことだった。好きなように歌い、それを人に聴いてもらいたいということ。ただそれだけだった。

　しかし、プレハブで朱音が叫んでいたように、彼女の意に沿わない指示がレコード会社から出され始めてきたのだ。

　真面目まじめな彼女はそれでも最初は指示に従したがっていたが、作曲や歌い方にもうるさく言われるようになり、おまけに顔を出して活動してくれとまで言われたそうだ。レコード会社がそう言いたくなる気持ちもわからなくもない。謎なぞの歌姫として売り出すのも悪くはないだろうが、朱音は目の覚めるようなとてつもない美少女だ。顔を出せば、今までよりさらに売れる可能性は高い。

　そして、とうとう朱音は我慢できなくなってしまった。

　ボディガードであるコート野郎の隙すきをついて逃げ出し、そして俺おれと出会ったのだ。

　いや、野郎はおかしい。コートの人はＧガールズの一員であり、れっきとした女性だそうだ。貴理の命令で朱音の護衛に付いていた彼女は、「マモリ」という通称で呼ばれている。あの暑苦しいコートは防弾になっていて、いつでも朱音の盾になる覚悟がある強者だとか。

　朱あか音ね様のガードが優先でした。失礼しました――とマモリはヘリを降りてすぐに俺おれに謝ってきた。外見はいかついが、実はかなり腰の低い人らしい。彼女は任務を果たしただけなので謝ることはないと言っておいたが、だいぶ恐縮していたのが妙におかしかった。

　ついでに言うと、朱音は何度も何度もマモリに逃げたことと殴ったことを謝って、えらく困らせていた。マモリのケガは軽い打撲程度だったそうだ。

「朱音様もヒメ神ガミの一人ですし、そろそろ兄にい様さまのそばにいてもらいましょう。歌手活動のほうも、貴き理りが協力します。悪いようにはしません」

　そう言って、貴理は説明を締めくくった。

　ただ、『セラフ』が正体を隠している理由は性格の他ほかにもなにかありそうなのだが、妹も朱音も教えてくれなかった。そこが一番気になるところだったのに。

　なんなんだろうなあ、かなみと同じように過去に秘密でもあるのだろうか……。

「どうしましたか、ユーキ様？　私の顔になにか付いていますか？」

「いや、なんでもないよ。それよりおかえり、朱音」

「はい、ただいま戻りました」

　桃もも女じよに戻ってすぐに、朱音はレコード会社との話し合いのためにまた出かけて行ってしまっていたのだ。

「話し合いはまだ終わってませんが、『セラフ』の活動はなにがあっても続けるつもりです」

「うん、あれだけの歌だもんな。ファンも待ってるし、みんなに聴かせてあげないと」

「頑張ります」

　朱音は笑って、ぐっと両方の拳こぶしを握りしめた。気合いが入っているようで、入ってない感じに見えるところが可愛かわいい。俺は何度、彼女を可愛いと思っているのやら。

「それで、あの……」

　なんだろう、急にもじもじし始めたぞ。

「私、曲は全部自分で作っていて……新曲を作っているところなんですけど、できたら一番に聴いていただけますか？」

「え、ああ、喜んで。ていうか、俺でいいの？」

「私はあなたのヒメ神ですから」

　理由になっているような、なっていないような。

　だけど、やけに彼女の言葉には説得力があった。まるで『王の声オーバーロード』で語られたかのように。

「ほほーう。ユウちゃん、もう新しいヒメ神を手て懐なずけちゃったんだね」

「……また誤解を招く言い方を」

　にやにや笑いながら階段を降りてきたのは、千ち華か姉ねえだった。すぐ後ろを制服姿のシズカがついてきている。あのメイドも生徒だったのか。

「確かに私は手て懐なずけられていますが……どちら様でしょう？」

　聞き捨てならない台詞せりふで前置きをして、朱あか音ねが尋ねた。

「そういえば、お互いに学校にあまり出ないもんだから、ちゃんと顔を合わせるのは初めてだね。あたしは神しん堂どう千ち華か。君と同じくヒメ神ガミで、ユウちゃんの初めての人です」

「おおいっ！」

「家族以外で、初めてユウちゃんのほっぺにちゅーしたのはあたしだよ？」

「わざとまぎらわしく言うな！」

「ほっぺにちゅー……なんていやらしいんでしょう……」

「え、いやらしいの？」

　朱音って、挨あい拶さつでハグとかちゅーとかやっちゃうヨーロッパの出身だよな？

「って、シンドウ・チカ様……ですか？　ユーキ様の従姉いとこの……？」

「あれ、そっちもあたしのこと知ってるんだ。あなたほどの人に知ってもらえてるなんて光栄だね」

「……私は、ただちょっと歌手をやっているだけの女の子です」

「それだけじゃないでしょ。まあ、いいけど」

　千ち華か姉ねえは苦笑して肩をすくめた。

　今の会話は……いったいなんだ？

「あたしと朱音様が、もっとも秘密の多いヒメ神かもね」

「……その秘密もあなたの前では無意味なのですよね」

　朱音の目がずいぶんと険けわしくなっている。『セラフ』になっていたときとはまた違う鋭いまなざしだった。

「私、知っています。知っているんですよ。あなたの、『失墜の星ダウン・フオール』のことを……」

「お喋しやべりな女がいるようだね。まったく、あの女は厄介だなあ」

「ちょっと待て、千華姉。『失墜の星』ってなんだよ？」

「……素直なかなみんは可愛かわいかったでしょ？」

　千華姉は意味ありげにそう言うと、俺おれの肩をぽんと叩たたいて、そのままシズカと一緒に歩き去ってしまった。

　素直なかなみ……？

　カラオケボックスで、かなみが俺に迫ってきたときのことか？

　そういえば、あのときかなみは千華姉と話してたんだっけ……。

「朱音、今の話はなんなんだ……？」

「ユーキ様にとって、もっとも厄介なヒメ神がチカ様だということです」

「それは……わからんでもないが」

　失墜の星ダウン・フオール……。

　もしかして、それは俺おれの『王の声オーバーロード』や貴き理りの『神人一体ホーリイ・ワン』のような能力なのか？

　貴理が言ってたとおり、千ち華か姉ねえにはヒメ神ガミの能力以外のなにかがあるのかもしれない。

　それも、あのかなみの心を動かしてしまうほどの能力なんだろうか。俺の能力は人の魂を動かし、貴理は魂を自分に宿らせる。

　同じ神しん堂どうの血を継ぐ千華姉の能力も、魂に関かかわるものなのだろうか？

「確かに厄介だな……」

　俺は、ぽつりとつぶやいた。

　千華姉のことだけじゃない。

　目の前にいる、赤毛の可愛かわいいヒメ神だって謎なぞだらけだ。正体を隠して『セラフ』として活動している理由は、歌っているときのはじけっぷりのせいだけでもなさそうだし。

　たぶん、朱あか音ねはなにか隠している。それも、一筋縄ではいかない大きな秘密のような気がしてならない。

　朱音と関わりがあるうちの母親もその謎に絡んでいるのかもしれない。千華姉が言った『お喋しやべりな女』というのも、おそらく母のことだろう。

　千華姉と朱音の秘密。そのどちらにも母が関わっているとなると、俺の手には余りそうだが。

　ますます、状況がこんがらがってきてしまったな……。もうカオスすぎて、どこから手をつけたらいいのやら。

「ユーキ様」

「え？」

　朱音が不安そうに、じっと俺の顔を覗のぞき込んできていた。

　しまった、朱音をほったらかして一人で考え込んでしまっていた。

「大丈夫ですか？　難しい顔をしていましたけど……」

「ああ、平気。まあ本当に厄介なことが多すぎるけどさ」

「そうですか……大変ですね」

　朱音は心から同情してくれているようだった。

　そんな彼女を見ていると、君の正体のことでも悩んでいます、とはとても言えない。

「でも、大丈夫です。大変なことばかりではありません」

「えっ、どういうこと？」

「あなたにとって……私はもっとも攻略しやすいヒメ神ですよ」

　朱音は頬ほおを赤く染め、恥ずかしそうに笑って、そんなことを言った。

「だって私は、ユーキ様の婚約者ですから――」

おわり



    

  
    
      
あとがき



　どうも、こんにちは。鏡かがみ遊ゆうです。

　なんと３巻まで来ちゃいましたよ。いやー、びっくりです。これも読者の皆さんと、この作品に関かかわってくださってる方々のおかげです。ありがとうございます。



　と、いきなり謝辞から入りましたが、軽く作品の内容についても。

　前巻のあとがきでも書いたとおり、新たなヒメ神ガミも登場しました。だいぶにぎやかになってきたんじゃないでしょうか。

　１巻はかなみルート、２巻は澪みおルートという感じできました。今回は特に誰だれか一人に絞しぼらず、ヒメ神たちが描かれてます。なんせハーレムなので、祐ゆう貴き君はヒメ神たち全員の相手をしなくてはいけないので大変ですね。毎度のことながら女の子たちと恋愛するより、まず生き残るほうが大変、みたいな感じですが。

　おかしいなあ、今回は鉄砲も刃物も出てこない予定だったのになー。まあ、祐貴は成長してますね。人間としてというより、兵士として成長しちゃってますけど。なんにしても、祐貴には女の子たちに好かれる男の子になってもらいたいものです。



　そういえば、ライトノベルもこれで三冊目になりますが、毎回、予定より量がふくらんでしまうんですよねー。

　この作品もキャラが増えた上に、会話もエンドレスで弾はずむようになってきちゃいましたし。ツッコミ役が少なくて祐貴は忙しいですけど、ほうっておくと掛け合いが止まらないですね。止めなくていい気もしているんですが。



　次巻ではおそらく、今回出てきた新キャラたちも含めて、ヒメ神たちの夏休みが描かれる予定です。次こそ、祐貴君は戦わずに済むでしょうか。さて、どうなることやら。



　最後に、あらためてお礼のほうを。

　イラストの鶴つる崎さき貴たか大ひろ様、担当編集様、いつもありがとうございます。あと、毎回いろいろご迷惑をかけてしまってすみません。

　そして、読者の皆様に最大限の感謝を。ありがとうございました。

　それでは、またお会いできることを信じて。

二〇一〇年十二月　鏡遊
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　　ライトノベルのお仕事も、なんだかんだで続行中。

　　引きこもりも続行中ですが、家にはなぜかモバイルＰＣが３台ある不思議。

　　いつか、颯爽とお外で使ってみたいです。



　イラスト

　鶴崎貴大（つるさき・たかひろ）

　　ゲーム会社で原画、彩色をやりつつイラストレーターをしてます。

　　冬といえば温泉！　ということで温泉に行きたい今日この頃。

　　雪の降る露天風呂とかステキですよね…

　　ＨＰ「Ｐｒｉｖａｔｅ　Ｇａｒｄｅｎ」

　　http://privategarden.jp/
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